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長ちよう山ざん群島　中国

十一月二十五日午前七時






　黄こう海かい西部から人の姿が消えてそれなりの時間がたつ。

　鉄の航走音や油の匂いが失われるにつれて、海原は原初の風景を取り戻しつつあった。ビロードの水面に白波が生まれては吸いこまれていく。風が水しぶきを散らし、火花のごとく煌きらめかせた。

　魚が跳ねた。

　ぬめりを帯びた魚体が他の魚にぶつかる。目ま蓋ぶたのない目が同族の姿を映した。大陸河川からの栄養素を目当てに、膨大な魚群が集まっているのだ。鱗うろことヒレを輝かせて争うように餌を貪っている。あたかも人間達たちの開発で抑えつけられていた野生が弾はじけたように、あふれんばかりの精気が、生命の息い吹ぶきが広がっている。

　たくさんいるじゃないか。

　と海鳥は思った。

　蒼そう空くうを舞いながら豊かな餌場を見下ろす。島々にほど近いこのあたりは、かつて人間達たちの乗り物が行き交っていたところだ。度重なる開発や乱獲で環境が激変し、時には漏れ出した黒い油が仲間の羽を台無しにしたりもした。

　そう、もう何世代も前からこの海域は海鳥達たちの間で忌避されてきたのだ。近づいても労多くして実り少なし。おまけに鉄の怪鳥とぶつかる危険性もある。妥協して渡り鳥の越冬地か沖合に行くべきだと教えられてきた。

　だが眼下の光景は、そうした懸け念ねんを払ふつ拭しよくするものだった。

　膨大な獲物と穏やかな環境、そして競争相手の不在。

　絶好の狩り場だ。

　本能の赴くまま海面にダイブする。跳ね上がった魚を嘴くちばしでキャッチ、翼を翻ひるがえした。

　身じろぎする魚を固定し最寄りの岩場に運んでいく。陸と餌場が近いのも、ここのよいところだ。たっぷりと満腹になるまで狩りを反復することにしよう。

　心のなかで同族を嘲あざ笑わらう。

　まったく連中はなぜ古くさい経験則にしがみついているのか。少し足を伸ばすだけでこんなに楽ができるというのに。

　まぁ好きにすればいい。彼らが瘦せた小魚を奪い合う間に、自分は丸々と肥えた成魚を独り占めするだけだ。

　具合のよさそうな岸壁を見つけて着地する。羽を休め、まずは最初の一口を味わいかけた時だった。

　空が弾はじけた。

　轟ごう音おんとともに、火の粉と破片が煙を引いて降ってくる。続いて巨大なガラスの塊がバラバラに分解しながら迫ってきた。

　間一髪、考える前に羽が動いていた。熱風に尾を炙あぶられながら安全圏に逃れる。振り向けば岸壁は無む惨ざんに押し潰されていた。剝がれた岩肌が粉ふん塵じんとともに海没していく。

　嘴くちばしの中に餌はない。驚いた拍子に落としてしまったのだろう。海を埋め尽くしていた魚も算を乱して逃げ始めていた。

　一体何が。

　怒りと混乱に突き動かされ、視線を巡らした。

　上空を鋭角的なシルエットの飛ひ翔しよう体が駆け抜けていく。一つ、二つ、三つ。白い雲を吐きながら複雑な機動で互いの背を追いかけていた。飛び交う火線と撒まき散ちらされる金属片。見ている間にもう一度、巨大な爆発が生じた。

　グァア。

　放った声は苛いら立だちを含んでいた。

　畜生。

　忌いま々いましい。折角全てがうまくいくと思っていたのに、自分だけの狩り場を見つけられたと考えていたのに。

　だが事実は明らかだった。大気は搔かき乱みだされ、油の匂いが満ち、爆音が海原を震わせている。

　楽園は失われた。

　そう、人間達たちが戻ってきたのだ。




「イーグル、後ろにつかれてるぞ！　ブレイク！　ブレイク！」

　山吹色のＦ‐15Ｊが翼を翻ひるがえすのと後続のザイが弾はじけ飛ぶのはほぼ同時だった。爆煙をエメラルドグリーンの機体が切り裂いていく。ＢＡＲＢＩＥ03のコールサインを持つ双発機は、次の敵機を照準しながらたしなめた。

『油断しすぎですよ、イーグル。雑ざ魚こ相手とは言え気を抜かないでください。手負いで帰還できる場所ではないんですから』

『分かってるよ！　もー、敵機の警戒はファントムの役目でしょ？　早めに教えてくれないと対応できないんだってば！』

『データリンクには情報を流していましたよ。想定脅威とシナリオごとの発生確率も合わせて』

『だから、そーいうの、分かりづらいんだって！』

　反論しながらも山吹色のＦ‐15Ｊ──イーグルはファントムに追いすがる敵を砲撃する。火花とともにターゲットが爆砕。なんだかんだ言いつつ良コンビネーションなのはいつものことだ。口元を緩めながら、だが鳴なる谷たに慧けいは気を引きしめる。

　眼下に広がる景色は日本近海とまったく異なるものだ。戦術マップの地形もここが異国の地であることを示している。渤ぼつ海かい入り口、朝鮮半島の付け根にしてザイの勢力圏。いわば敵陣のど真ん中だ。しかもドーター三機という小勢での突入。一度脱落したら間違いなく生還は望めない。全神経を張って操縦し続ける必要があった。

「慧けい、十時の方向、バンディット、高度低」

　コ・パイロット席から淡々とした声が上がる。

　バックミラーに桃色髪の少女が映っていた。ガラス玉のような目を見開いて中空を見つめている。鮮やかに輝く髪が、彼女が人ならざる存在であることを示していた。

　少女──ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭグリペンは電子音とともにターゲット情報をアップデートした。多機能ディスプレイに接近中の敵機が現れる。制空型が二機、後続はない。敵防衛線の中枢にしては乏しい反応だ。なんというか、手近な機体を五月雨さみだれ式に飛ばしてきている感じ。一体なぜこんなところに敵が、という混乱が見て取れる。

　不意打ち成功。

　今回も悟られることなく「目標」に迫れた。

　スロットルレバーを押しこみ無線を開く。

「ＢＡＲＢＩＥ03、新あら手てはこっちで受け持つ。ターゲット周辺の情報は？」

『アップデートなしです。空域クリア、今接近中の敵機を叩たたけば綺き麗れいに丸裸です』

「上出来だな」

　電波封止を徹底して、燃費の悪さに苦しみつつ低空飛行してきた甲か斐いがある。大軍より小戦力が見つかりづらいのは当然の話だが、かといって被発見のリスクをゼロにできるわけではない。見つかったら即撤退と厳命されている中、予定通り目標にたどりつけたのは素直に嬉うれしかった。

　敵二番機を照準、レーダー波を撃ちこみ編隊を乱す。機関砲で相手の機動を牽けん制せいしつつミサイルを放った。

　命中。青空に炎の花が咲く。続いてもう一撃、離脱しかけた敵機の上じよう面めんを撃ち抜く。あと残っているのは……ファントムとやりあっている一機。

『見えた！　敵ＦＯＢ！　二時の方角！』

　イーグルの声に視線を向ける。輝く海原に、更に眩まばゆい光が見えた。

　突き出た小島の斜面にガラス細工の煌きらめきが見える。垂直発射台と通信・レーダー施設、対空兵器を備えたザイの前線基地ＦＯＢだ。かつて海鳥島を覆った全自動拠点構築設備、それが大陸近海の島とう嶼しよを変貌させていた。

「間違いない、あれ」

　グリペンの声が響いた。

「識別コード、ＺＸ０６４Ｄ。三回前の繰り返しで見つけた奴やつ」

「ＯＫ」

　目標上空に針路を向ける。

　一月前のブレイクスルーを思い出す。解放されたグリペンの記憶はまさに宝の山だった。敵の戦術、数、配備状況、その他多くの情報が子細に記録されていた。いわばポーカーの手札が場にさらされたようなものだ。不利な勝負を避け、有利な局面に全力ベットできる。

　急ぎ実施可能なオプションが議論され、即効性の高いものにＧＯがかかった。

　たとえば敵兵へい站たん線への攻撃、侵攻部隊の待ち伏せ、スクランブル部隊の前進配備。

　そして──敵拠点への直接打撃。

　言うまでもなく、航空機の活動には地上部隊のバックアップが不可欠だ。飛行機は単独だと実力の十分の一も発揮できない。各種管制、整備、補給。十分な支援があって初めて航空戦力は戦力として成り立つ。ならば彼らを脅威たらしめる根っこ──後方拠点ごと刈り取ってしまえばいい。

　単純明快なプラン。ただ、コンセプトの実現にはいくつかの課題が存在した。

　当たり前だが敵拠点は前線のはるか後方に存在する。正面きって制圧しようとすれば上海シヤンハイ攻略戦並の戦力が必要とされ、敵哨しよう戒かい網による察知は避けられない。結果として大規模な戦闘が生起し、ＦＯＢを潰す度に莫ばく大だいな犠牲を払うことになる。かといって少数機の辻つじ斬りでは対地攻撃に必要な火力が投入できない。何せ航空機と地上陣地では耐久力が天地ほども違うのだ。対空ミサイルをいくら叩たたきこんでも強固に防護された施設は破壊できない。

　敵陣深くで暴れるだけならドーターを投入すればいい。だがそこに大規模な爆撃部隊の随伴は不可能。

　少ない戦力で大火力を投射する。この命題を独飛上層部がどうクリアしたかと言えば。

　ゴォッ。

　大気が震えた。

　地鳴りのような唸うなり声とともに、右翼に巨大なシルエットが並んでくる。

　四発の大型機だ。

　太い胴体にウィングレットつきの主翼、輸送機特有のＴ型尾翼。ペイロードと安定性重視の姿は軍用輸送機としては極々一般的なものだ。だが、とにかくでかい。全長全幅ともに五十メートルはある。自衛隊の装備するどの機体よりも大きく重々しかった。

　ボーイングＣ‐17グローブマスター。最大積載量七十七トンを誇る米空軍の主力輸送機。

『ラウンドウッドよりＢＡＲＢＩＥ、指定地点に到着、作戦開始の指示を請こう』

　輸送機からの通信にファントムがバンクしながら答えた。

『ＢＡＲＢＩＥ03よりラウンドウッド、コードグリーン、ミッションは予定通り遂行。残敵はこちらで食い止めます』

『ＲＯＧＥＲ、03』

　四発のターボファンエンジンが唸うなりを上げる。巨体が増速し前へと進み始めた。

　輸送機は単機で島とう嶼しよ上空へと向かっていった。事情を知らぬ者が見れば一体何のつもりかと思っただろう。Ｃ‐17は爆撃機ではない、ガンシップでもなければ、もちろん戦闘機でもない。膨大な積載量が取り柄の、いわば空飛ぶトラックだ。そんな代物を突入させてどうしようと言うのか。

　答えは十数秒後にもたらされた。後部カーゴランプが開き、そこから紐ひものようなものが飛び出す。長く伸びた紐ひもはのたくるように頭を振り、白い傘を開けた。

　ドラッグシュート。

　猛速の風を孕はらんだ合成繊維は蓄積した力を牽けん引いんのベクトルに注ぎこんだ。リードロープに伝わった張力が更にその先のパレットを動かし、搭載した積み荷ごと中空に投げ出す。

　禍まが々まがしいほど巨大な円柱が現れた。

　長さ十メートル、直径一メートル。あたかも飛行機の背骨を内臓ごと引き抜いたかのようだった。化け物じみた大きさの柱は重力に引かれるまま頭を垂れ、パレットから離れた。姿勢制御用のフィンを展開すると地上に落下し始める。

『カウントダウン、６、５、４、３、２、１……インパクト』

　衝撃が走った。

　炎が小島を覆う。煙と土砂が小山ほどの大きさに噴き上げられた。膨れ上がる熱と風が触れるもの全てをなぎ倒し、焼き尽くしていく。通信設備もハンガーも、岩や樹木でさえ例外ではなかった。総計８・５トンに及ぶ爆薬が島の形を変えていく。

「いつ見ても凄すさまじいな」

　悪魔に魅入られた思いでつぶやく。吹き飛ばされた岩が海面を穿うがち、無数の水しぶきを生み出していた。

「普通の爆弾なんだろ？　あれ、核じゃなくて」

「ＧＢＵ‐43／Ｂ。通常兵器としては最大・最強の爆弾」

　グリペンが抑揚なく答えた。

「核が使えない戦場では最高の破壊力を誇る。ただ大きすぎて普通の爆撃機には載せられない。大型輸送機のキャビンに荷台ごと積みこむ必要がある」

「まさに一撃必殺用って感じだな」

　ＭＯＡＢと称されているらしい。大規模爆風Ｍａｓｓｉｖｅ　Ｏｒｄｎａ爆弾兵器ｎｃｅ　Ａｉｒ　Ｂｌａｓｔ。だが米軍内では別の呼び名も使われている。Ｍｏｔｈｅｒ　Ｏｆ　Ａｌｌ　Ｂｏｍｂｓ、すなわち『全ての爆弾の母』

　大型輸送機による超巨大爆弾の運用。それが少数精鋭を強いられた独飛上層部の答えだった。もちろんシンプルに核を使えばという意見も出たが、予想される敵拠点の多さが実行をためらわせた。黄こう海かい、東シナ海を全て核爆弾で耕すような戦略は、いかな非常識集団とて取れなかったのだ。

『目標沈黙を確認。慧けいさん、増援が来る前に引き揚げましょう』

　ファントムの報告に「ああ」とうなずく。

「離脱する。イーグル、ラウンドウッド、ＲＴＢ」

　機首を翻ひるがえし帰還の途に就く。高度を上げて増速、Ｃ‐17の最高速度に合わせつつ敵防空圏からの離脱を図った。

　マップ上のターゲットが徐々に遠ざかっていく。往路と異なり、真円のマーカーには大きな×がつけられていた。

「これで十四ヶ所目か」

　脳内で戦績を呼び起こす。一ヶ月で十以上の敵拠点を撃破、味方の被害はゼロ。上海シヤンハイ攻略戦での苦労が噓うそのようだ。本来なら諸もろ手てを挙げて喜ぶべきところなのだろう、が。

『想像以上に大規模な陣地が構築されていますね。まるで蜘く蛛もの巣すです。相互に連携して敵を捕捉・殲せん滅めつする、野戦築城の見本みたいな布陣ですよ』

　ファントムの感嘆には皮肉が交じっていた。

『そんな中に日米連合軍は無策で突っこんでいったわけです。ぞっとしますね。よく生きて帰れたものだと思いますよ』

「あの時は情報がなかったんだ、仕方ないだろう。今だって本当なら状況は変わっていないはずなんだ。こんなところに偵察機を飛ばせるわけもないんだから」

『確かに』とファントムは笑った。

『未索敵の敵陣をピンポイントで突くとか、常識ではありえませんからね。古代ギリシアに逆戻りした気分ですよ。神託で次の戦場を決めるとか』

「神託、か」

『福音と言ってもよいですが』

　当たらずとも遠からずと言ったところだろう。

　グリペンの記憶は別世界からの贈り物だ。現世の常識や限界を越えたところにある。それを利用して戦う自じ分ぶん達たちはまさしく神託の戦士と言ったところか。

　柄でもないが。

「とにかく、おまえのおかげだ。グリペン、今回もよくやったな」

　肩の力を抜いて呼びかけたが、グリペンの顔は固いままだった。唇を結び眉根を寄せている。

「なんだ？　妙な反応でもあるのか？」

　慌ててディスプレイを見るも「違う」と否定された。

「敵性反応はない。ターゲットも問題なく沈黙している」

「じゃあなんだよ。難しい顔して」

　わずかな沈黙があった。少ししてグリペンは顎を引いた。

「こんなペースで進んでいたら、いつ戦争が終わるか分からない」

　胃いの腑ふがすっと冷たくなった。勝利の高揚が去り、ざらついた不安が湧き上がってくる。

「そう……だったな」

　今更ながらの危機感に襲われる。

　自じ分ぶん達たちに残された時間は有限だ。人類の力が尽きる前に解決策を見み出いださねば、またグリペンは繰り返しの悪夢に突入してしまう。己の意思で、他でもない鳴なる谷たに慧けいを救うために。

（今度は助けるって約束したんだよな）

　宣誓の重さを再確認する。だが誓いを果たすための方法は、まだ端緒さえつかめていなかった。




　　　　　　　　　　＊




　電子マップ上を色とりどりのマーカーが行き交っている。

　青は人類側の軍事力、緑は民間人、赤がザイ。互いに防衛線を築きながら敵陣を攻め立てている。

　多くの場合、戦闘は人類の勝利に終わった。敵の手のうちを知っているわけだから、ある意味当然だろう。グリペンの知識ベース・経験を最大限に活いかして版図を守っていく。奇襲と誘引、攻撃と防御、包囲と殲せん滅めつ。

　我ながら芸術的な用兵だと言えた。戦術、作戦ともに寸分の無駄もない。一つ一つの指示が戦史に残りそうとさえ思えてくる。

　だが百の戦闘に勝利してもザイの勢いは衰えなかった。

　一つ基地を潰す間に十の拠点が構築される。撃墜数に倍する敵機が生み出される。キルレシオでははるかに圧倒しているはずなのに、手元の戦力は徐々に疲弊していった。

　限界はある日唐突に訪れた。予備戦力を引き抜いたオーストラリア戦線に敵圧力が集中、北部準州の拠点が軒並み陥落したのだ。

　続いて後背を遮断された東南アジア、インド、ミクロネシアが壊滅していく。ギリギリの戦力をやりくりしていた人類に、破局を覆くつがえす術すべはなかった。数年分の停滞を取り戻すようにザイは拡散し、人間の町を、社会を蹂じゆう躙りんしていく。

　二〇二二年七月、全通信沈黙。

　人の世は終わりを告げた。




「ああくそっ、まただめだ」

『勝利陣営：ザイ』の表示が携帯の画面にまたたいている。整備中のドーターの傍かたわらで、慧けいは苛いら立だたしげにアプリケーションを終了させた。色鮮やかなマップが消え去り、いつものホーム画面が戻ってくる。最小化されたアイコンにＤＡＲＰＡ‐ＳＩＭのタイトルが見えた。

　ＤＡＲＰＡ──アメリカ国防高等研究計画局のシミュレータソフトだ。もともとウィリアム・シャンケルが管理していたものを、八や代しろ通どおりに頼みこんで使わせてもらっていた。目的はザイ問題の根本解決、そのための手段を見つけ出すことだが。

「設定間違ってるんじゃないか、これ」

　そう言いたくなるくらい絶望的な敗北が続いていた。アルゴリズムにグリペンの記憶を加味しているはずだが、まったく戦況を好転させられていない。むしろ独飛の戦闘を優先する分、他戦線が崩れやすくなっているように思えた。

　シャンケルはきちんと修正したと言っていたが、どこまで信用していいのやら。あのマッドサイエンティストのことだ。またぞろよく分からないプログラムをねじこんでいるのかもしれない。

（いや）

　首を振って希望的観測を断ち切る。認めろ、これが現実だ。自じ分ぶん達たちの入手した武器は想像以上にか弱く、大勢への影響を与えられていない。少なくとも、まだ今のところは。

　嘆息とともに視線を上げる。

　小こ松まつ基地第３格納庫は作戦成功の熱気に包まれていた。

　帰還したドーターを整備員が手早くチェックしていく。イーグルは次のアラートシフトに入っているためか、優先的にメンテを受けていた。甲高い金属音を響かせ、必要資材の補充や積み替えが行われていく。

　度重なる勝利がハンガーの雰囲気を明るくしていた。強こわ面もてな職人達たちも心なし生き生きとして見える。

　自じ分ぶん達たちの行いは無駄じゃない。周りを巻きこみ少しずつ事態を好転させていっている。そう思いこむのは簡単だ。今の成功を積み上げれば必ずゴールにたどりつける、完璧なハッピーエンドを迎えられると。

　だがシミュレーションの結果やグリペンの諫かん言げんが慢心を抑えつける。

『こんなペースで進んでいたら、いつ戦争が終わるか分からない』

　まさしく言葉通りだ。一日一歩着実に進んでいっても、目指す先が月面では永久にたどりつけない。大切なのは未来に繫つながる絵図を描けているかだ。目先の達成感に浸ることでは断じてない。

　携帯端末を持ち上げる。シミュレータをタップして過去の戦闘を振り返る。

（結局、小さな勝ちをいくら積み重ねても戦争には勝てないってことだよな）

　戦術的勝利は戦略的失敗を挽ばん回かいできない。必要なのは小手先の勝利ではなく、卓袱ちやぶ台だい返しの一発逆転策だ。限られたリソースや時間をどう使うか、発想の転換が不可欠だが。

　……。

　答えは出ない。脳内で知ち寄よりが「そう簡単に私の策が越えられるものか」と嘲あざけっているように思えた。

「ああ、ったく」

　やめよう。こんな調子で考えていたら貴重な待機時間がなくなってしまう。どうせこのあとも週末いっぱいミッションを詰めこまれるのだ。休めるうちに休んで体力を回復させなければ。

　時計を確認。時刻は午前九時、もうすぐ売店が開く頃だ。早朝ミッションでお預けになっていた朝飯でも買うか。気を取り直して機体から離れた時だった。

「おい、どこ行くつもりだ、そろそろ出発だぞ」

　なまずひげの中年男性に呼び止められた。油で汚れた整備服が機体の陰から現れている。舟ふな戸とだ。

「出発？　もう次のミッションですか？」

　武装の補充はまだ終わっていない。米軍機も一旦グアムに引き揚げているはずだ。丸腰で敵基地強襲など聞いたこともない、が。

「ミッション？　何言ってるんだ、おまえさん」

　混乱した様子で訊たずね返される。舟ふな戸とは眉根を寄せて首を傾かしげた。

「ん？　ん、まさか伝わってないのか。室長は調整済みと言ってたが」

　嫌な予感がする。室長──八や代しろ通どおりの説明不足はいつものことだが、今回は次元の異なる齟そ齬ごが感じられた。

「聞いてません。どこかに移動するって話になってるんですか？　沖おき縄なわか厚あつ木ぎにでも」

「うわぁ」と舟ふな戸とが額を叩たたいた。マジかよと言う心の声が漏れ出して聞こえる。

　ややあって頭を下げられた。

「いや、いや、本当にすまんな。もう少し俺おれ達たちの方で気を配っておけばよかった。さすがにこのレベルの話を事前調整なしとは思わなかったんで」

「や、やめてくださいよ。え？　どういうことですか。もっと遠いところに連れていかれるんですか。それとも泊まりがけとか？　困りますよ、俺、明後日あさつては普通に学校なんですから」

「ううむ」

　言い訳も謝罪もない。ただただ、面目なさげにうつむいている。

　しばらくして詰め寄る気も失うせた。諦めも露あらわに確認する。

「いいですよ。フナさんが悪いわけじゃないですし。で？　どこに行けって言うんですか」

　舟ふな戸とは一瞬ためらった後、答えた。

「ベトナムだよ」




　　　　　　　　　　＊




『ベトナム社会主義共和国、言わずと知れたベトナム戦争の当事国だな。東南アジアではラオスと並んで最後の共産圏を維持している。ま、社会主義国と言っても刷新ドイモイ政策の影響でかなり市場開放されているが。ホーチミン市なんかチェーンのファストフード、ファストファッション店だらけだ。東京や大おお阪さかあたりと大差ない』

　無線から八や代しろ通どおりの声が流れてくる。高度一万、南シナ海上空のＵ‐４多用途支援機が電波の発信源だ。先ほどから人の気も知らず吞のん気きに喋しやべり続けている。

『とはいえ、折角の異国でチェーン料理を食べる理由もないがな。おすすめは屋台の揚げ春巻きだ。餅米のウォッカに合わせると絶品だぞ。あとラルービールも捨てがたい』

「だから未成年に酒を勧めないでください。あと、いい加減事情を説明してくださいよ、八や代しろ通どおりさん。なんなんですか突然、グリペンにファントムまで小こ松まつから引き離して」

　左手にエメラルドグリーンのＲＦ‐４ＥＪが飛んでいる。ずっと沈黙しているが、多分上機嫌ではあるまい。ミッションの合間の雑用というには少しベトナムは遠すぎた。

『打ち合わせだよ。多国籍連合のな』

　何気ない口調で八や代しろ通どおりは返してきた。

『近々予定される作戦の事前ミーティングだ。関係者の顔合わせも兼ねてな』

「作戦？」

　多国籍連合？

『具体的な内容はまだ決まっていないがな。今起きている問題に誰が、どう対処していくかの認識合わせから行う。何せ船頭が多いんでな、山に登らんよう、きっちり座組を整理する必要がある』

「ええっと」

『心配するな。現地に着いたら詳しく説明してやる』

　意図的にはぐらかされている感じだった。何か機密に触れるのか。余計な詮索を拒む気配がある。

　とはいえさすがに曖昧すぎる。せめて自じ分ぶん達たちを同行させた理由くらい教えてくれと言いかけた時だった。

『カザフスタンの件ですよね』

　ファントムがさらりと告げた。息を吞のむ音が回線から響く。

『なんで知ってる』

『周りの動きが騒がしかったので、自然と耳に入ってきてしまいました。情報を伏せたいなら日々のやりとりくらい暗号化してください。気になってミッションに集中できませんでしたよ』

『おまえなぁ』

　堂々としたクラッキングの告白に八や代しろ通どおりが沈黙する。ファントムも言うべきことは言ったとばかりに口をつぐんでいた。

「なんですか、カザフスタンの件って」

　観念したような溜ため息いきが響いてきた。

『よく分からん、というのが正直なところだ。又聞きの報告ばかりで俺の中でもきちんと整理できていない。本当は打ち合わせで情報収集してから説明するつもりだったが……まぁいい。荒唐無稽な話なのは勘弁しろよ』

　八や代しろ通どおりは小さく息を吸いこんだ。

『飛行機がな、消えてるらしいんだ』

「消える？」

『墜落じゃないぞ。文字通り「消える」だ。通信途絶して跡形もなく消失してしまう』

「そんな」

『馬鹿な、と思うだろう？　だが本当だ。ここ一ヶ月で既に十四機、被害が出ている。いずれもカザフスタン・キルギス・ウズベキスタンを始めとした中央アジア諸国、つまり旧中国の隣接国だ』

「ザイに撃墜されたんじゃないですか？」

『だったらＳＯＳや残骸くらい出るだろう。本当に何もないんだ。ＥＰＣＭやレーダー波も観測されていない。神隠しにあったなんて話も出てるくらいだ』

　予想外の単語に面めん食くらう。今までも散々非常識な事態には出くわしてきたが今度は『神隠し』と来たか。完全にオカルトの領域だ。

『妙な話はまだあるぞ。街道を進んでいた輸送トラックが消えた。歩ほ哨しようが行方不明になった。果ては国境付近の町が丸ごと一つ消失した』

「冗談でしょう？」

『だったらよかったがな。「消えた」云うん々ぬんはさておき、被害は現実のものらしい。こうしている間にも続々と事件の続報が来ている』

「……」

『ま、疑う余地はいくらでもある。ただでさえ旧中国の国境付近は混こん沌とんとしているからな。難民や旧人民解放軍がトラブルを起こしたとか。もしくはＥＰＣＭを出さない新型のザイが出たとか、辻つじ褄つま合わせはそれなりに考えられる。ただ、問題はそうしたディティールじゃない』

　八や代しろ通どおりの声が低くなった。

『重要なのはな。これだけの大事件がグリペンの記憶のどこにもなかったことだ』

　！

　はっとなって振り返る。

　桃色髪の少女は面食らったようにまばたきしていた。

『報告を受けてすぐグリペンのナレッジベースを検索した。確かに、奴やつの記憶は完璧じゃない。度重なる繰り返しで随分、破損やエラーも出てきている。だが複数国をまたがるほどの大事件が履歴ゼロってのは明らかに変だ。何か異常が起きているとしか思えない』

「異常」

『あるいは正真正銘、初めての出来事かだな。だとすればなぜこのタイミングでという疑問も出てくる。いずれにせよ情報を集めんことにはどうにもならん。だからこちら主導で多国籍の対策チームを立ち上げさせてもらった。そのための会合場所がベトナムってわけだ』

「なるほど……」

　異常事態に対する備えというわけか。今以上状況が悪化する前の予防措置。

『ちなみに、なぜベトナムなんですか？』

　ファントムが口を挟んできた。

『我々が主導的立場なら、日本で会談してもいいはずですが』

『それだけ多数の陣営が参加してくるんだよ。自由主義諸国だけじゃなくてな』

　八や代しろ通どおりはこともなげに告げた。

『人類存亡の危機を前にしても各種イデオロギー、地政学的対立は健在だ。米国の友邦たる我々が出しゃばりすぎると思わぬ反発を買いかねない。その点ベトナムなら安心だ。あそこは全方位外交を旨むねとしているからな。旧東側も西側も仲よく集まれる』

『厄介ごとが待ち受けているようにしか聞こえませんが』

『心配いらん、外務省経由であらかた根回しはすませてある』

『それで大騒ぎになったのがモンゴルでの件でしょうに』

　ぶつぶつ毒づきながらもファントムは言葉を切った。

　丁度よかったので残りの疑問をぶつけてみる。

「具体的にどこの国が来るんですか？」

『対策チームのメンバーということか？　だったら我々、米国、ＥＵ、インド。もちろんカザフスタン・キルギス・ウズベキスタンなどのトラブル当事国も参加してくる』

「へぇ」

　想像以上の大所帯だ。

　果たしてどのくらい会談が続くのだろう。調整が難航して泊まりがけというのは絶対に避けたいが。

　眉根を寄せていると。

「あ」

　とグリペンがつぶやいた。

「陸地」

　青い空の底に緑の線が浮かんでいる。水平線にインドシナ半島の汀みぎわが広がっていた。

　小こ松まつ出発から約六時間、二機のドーターと支援機は目的地に近づいていた。

　北緯十一度五十九分、東経百九度十三分。

　ベトナム社会主義共和国カインホア省、カムラン国際空港。




　管制に従い海沿いの滑走路にアプローチする。土色の大地が広がる殺風景な空港だった。まばらな灌かん木ぼくの向こうに低層の施設が並んでいる。彼方かなたに浮かぶ山もなだらかで、どこかのっぺりした印象を受けた。

「グラウンド、ＢＡＲＢＩＥ01、クロッシング・ランウェイ20ライト、スポット４」

　地上管制に駐機ルートを仰ぐ。ややあってなまりのある英語が返ってきた。

『ＢＡＲＢＩＥ01、タクシー・トゥ・スポット４、ヴィア・チャーリー２』

「ヴィア・チャーリー２、ＲＯＧＥＲ」

　ラダーペダルとスロットルワークで針路調整、初めての空港に戸惑いつつ、なんとか駐機を終える。

　ハンガーの前には先行したＵ‐４が羽を休めていた。先発組の整備員が機材の積み卸しを進めている。キャノピーを開放すると八や代しろ通どおりが歩み寄ってきた。

「ヘルメットやマスクは整備の連中に預けておけ。着替えたらすぐに出発するぞ。あまり時間がない」

　指からぶらさがる鍵に「おや」と思った。

「車で行くんですか？」

「会談場所まで距離があるからな。もう少し早く着いたらシャトルバスを使うつもりだったが、気流の影響で到着時間が遅れている。直接俺の運転で行った方が早い」

「えっと」

　思わず首を傾かしげてしまう。

「ベトナムの免許なんて持っているんですか？　八や代しろ通どおりさん」

「心配するな。ユーラシア大陸は昔、車で散々旅行した。国際免許が使えない国でもだいたいなんとかなる」

「なんとかってのは」

「魚うお心ごころあればなんとやらって奴やつだ」

「……」

　犯罪の臭いがする。相変わらずとんでもない人だ。一体なぜ今のポジションに留まれているのか不思議になってくる。公務員だよな？　一応。

「移動方法はお任せしますが、着替えのスペースくらい準備していただけませんか。六時間のフライトの見返りが公開ストリップではあんまりに報われません」

　汗で濡ぬれた髪を後ろに流してファントムが歩み寄ってきた。眉根を寄せ苛いら立だたしげな表情になる。

「本音を言えば、シャワーか温かい紅茶の一つくらい出てもいいところです」

「観光ツアーじゃあるまいし贅ぜい沢たくを言うな。着替える場所が必要なら車を使え。ワゴンだからスペースには余裕があるはずだ」

　無造作にキーを放り投げる。ファントムは器用にキャッチすると嘆息した。

「クリティカルな外交交渉なら私わたし達たちの見み栄ばえも必要経費だと思いますが、まぁいいでしょう。グリペン、行きますよ」

「私はここでいい」

「だめです。整備の人ひと達たちの手を止めるつもりですか」

　有無を言わさず連れ去ってしまう。ハンガー脇のワゴンの扉が閉まるのを見て、八や代しろ通どおりが向き直ってきた。

「君は？　行かんでいいのか？」

「いや、行ったら殺されるでしょ。ファントムに」

　やっとシャルル・ド・ゴールの件を忘れてくれたようなのに、新たな火種を作りたくない。ただでさえ彼女には大小無数の負い目を感じているのだ。

　スタッフの持ってきてくれた着替えに袖を通しつつ周囲を眺める。

　改めて見ると、かなり大きな空港だった。三千メートル長の滑走路が二本、並んでいる。まだハノイ以北でザイが食い止められているためだろう、エプロンにはカンボジアや韓国などの旅客機も確認できた。おそらく小こ松まつ空港などより、よほど利用者も多いのだろうが。

「なんか……変なところですね」

「ふむ？」

「雰囲気が民間っぽくないって言うか、自衛隊の基地……野戦飛行場みたいで、感覚ですけど」

「ほうほう」

　八や代しろ通どおりは楽しそうに顎をなでた。

「よい勘だ。もともとここは米軍の基地でな、ベトナム戦争終結後はソ連軍が使用していた。民間空港になったのは二十一世紀に入ってからのことだ。まだ冷戦の残り香があふれている」

「え？」

　言われてみれば確かに、敷しき地ちの余裕の持たせ方に米軍的な雰囲気がある。方々の造作も機能優先という感じだった。

「空港に限らず、カムラン湾一帯は各国の軍隊のクロッシングポイントだ。古くはバルチック艦隊、日本海軍、米軍、様々な国に使用されてきた。今だって海自が寄航したりしてるんだぜ？」

「へぇ」

「ベトナム政府もしたたかでな。カムランでは各国軍を平等に受うけ容いれる。だが特定の国の拠点にはしない、と度々宣言しているんだ。だからこそ普段は対立関係にある国が一堂に会せたりする。今回みたいな事案にはうってつけだ」

　なるほどとうなずきかけて静止する。言い回しに妙な含みが感じられた。

「対立？　どこか喧けん嘩かしている国が来るんですか」

「ん？」

　八や代しろ通どおりは目をしばたたいた。小さく首を傾かしげて。

「いや、ああ一般論だ。この手の話は総論賛成各論反対に陥りがちだからな。全体の利害関係をうまく調整しなきゃならん」

「はぁ」

　そういう話なのか。もう少し剣けん吞のんな話題に聞こえたが。

　ビー。

　クラクションが鳴った。

　ワゴンの窓からグリペンが手を振っている。いつものポンチョブラウス姿だ。ファントムもコルセットスカートとブラウスに戻っていた。

「よし、行くぞ。丁度ギリギリの頃合いだ。運転が荒くなるのは勘弁しろよ」

　不穏な言葉に顔をしかめる。

「免許の件はいいですけど、事故を起こした時の保険は入ってるんですよね？」

「そこはほら、水心あればなんとやらだ」

　訊きくんじゃなかったと思った。




　幸いと言うべきか、車は大したトラブルもなく目的地に到着した。

　ヤシ並木のアプローチを抜けると南国風のレセプションが現れた。ビーチを背景に小規模なヴィラが立ち並んでいる。どうやらリゾート施設らしい。広大な敷しき地ちは青々とした芝生で覆われ、周囲の砂地から浮き上がって見えた。

　駐車場に車を置いて砂浜への坂を下っていく。何度目かの分岐を曲がると、そこに一ひと際きわ大きなヴィラがあった。庭にプライベートプールとビーチベッドが見える。奥にぶらさがっているのはハンモックか？　日本では考えられない贅ぜい沢たくな土地の使い方だ。

　煉れん瓦が塀の脇を抜け戸口にたどりつく。窓の奥で白いレースカーテンが揺れていた。既に関係者は集まっているのだろうか。心の準備をしているうちに、八や代しろ通どおりはさっさと中に入っていってしまった。

　慌ててあとに続く。廊下を進んだ先に広い応接スペースがあった。海側の壁は全面硝子ガラス張ばりで見事なオーシャンビューとなっている。設しつらえられた調度も眺望に相応ふさわしい瀟しよう洒しやなものだった。

　ただ。

「え？」

　誰もいない。無人の室内に空調の音だけが響いている。

「俺おれ達たちが最初ですか？」

　あれだけ急せかした割に意外な展開だ。何カ国もの要人が揃そろってギリギリのスケジュールで動いているのだろうか。

「会談は何時からなんですか」

　ファントムも怪け訝げんな様子となっている。八や代しろ通どおりは腕時計をのぞきこんだ。

「インドシナ時間で一時からだな。あと五分、といったところだ」

「場所を間違えているなんてオチじゃないでしょうね」

「大丈夫だ。先方も今、向かっているらしい。さっき携帯に連絡があった」

　言って手近なソファーに腰かける。胸ポケットから煙草たばこを取り出すと、断ることもなく火をつけた。

「座って待ってろ。おまえらもずっと移動してきて疲れただろう」

　仕方なく壁かべ際ぎわの席に移動した。グリペンもちょこんと横に座ってくる。一人ファントムが八や代しろ通どおりを睨にらんでいたが、諦めたように着席した。

　秒針の音が響く。壁時計が十二時五十七分、五十八分、五十九分と時を刻んでいった。

　一時。

　何も起きない。

　たまりかねて声を上げかけた時だった。

　ノックの音が響いた。

「開いている」

　八や代しろ通どおりの声に応えて扉が開いた。細身の影が二つ、入ってくる。

「なっ」

「!?」

　叫び声は双方から上がった。

　次の瞬間、複数の事態が同時に起こった。

　ファントムが席から跳ねるように立ち上がった。青色の輝きが稲妻のごとく彼女の進路を塞ぐ。その向こうでオレンジ色の光が膨れ上がった。傍かたわらのグリペンもびっくりしたように桃色髪を煌きらめかせる。

　にわかに騒がしくなった色彩の中、気づけば自分も立ち上がっていた。視線の先に二人の訪客がいる。クロームオレンジとアクアマリンの髪を持つ少女。ジュラーヴリクとラーストチュカ。

「バーバチカ！」
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　ロシア航空宇宙軍第９７２親衛航空戦隊、その要かなめたるアニマが二人も現れていた。ファントムの手が傍かたわらのバーカウンターからアイスピックを取り上げる。迷わず投とう擲てきしかけた途端、八や代しろ通どおりの手が上がった。

「落ち着け、予定通りの参加者だ。先方にも話は通っている」

　なっ、というファントムの声に革靴の音がかぶさった。ロシア組アニマの背後から小さな影が出てくる。

　軍服の小男だった。

　一目見て異相だと思った。広い額の下に大きな目がまたたいている。耳は長く鼻は高い。顔のパーツがことごとく大ぶりなのに比較して、四肢は驚くほどか細かった。まるで老成したグレイのようだ。口元の笑みも穏やかだが、どこかとらえどころがない。

　男は両手で杖つえの頭を押え、八や代しろ通どおりを見た。

「お待たせしましたか。申し訳ない、どうにも道が不案内でしてな。近くを巡っている間に約束の時間になってしまいました」

「こちらも先ほど着いたばかりだ。気にしなくていい。一服する時間ができて丁度よかった」

　煙草たばこを灰皿に押しつけて八や代しろ通どおりが立ち上がる。目だけで男を示した。

「ロシア航空宇宙軍のニキータ・カジンスキー中佐だ。バーバチカ隊の副官をされている」

「はじめまして、皆様」

　カジンスキーはにこやかに会え釈しやくしてきた。

「名にし負うドクヒのメンバーとお会いできて光栄です。先日は不幸な行き違いもあったようですが、今日の話は建設的なものになることを祈ってますよ。同じアニマ装備の部隊として」

「どういうことですか」

　ファントムがきつい視線を送る。八や代しろ通どおりは肩をすくめた。

「見たままだ。中央アジアの件について今からロシアと対策を練る」

「他の国は？　参加者は？」

「いない。というかそちらは後方支援で話がついている。今日のトピックは、どちらかと言えば正面戦力をどう動かすかだ。だからこそ現場部隊の顔合わせを企画した。こういう異常事態に唯一立ち向かえるアニマという存在のな」

　ファントムは見るだにげんなりした様子となった。はめられたことに気づいたのだろう。鉛のような目を八や代しろ通どおりに向ける。

「なぜ事前に教えてくれなかったんですか」

「教えたら来ないだろう、おまえら」

　すげなく言って向き直ってくる。

「つまりそういうことだ。独飛は本件でバーバチカと共同ミッションを行う。目的は事態の解明、そして解消。仮に想定外の障害が現れた場合は協力してこれを排除する」

　──日露共闘だ。

　場違いなほど高らかな声が響く。

　呆あつ気けに取とられた空気の中、最初に我に返ったのは日本側ではなかった。

　バンと激しい破裂音が響く。クロームオレンジの髪が輝きを増した。ガウチョパンツ姿の少女が壁を殴っている。

「冗談じゃねぇ！」

　ジュラーヴリクが八重歯を剝むき出だしにした。怒気も露あらわにカジンスキーを睨にらみつける。

「聞いてねぇぞ、中佐！　なんの悪ふざけだこれは!?　あのデブが言ってることは本当なのか！」

「本当ですよ」

　カジンスキーは眉一つ動かさなかった。

「既に上同士の交渉で決まったことです。あなた方が異議を唱えられる問題ではありません」

「納得いかねぇ！」

　籠型の屑くず入れが蹴飛ばされた。ジュラーヴリクは眦まなじりを釣り上げてこちらを指さしてきた。

「こいつらは祖国の敵だ！　あたし達たち、バーバチカの誇りに傷をつけやがった！　そんな連中と仲よしこよしで手を繫つなげってか！」

「それはこちらの台詞せりふですよ」

　ゆらりと進み出たのはファントムだった。琥こ珀はく色の瞳に押し殺した殺意を浮かべている。

「鉛玉を撃ちこまれた屈辱はまだ消えていません。一緒に飛べというなら、それは同じだけの砲弾を叩たたきこんだあとの話です。あの忌いま々いましい八枚羽根を半分くらいねじ切ってやらないと」

「なんだとこら」

　互いに磁石で引きつけられたように近づく。視線が火花を散らす。あわや衝突かと思われた瞬間、黒の石突が二人の顔の間を割った。

「静粛に」

　いつの間に移動したのか、カジンスキーが両者の間に立っている。ステッキをかざし口角をもたげていた。

　冷えた眼まな差ざしがジュラーヴリクに向く。口元の笑みが凄すごみを増した。

「優先順位を間違えないでもらいたい。祖国の利益とは今、現在進行形で増えている国民の被害を止めることです。あなたのプライドを満たすことではない」

「……」

「確かに、彼らは我々の敵だったかもしれない。ですがそれ以前に人の世を脅おびやかす、ありとあらゆるものの敵でもある。であれば敵の敵は味方という一点で歩み寄れる」

　あなたも、とステッキの先をファントムに向けた。

「ＲＦ‐４ＥＪ‐ＡＮＭの最優先目標は人類を救うことなのでしょう？　そのために必要な戦力を同士討ちですり減らすのが論理的な行動ですか。あなたの望む展開なのですか」

「それは」

　不満そうに喘あえぎながら言葉が続かない。いつもの不敵さが噓うそのように緑髪のアニマは気け圧おされていた。

　緊迫した空気の中、八や代しろ通どおりが無造作に進み出た。立ちすくむファントムの肩をつかみ、下がらせる。

「申し訳ない中佐、うちのメンバーが失礼した」

　カジンスキーは肩をすくめた。

「構いませんよ。こちらも躾しつけが行き届いておらずすみません。ただ、実務の話に移る前にもう少し丁寧な説明をいただきたいですな。正直、今の段階では貴国の好意を好意として受け取りづらい」

「というと？」

「隣町の火事を好んで消しにいく物好きはいないということですよ」

　カジンスキーは手近なソファーに腰かけた。小さな体たい軀くがクッションに収まり、乳母車のようになる。

「今回、問題が起きているのは中央アジア、貴国からしてみれれば遠い西の地の出来事です。すぐそばにザイの脅威を抱えながら、そんな遠方のごたごたに首を突っこむのはどうにも得心がいきません。ひょっとしたら何か裏の意図でもと思うわけですよ」

「裏の意図」

「実はあなた方こそ、モンゴル戦の遺恨にとらわれているとか」

「はっ」

　八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。

「それで共同作戦のふりをして寝首を搔かくと？　すまんが、まだるっこしいのは苦手でな。戦争したければこの場に一個小隊でも忍ばせておくさ。自動小銃を一連射すれば即バーバチカは壊滅だ。逆もまたしかりだろう」

「なるほど」

　おかしそうにカジンスキーは肩を揺らした。

「少なくともこの場には互いの信義があると。結構ですな。ではなおさら胸きよう襟きんを開いていただきたい。あなた方の好意の背景に何があるか」

　八や代しろ通どおりは小さく息をついた。頭を搔かきながらうなずく。

「一言で言えば保険だ」

「保険？」

「同じ事態が我が国で起きた時のな。日本の人口密集度合いはご承知の通りだ。カザフスタン規模のトラブルに見舞われた場合の被害は想像を絶する。だからこそ事前に情報を集めておきたい。できれば問題を防ぐ方法も含めてな」

「情報収集」

「ああ、だが貴国もただではデータを提供するまい。命懸けの情報には相応の対価を支払う必要がある。我々はその代金に虎の子のアニマを選んだだけだ」

　噓うそではない。だが全てを語ってもいなかった。

　八や代しろ通どおりの動機は往路のやりとり通り、グリペンの記憶の欠如を気にしてのことだろう。だが「繰り返し」の存在を素直に明かすつもりはないらしい。胸きよう襟きんを開くと見せて、なお二重底・三重底を用意しているところが彼らしかった。

　対するカジンスキーもどこまで本気でうなずいているか分かったものではなかった。しばらく考えた後「ふむん」と顎をなでる。

「やや気前がよすぎる気もしますが、話の筋は通っています。いいでしょう」

　座ったままジュラーヴリクを見上げた。

「説明してさしあげなさい。例の件を」

「いいのかよ」

　オレンジ髪の少女は不満も露あらわに鼻をひくつかせた。眉間に深い皺しわが刻まれている。このまま流されるように議論を進めていいのかという顔だった。

　カジンスキーは首肯した。

「構いません。どのみち我々だけでは分析の追いついていない事案です。分かっていることを共有して、世界最高の頭脳の知見を仰ぎましょう。果たして我々は何と相対しているのか、いかなる事態に巻きこまれているのか」

　わずかな沈黙の後、ジュラーヴリクは息をついた。顔を上げて挑むような目になる。傍かたわらでラーストチュカが厳粛極まりない表情を作っていた。

　そこまで来てようやく違和感を覚えた。

　なぜ二人しかいない？

　クロームオレンジの両翼を守る騎士の片方が欠けていた。ディー・オー──イリデッセンスのアニマ、パクファが。

　ジュラーヴリクは拳を握りしめた。

「いいだろう、話してやるさ。あたし達たちがどんな目に遭ったか。そしてなぜあの忌いま々いましい『空』に戻らなきゃいけないか、気の済むまでな」
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「くそったれ！　何が起きてるんだ一体！」

　矛盾したデータの奔流に搔かき乱みだされながらジュラーヴリクは視線を巡らせた。見渡す限りの空が広がっている。前後左右はもちろん、天頂から視界の底に至るまで、全てが淡い青で埋め尽くされていた。

　陸の姿が──ない。

　アビオニクスは先ほどから出で鱈たら目めな数値を返していた。データを信じるならば自分は今、高度二百メートルをマッハ四で急降下している。時刻は夜の十時。無茶苦茶だ。

　ロシア航空宇宙軍第９７２親衛航空戦隊『バーバチカ』はアジア中央の空を進んでいたはずだった。目的は味方輸送機の捜索・救助。だが今や当の自じ分ぶん達たちが遭難同然の状態にある。管制との連絡も途絶えたままだ。

（ピッチ角、降下率、ＡｏＡ……くそっ）

　異なるデータの突き合わせで補正しようとしたが、全てがチグハグで整合性の取りようがなかった。ＧＰＳも死んで、機体がどちらに向かっているのかさえ分からない。

「畜生め」

　誰ともなしに毒づいてから不意に悪お寒かんを覚えた。

　果たして自分は今、正気を保っているのだろうか？　ひょっとしてとっくにアルゴリズムを破損し、まっさかさまに墜落中なのでは？

　自己診断プログラムも信用できない。正体不明のバグが脳を食い荒らしているように思えた。目に入るもの、耳に聞こえるもの全てが疑わしく感じられる。

　ＢＥＥＰ。

　澄んだ電子音に意識を引き戻された。両脇のコントロールパネルから大量の情報が流れこんでくる。相対速度、方位、高度差。

　発信者はＢＡ03。

「パクファ」

　呼吸の仕方を思い出したように一息つく。そうだ、地形の観測ができなくとも僚機の動きは追える。彼我の距離や方位、高度差をモニターし続ければ。

「ラーストチュカ、航法システムはオフにしろ。以降はパクファを基準点にする。針路指示はあたしがやる。いいな」

『了解』

　通信の宛先をＢＡ03に限定。小声で「すまん」と告げる。一拍置いて『問題ありませんニエート　プラブレーム』と涼やかな声が返ってきた。

　探索続行。冷静にデータを選より分わけ、信頼できるものとそうでないものを判別していく。舵かじは利きくから通常の物理法則は有効なのだろう。空気抵抗を考えると高度も四千・五千といったところだ。なら大地が見えないのは光学的な問題か？　たとえば蜃しん気き楼ろう・光散乱といった、何かの影響で可視光線がねじ曲げられているとか。

（よし）

　地面のことは一旦忘れる。朧おぼろ気げな輝きから太陽の場所を推定、頭の中にコンパスを作り上げた。問題発生前の機体位置を思い起こし当座の針路を決める。輸送機隊の消失地点、すなわち南へ。

「方位１８５、アローヘッド隊形、高度は現在のものを維持」

　応答を待たず増速する。カメラと直結した目を皿のようにして周囲を探っていった。

　目下の異常がどんなメカニズムによるものかは分からない。だが元凶と呼ぶべき存在はあるはずだ。それが自然現象にしろ人為的な何かにせよ、見つけたら引きずり出してやるつもりだった。白日の下にさらして自じ分ぶん達たちに喧けん嘩かを売ったことを後悔させてやる。

　前へ、前へ、前へ。

　ひたすら外を注視していたせいだろう、違和感を自覚するまでにわずかなラグがあった。

（なんだ？）

　指先の感覚がおかしい。真綿を押しているような触覚の鈍さがある。

　カメラと視覚の連携を解除、座席を見下ろした。異常はない。だが、どことなく輪郭が歪ゆがんでいた。遠近感がおかしい。距離と大きさが一致しない。

　眉をひそめてまばたきする。目を凝らし、もう一度手元を確認しかけた時だった。

　ゴォッ。

　全身を氷でなで上げられたような悪お寒かんが襲った。

　全周モニターに信じられない光景が映る。先ほどまで雲一つない快晴だった外、それが真っ暗になっていた。星明かり、月明かりの欠片かけらさえない闇夜に。

（馬鹿な）

「ラーストチュカ！　パクファ！　状況報告。そっちからは外がどう見えてる！」

　返事がない。無線は乾いたノイズを流し続けていた。

「おい聞こえないのか！　ＢＡ02、03、応答しろ！　状況を──」

　不意にぞっとする事実に気づいた。データリンクが切れている。ＥＰＣＭ影響下でも決して切断されないはずのアニマ間の接続が途切れていた。

「噓うそだろ」

　背筋が冷えていく。押し殺していた混乱が堰せきを切ったようにあふれてきた。僚機消失、機位喪失、状況・原因ともに不明。

　ざわり。

　闇が鳴った。

　最初は勘違いだと思った。超音速の、しかもシールドされたキャノピー越しに音が聞こえるはずもない。

　だが違う。

　視界の奥、深しん淵えんの底に何かがいた。数え切れないほど多数の視線がこちらに向けられている。

「っ！」

　考える前に動翼を動かしていた。横転寸前のバンクから急旋回、機首を翻ひるがえす。これ以上一秒たりともこの場に留まっていたくない。視線にさらされていたくない。危機感に駆られるままエンジン出力を上げた時だった。

　ダイレクトリンクが切れた。

「はぁっ!?」

　機体の制御が失われる。アビオニクスが沈黙し、ドーターからのフィードバックが消失した。あたかも脳と神経が切断されたように全ての電気信号が停止する。

「な……」

　次いで起きた事態は、いかなる説明もつけられないものだった。

　手が消えていく。バラバラの欠片かけらに砕け散って宙に溶けていく。

　指先から始まった崩壊はすぐ手の甲に達し、次いで腕をとらえた。足も、髪も、何もかもが光の粒と化していく。

　悲鳴は声にならなかった。喉の奥からかすれた風切り音がほとばしる。五感が薄れ、思考が混濁する。込み上げる狂騒と絶望に、わずかに残った理性も霧散しかけた時だった。

　炎の花が咲いた。

　衝撃と轟ごう音おんが不可視の縛鎖を断ち切る。大柄な機影が視界を横切った。特徴的な形状のストレーキに玉虫色イリデツセンスの光。

「パクファ！」

　ロシア最新鋭にして最後発のドーターは翼を翻ひるがえしながらミサイルを撃ち放った。前方の闇に先ほどと同じ火の花が咲く。それがスイッチだったように自機の制御が戻った。気づけば両手もしっかりとコントロールパネルを押えている。

　パクファは何かと格闘していた。群がる影を払うように砲撃と離脱を繰り返している。闇の中にまたたく火線と排気炎、そして爆発。だが奮闘は長くは続かなかった。立ちこめる暗黒が彼女の姿を覆っていく。

「パクファ！　パクファ！　くそっ」

　まだ混乱の残る制御システムを強制切り離しパージ、最低限の機能でスロットルを開く。だが限定されたプログラムでは十分な出力が稼げない。視界が滲にじんだ。イリデッセンスの光が徐々に離れていく。切れ切れの声が無線から響いてきた。

『離脱してくださいウハデイー……ボボスス……早くビストラ』

「ふざけんな！　そんな真ま似ねできるはず──」
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　ガクンと機体がつんのめった。凶相で振り返るとアクアマリンの軽戦闘機が見えた。ＭｉＧ‐29ＳＭＴ‐ＡＮＭ、ラーストチュカ。

　いつの間にか全周モニターにリモート・コントロールの警告が現れていた。ＢＡ02・03、二機がかりで撤退コマンドが発行されている。

「てめぇら！　一体、何を！」

『お願いジュラ！　今は引いて！　このままじゃ全員戻れなくなる！』

「パクファを置いていけるか！　畜生！　コントロール戻せ！　戻せって言ってるだろ！」

　普段ならなんなくふりほどけるはずの縛いましめは、弱り切った身体からだを幾重にも縛っていた。強制的にエルロンとエレベーターが稼か動どうされ、燃料が焚たかれる。激しい噴射炎を引きながらＳｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭは転進し始めた。

　叫んでも喚わめいても針路は変わらない。ラーストチュカは雛ひなを守る親鳥のようにぴったりと寄りそっていた。

　轟ごう音おんと闇が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり意識を満たす。どこをどう進んだかも覚えていない。さながら醒さめない悪夢の中を走っているようだった。視界を塞がれ、手を引かれるままに駆けていく。

　ややあって空が開けた。

　白んだ世界に赤茶けた大地が、アルタイの山々が浮かび上がる。アビオニクスがＧＰＳ・管制の電波をとらえ始めていた。

「戻って……きた？」

　はっとなって振り向くとそこには何もなかった。ただ闇の残ざん滓しと思おぼしき塵ちり芥あくたがまばらに舞っている。イリデッセンスの僚機はどこを探しても見つからなかった。




　重々しい沈黙がヴィラを満たしていた。

　誰も何も喋しやべらない。グリペンもファントムも八や代しろ通どおりでさえ、今聞いた話の扱いを決めあぐねている様子だった。

　ジュラーヴリクの顔は疲れていた。異常な体験が彼女の心身を苛さいなんでいるのか、頰と眼がん窩かに濃い影が落ちている。橙だいだい色いろの髪も色艶を失っていた。

　だが目は、目だけは輝きを失っていない。ギラギラと燃えるような光が瞳に宿っていた。なまじ顔の生気が失うせているだけに、一種凄すごみとでも言うべきものが感じられた。

「あたしの頭がおかしくなったのか、あたしら以外の世界が丸ごと発狂したのか、細かいことはどっちでもいい」

　呪じゆ詛そにも似た声が響いた。

「あたしは妹を、パクファを救う。そのためだったらなんでもしてみせる。たとえあの奈落にもう一度飛べこめと言われてもな。バーバチカは三人一緒じゃなきゃだめなんだ」




　　　　　　　　　　＊




　結局、結論らしい結論も出ないまま顔合わせは終わった。

　ファントム・グリペンと三人で宿泊用ヴィラへの道を歩いていく。柔らかな波の音が坂下のビーチから響いてきた。吹き抜ける風は十一月とは思えないほど優しく温かい。小こ路みちを彩いろどる煉れん瓦がが陽の光を照り返していた。

　靴音が規則的に響いている。

　八や代しろ通どおりは残って実務レベルの話を詰めると言っていたから、しばらく戻ってこないだろう。必要ならヴィラで一眠りしてもいいと告げられていたが。

（あんな話聞いて眠れるかよ）

　どうしようもないもやもやが胸の奥にあった。煤すすの塊でも吞のみこんだような感覚。

「さっきの話、どう思う？」

　グリペンは顔を上げた。先ほどからずっと考えこんでいたのだろう、眉根に深い皺しわが刻まれている。

「アンフィジカルレイヤー……多分」

　やっぱり。

　我が意を得たとばかりにうなずく。

　空母シャルル・ド・ゴールで出会った空間異常、見当識の混乱に酷似していた。距離も時間も目茶苦茶になり己の認識さえ曖昧になっていく現象。

　おそらくだが、ジュラーヴリクは物理フイジカルから非物理アンフイジカルへの階層を下り、存在自体が〈本質〉に還元されつつあったのだろう。行き着く先は無色透明の膨大なエネルギー、ザイの素となる〈叡えい子し〉の海。だがパクファが身を挺ていしてかばったため、すんでのところで危機を逃れた。肉体を再構成し、もとの階層へと戻ってこられた。そう考えれば説明はつくのだが。

「なんで、アルタイなんかにアンフィジカルレイヤーができるんだ？」

　かつてシャルル・ド・ゴールが異常に巻きこまれたのは、ラファールというターゲットがいたからだ。ザイにとって不可解極まりない「アニマ」という存在、それに接触したいという目的があったから。だが今回はどうだ？　全てがザイの仕業だとして、なぜ中央アジアという広域にアンフィジカルレイヤーを展開する必要がある、軍隊のみならず町や民間機まで吞のみこむ必要があるのか。

　少し考えた後、つぶやく。

「ひょっとしてあれかな、罠わなを張っていたのか。ロシアのアニマを手に入れたくて、空間を混乱させて待ち構えていたとか」

「違う……と思う」

　グリペンは睫まつ毛げを伏せ思案気な面持ちになった。

「彼らはもう私わたし達たちと接触することにこだわっていない」

「？　どうしてだよ」

「なんとなく、そんな感じがする」

「そんな感じって」

　曖昧すぎるだろう。渋面を作っていると、視界の端でエメラルドグリーンの髪が揺れた。

「多分、無駄だと思われたからでしょうね」

　ファントムが顎を引いていた。端正な横顔が強こわばっている。

「慧けいさんやグリペンとのコンタクトを通じて、彼らはアニマが相あい容いれない存在であると気づいた。自じ分ぶん達たちの存在意義を否定するものだと認識した。だからもう捕獲する必要も取りこむ意義もないんです。問答無用でタイフーンを吹き飛ばして、小こ松まつを焼き尽くそうとしたのもその証拠です」

「じゃあ、なおさら今回の件はなんなんだよ。気まぐれや思いつきで大陸のど真ん中を無茶苦茶にしているのか？　連中は」

「それは……まだ分かりません」

　伏し目がちに煉れん瓦が敷きの小こ路みちを見下ろす。

「ただ、彼らが目的を見失うはずはないんです。ザイとはつまるところ未来人類の作り上げたシステムにすぎません。システムである以上、所定のアルゴリズムに従いミッションをこなすだけです。気まぐれで寄り道をする道理がありません」

「何か合理的な理由がある？」

「おそらくは」

「ううん」

　どうにももどかしい。敵の意図はあるはずなのに正体が分からない。仮説の一つさえ立てられていない。こうしている間にも取り返しのつかない事態が進んでいる気がした。

「なぁ、グリペン」

　他に思いつくことはないのかと訊たずねかけた時だった。

　大地が揺れた。

　地面の奥底がほどけたような感覚。震動が地表から弾はじけ、大気に拡散する。並木と宿泊施設が軋きしみ声を上げて景色を歪ゆがませた。

「地震？」

　揺れは始まった時と同じ唐突さで収まった。多分震度４程度だろう。不意打ちで驚いたが、日本ではままある大きさだ。だが周囲では混乱した叫び声が響いている。慌てた様子でヴィラから走り出してくる従業員もいた。

「珍しいですね」

　ファントムが首をひねる。

「このあたりは大した地震も起きないはずなんですが」

「そうなのか？」

「ええ、ベトナムは火山帯に位置していないので近隣諸国と比べても地震は少ないんです。特にここ南部ではその傾向が顕著と聞いています」

　ふぅんと相づちを打って空を仰ぐ。

　なんだか世界中がおかしくなっているように思えた。




　宿泊用ヴィラはビーチのほぼ真向かいにあった。波音が白い壁に木こ霊だましている。吹き寄せる風に庭園のヤシがさらさらと揺れていた。

　棟番号を確認してヴィラに入る。作り自体は先ほどの会談施設と同じようだ。玄関を抜けて廊下を進むと広い居室にたどりつく。ただこちらはベッドルームも兼ねているのだろう、右手の壁に巨大なキングサイズのベッドが設しつらえられていた。焼き餅のように膨れ上がった羽毛布ふ団とんと大柄なクッション、ボディピローが見える。

「おお」

　グリペンが目を見開く。電流に打たれたようにボディピローを眺めていた。

「何、あれ」

「何って」

　知らないのか。もこもこ好きなくせに。

「抱き枕だろ。両手とか足で抱えこむやつ」

「なんに使うの」

「リラックス用途とか」

「柔らかい？」

「まぁ適度に」

「……」

　鼻の頭がぴくぴく動いている。琴線に触れたのが丸分かりだった。

「興味があるなら使ってみたらどうだ？　寝てもいいって言われてるんだし」

「!?」

　驚きよう愕がくも露あらわに睨にらみつけられた。

「何を言っているのか、私わたし達たちが今どれほどの難局に直面していると思っているのか。休むなら真面目に休んで英気を養うべき。あんなもので遊んでいる余裕はない」

「じゃあ下げてもらうか。フロントに電話して、邪魔ですって」

「使う」

　呆あつ気けなく前言撤回してグリペンはベッドにダイブした。靴を抜くのももどかしくボディピローにしがみつく。

　ゴムまりを与えられた仔こ猫ねこのようだった。見る間に顔がとろけていく。全身が弛し緩かんしていくのが離れていても分かった。

　しばし至福の時を味わった末に彼女は顔を向けてきた。

「慧けいも一緒に寝よう。得がたい経験」

「は？　俺はいいよ」

「緊張がほぐれる。疲労回復の時間が短縮できる、効率的」

「いや、効率がどうこうって話じゃなくて」

　ベッド一つに二人で寝転がるとか、見た目的にまずすぎるだろう。しかも同じボディピローを挟んで密着とか。

　ファントムは、と見ると鼻白んだ様子で視線を巡らしている。半眼で鼻から息を抜いた。

「というか、他のベッドも仕切りもありませんし、私は別のヴィラをあてがってもらうことにしましょうか。それではお二方、ごきげんよう」

「いやいやいや」

　慌てて進路に割りこんだ。確かに、よく見れば寝室は一つだけだ。アニマ相手とは言え、男女一緒に押しこめられてよいスペースではない。米空母の船室にあったような目隠しカーテンさえなかった。

「出ていくなら俺だろ？　モンゴルの部屋割りだって、おまえとグリペンで一室だったんだし。そうだ、俺、外のソファーで寝るよ。気候もいいし、ベトナムの海も眺めていたいしさ」

「慧けいさん」

　ファントムの声が一オクターブ低くなった。

「何を言っているんですか。グリペンはあなたの伴侶でしょう？　他の時間軸かもしれませんが、疾とうに一線・二線は越えた仲のはずです。寝所をともにするくらいで何を今更照れてるんですか」

「そ、そうは言ってもさ」

　赤裸々な言葉に心音が高鳴る。

「ものごとには順序ってものがあるだろ。今の俺とあいつは出会って一年にも満たないガキなわけで、いきなりこういうのは、ちょっと」

「あああああ、もう」

　ファントムは髪を搔かき乱みだした。憤ふん懣まんやるかたない様子で。

「いいですか、前にも言いましたよね？　私わたし達たちに残された時間は多くない、目の前の出来事を大切にしてくださいと。多少猶予ができたところで状況は変わっていないんです。だったら今やれることをやっておくのが正解というものでしょう」

「まぁ」

　理屈は分かるけど。

「というわけで失礼します」

「いや、待て待て。じゃあこうしよう。三人でこの部屋を使って代わりばんこに仮眠を取るってのは」

「へたれもいい加減にしてください！　なんで私が夫婦の同どう衾きんを見守らなければいけないんですか！　悪趣味にもほどがあります！」

「そ、そんなんじゃねぇよ！　ただ三人なら風ふ呂ろと仮眠と見張りでうまくローテーションできるかなと思っただけで」

「また風ふ呂ろをのぞく気ですか!?」

「ちげーよ！　てかあれはおまえが勝手に風ふ呂ろから出てきただけだろ！　のぞいてねぇ！　あ、こら、泣くな。殴るな。引ひっ搔かくな！」

　バタン。

　扉の開く音が混迷を破った。

　クロームオレンジの少女が戸口に立っている。傍かたわらにアクアマリンの騎士を引き連れ、傲然と室内を見渡していた。

　挑むような眼まな差ざしは、だがすぐ怪け訝げんなものに変わる。意図した景色と違うものが広がっていたのだろう、細い眉をひそめる。

「何やってるんだ？　おまえら」

　改めて見るまでもなく、ひどい光景だった。

　涙目のファントム、襲いかかる手足を防ぐ自分、挙げ句にベッドの上を転がるグリペン。自衛隊最強戦力、独立混成飛行実験隊の面々はこれ以上ないほどの醜態をさらしていた。

　極力何食わぬ顔で居住まいを正す。深呼吸してジュラーヴリクを睨にらみつけた。

「ノックくらいしろよ」

「したさ。全然返事がない上に妙な声が聞こえてくるから気になって上がらせてもらったんだ」

「……」

「んで？　特に異常なしでいいんだな？　トラブルが起きてるなら、あのデブに連絡してやろうと思ってたんだが」

　大丈夫と力なく答えるのが精一杯だった。きょとんとした様子のグリペンをベッドから起こす。

「なんの用だよ」

　低い声で訊たずねるとジュラーヴリクは鼻を鳴らした。親指を立てて肩の後ろを示す。

「話がある。付き合え」




　ヴィラを出るなりバンに乗せられた。運転手は軍属のようで、こちらの顔を見ても表情一つ変えなかった。全員が乗りこむのを待って車を出す。通用路と思おぼしき坂を上り一般道に出た。

「なんで言われるまま、ほいほい付いていくんですか」

　横でファントムが囁ささやく。苦虫を嚙かみ潰したような顔だった。

「普通に考えたらイワンどもの罠わなを疑うところでしょうに」

「おまえだって流されるまま乗りこんだだろう」

　直前のごたごたで思考停止していたせいか、ロクに用件も訊きかず身柄を預けてしまった。相手さえその気なら拉致されてもおかしくない状況だ、が。

「大丈夫だろ。八や代しろ通どおりさんもここでやりあうメリットはないって言ってたし」

「分かりませんよ。イワンというのは本当にありえないタイミングで裏切ってくるんです。遺伝子レベルまで機会主義が染しみこんでいるのがロシアという国なんです」

「聞こえてんぞ、こら」

　ジュラーヴリクが壁を蹴飛ばす。正面席の彼女は腕組みして小さな身体からだをふんぞり返らせていた。傍かたわらではラーストチュカが謹厳極まりない表情で背筋を伸ばしている。態度と図ずう体たいが反比例しているのが印象的だった。

「いちいち喧けん嘩か売らねぇと気がすまねぇのか、てめぇらは。ったく、カジンスキーの話がなけりゃ放り出してるところだぞ。忌いま々いましい」

「前向きな話だと思っていいのか？」

　怖々訊たずねると彼女は口をつぐんだ。落ち着きなく周囲を見渡して身を乗り出してくる。

「なぁ、あの紫色はいないのか」

「紫色？」

「ＥＧＧがころころ変わる妙な奴やつだ」

　ああ。

「バイパーゼロなら那な覇はだよ。あいつは基本的に沖縄を離れないんだ。南西の守りを任されてるみたいで」

　刹那、細い肩から力が抜ける。溜ため息いきをつきほっとした顔になった。

（バイパーゼロが苦手なのか）

　まぁモンゴル戦は実質、あいつ一機に引っ繰り返されたようなものだからな。警戒するのも当然か。

　ジュラーヴリクは背中をシートに預けた。鼻から息を抜き頭を搔かく。

「前向きな話……になればいいと思ってる」

「どういうことだ」

「お互い、背中を預けるには遺恨が多すぎるってことさ」

　苛いら立だちが声に混ざった。

「ハンボグドの空で、あたしは本気でおまえらを墜とすつもりだった。祖国の敵を一機たりとも帰す気はなかった。おまえらだって同じはずだ。目的は違えど戦闘機に与えられた役割はただ一つ、敵を墜とすこと。だから徹底的に相手を叩たたき、倒した敵には敬意を払う。普通はそこで終わりだ、後腐れなくな。だが──」

「私わたし達たちは生き残ってしまった、お互い」

　ファントムの声にジュラーヴリクがうなずく。

「そして行き場のない敵意と撃たれた屈辱だけが残った。今更共同戦線だなんて言われても頭がついていかない。違うか？」

　相づちを求められているようには思わなかった。重苦しい沈黙の中、ジュラーヴリクは視線を逸そらした。窓の外を見つめて下唇を嚙かむ。

「理屈では分かってるんだ。あたし達たちの目的はパクファを救うことで、そのためには戦力を増やすに越したことはないってな」

「……」

「だけどこのもやもやを解消しない限り、とてもじゃないがあんたらを信用できない。そして信頼感のないチームにミッションの成功など期待できない。いつ背後から撃たれるか、分からない相手と飛ぶ馬鹿はいないだろう？」

「じゃあ」

　耐えきれず口を挟んでしまった。

「どうするんだよ、模擬戦でもやって白黒つけるか？」

　はっと鼻で笑われた。

「模擬戦なんか！　おもちゃの鉄砲を撃ち合って勝った負けたと大騒ぎするのか？　馬鹿馬鹿しい。やりあうならもう一度実戦だ。生死を賭として出た結果以外に、あたしを満足させるものはない」

「生死って」

　どちらかが全滅するまで戦うってことか？　ドクヒかバーバチカのいずれかが消滅するまで矛を突き合わせると。

　馬鹿な。

　ありえないという思いが表情に出たのだろう、ジュラーヴリクは顔を背けた。

「そうさ。遺恨をなくすまで戦えば、あたしかおまえらのどっちかが死ぬ。結果としてチームは組めない。馬鹿げた選択肢だ。だから」

　車が減速した。タイヤの擦過音を響かせて左折する。

　いつの間にか空港に戻ってきていた。車は構内道路を進み格納庫の一つに入ろうとしている。見る間に屋根が迫り、陽光が遮られた。

　停車。

　日差しに慣れた目が視力を取り戻すまでしばらくかかった。ドアの開く音が反響する。広がった視界に雑多な影が浮かび上がった。

「ここは」

　資材の間に整備服の人々が立っている。いずれも彫りの深い顔立ちで油断なくこちらをうかがっていた。奥には双垂直尾翼の戦闘機が二機、駐機している。Ｓｕ‐27とＭｉｇ‐29。深く考えるまでもなくバーバチカ隊のハンガーに連れてこられたのだと分かった。

「降りな」

　促されるまま車から出る。全員降りたのを確認してジュラーヴリクは奥へと向かった。刹那、切迫した声が響く。

「ジュラ！」

　ラーストチュカだった。拳を握りしめ何かに耐えかねた表情となっている。

「やっぱり私は反対だ。何もこんな危険をジュラ自ら冒さなくても」

「あたしが自分でやることに意味があるんだ。他の誰がやったってあたしの気持ちは収まらない。散々話した内容だろう。今更ガタガタ言うな」

「でも」

「くどい！　気に入らないなら外で待ってろ」

　鞭むちのような叱しつ咤たにラーストチュカは奥歯を嚙かみしめた。ジュラーヴリクはそれ以上振り返ることなく機体に近づいていった。よく見るとコクピットから何本ものケーブルが伸び、台座状のコンソールに繫つながっている。

　彼女は掌てのひらをコンソールパネルに置き、ゆっくりと向き直ってきた。

「こいつは神経融合インタフェースＮＦＩだ、おまえらのドーターにもあるから使い方は分かるだろう。ただ一つ、特殊なのはこいつの入出力は複数準備されているってことだ」

「入出力？」

「二人のアニマが同時に接続できるということですか？」

　ファントムが乾いた声で確認する。ジュラーヴリクは「ああ」と口角をもたげた。

「察しがよくて助かるぜ。今からこいつにあたしとあんた達たちの誰かでデータリンクする。本当はこの場の全員でやりたかったんだが、急ごしらえの機材じゃ二人同時が限界らしくてな。試行錯誤した末に一対一の形に落ち着いた」

　一対一。

　ジュラーヴリクの手がパネルをなでた。

「ネットワーク越しでも外部メディア経由でもない直接接続、アニマ二体でのダイレクトリンク。もちろんシールドや迷彩の類いは一切なし。互いのロジックコアを直じかにさらして混じり合う。シンプルだろう？　本気であたし達たちと組むつもりなら問題なく受け容れられるはずだ」

「なっ」

　ファントムの顔から血の気が引く。唇をつぐみ肩を震わせ始めた。

「そんなことできるはずないでしょう！　他国の機体に自分のコアを！」

「な、なんだ？　そんなまずい話なのか」

　わけが分からずまばたきする。ファントムは憤ふん懣まんやるかたない様子で睨にらみつけてきた。

「まずいも何も無茶苦茶です。たとえるなら、慧けいさんと他の誰かの心を直接繫つなげようと言っているようなものです。噓うそや黙秘といったあらゆる防御機構をオフにして」

「それは」

　確かに出で鱈たら目めだ。勝手知ったる仲間うちでさえ厳しいだろう。ましてや目の前のアニマは元仇きゆう敵てきなのだ。安易に心中を開陳できるはずもない。

「無茶苦茶。そうだろうな」

　ジュラーヴリクは薄く笑った。

「いかれてるのは分かってるさ。だけどこれ以外にあんた達たちを信じる方法を、あたしは知らないんだ。いいんだぜ？　断っても。それならそれで踏ん切りがつくだけだ。身内のトラブルはやはり身内で解決するべきってな」

「……」

　慧けいさん、と呼びかけられた。ファントムがきつい表情で首を振る。

「乗せられないでください。ここは相手のフィールドです。どんな仕掛けがあってもおかしくありません。全データを抜かれて人格フォーマットを破壊されてからでは遅いんですよ」

「そうかもしれないけど」

　ここで相手の手を振り払っていいのか、申し出を撥はねつけていいのか、迷いが残る。グリペンは、と見ると彼女は静かな瞳を向けてきていた。場の混乱に冒されることなく、澄んだ面持ちを見せている。

「おまえはどう思うんだ？」

「あの子の言葉に噓うそはない」

　きっぱりとした回答。

「でもそれは第三者の悪意を否定するものではない。あとは慧けいがどう判断するか次第」

「俺の判断か」

　つまりは信じるか否いなか。ジュラーヴリクだけではなくロシア人全体を、ともに戦う仲間として認められるか。

（ったく）

　いい博打ばくちだよジュラーヴリク、信頼が欲しいならまず信頼してみろってか。

　呼吸を整えて宣言する。

「分かった、やってみようぜ」

　ファントムが目を剝むいた。詰めよりかけた彼女を手で制する。

「あいつのやり方にケチをつけるのは簡単だ。実際、無茶な話だとは思う。ただ、じゃあおまえは他の方法を考えつくのか？　どうしたらあいつを心の底から信頼できる？」

「どうしたら」

　急所を突かれたように口ごもる。しばらく考えた後にファントムは唸うなった。上目遣いに睨にらみつけてくる。

「確かに、私は出口のない議論を吹っかけているのかもしれません。ですがこれは相手を信じる信じないの話だけではありませんよ。忘れていませんか？　私わたし達たち、特にグリペンの頭の中にはどんなデータがあるか」

　はっとなった。

　遅まきながら思い至る。全ての障壁を排して混ざり合えばどんな情報が伝わってしまうのか。

（繰り返しの記憶）

　この戦争の真実。

　ファントムはうなずいた。

「あの体験を経たあなたがどうなったか、まさか忘れたとは言わせませんよ。大事を取ってイーグルやラファールにも伏せていた情報をロシアにさらしていいんですか？　しかもお父様に断りもなく」

「……」

「慧けいさん、よく考えてください。もしあの記憶がもとでジュラーヴリクが精神崩壊したら、共同作戦どころの騒ぎではなくなります。場合によってはこの場で日露開戦となるかもしれないんですよ。そんなリスクを、私わたし達たちの判断だけで冒していいんですか」

「おい、いつまでダベってるんだ！」

　ジュラーヴリクが声を張り上げた。パンプスの踵かかとで床を蹴りつける。

「時間がもったいねぇ、とっとと決めろ！　あたし達たちも暇じゃないんだ」

「心配するな！　もう答えは出てる」

　深呼吸して身体からだを向けた。

「おまえの案に乗る」

「はっ」とジュラーヴリクが笑った。引きつり気味に口元が歪ゆがんでいる。

　もう一度うなずきかえして、愕がく然ぜんとするファントムを見下ろした。

「分かってるさ。リスクの高い話だってのは十分」

「ならなぜ！」

「これから先、あいつらとどこまで組み続けるか分からない。ひょっとしたら最後の最後、この繰り返しが果てるところまで付き合うかもしれない。だとすれば遅かれ早かれ、あいつらは世界の真実に気づく。その時隠しごとをされていたと知ったら、奴やつらはどう思う？　他にも何か秘密があるんじゃないか、だまされているんじゃないか、そう疑われても不思議じゃないだろう？　俺はそんな不確定要素を残したくない」

「……」

「大丈夫、あいつらだってアニマ、人間の味方だ。そう簡単に自分を見失ったりしないさ」

　グリペン、と呼ばわる。まっすぐに手を伸ばした。

「頼めるか？」

「慧けいが望むなら」

　小さな手がつかみ返してくる。こくりとうなずいて前に進んだ。二人一緒に、挑み顔のジュラーヴリクと相対する。

「なんだよ、緑が出てくるんじゃねぇのか。てっきりクラックコードの準備でもしてるのかと思ったぜ」

「誰が一番適任なのか相談してただけさ。安心しろ、下手な小細工はしない」

「そう願いたいもんだな」

　含み笑いを漏らしつつ、ジュラーヴリクは台座の反対側に移動した。ＮＦＩのパネルに手を置き、あとに続くよう促す。グリペンは無表情に掌てのひらを差し出した。

「くどいようだが少しでもデコイやシールドの様子が見えたらこの話は終わりだからな。故意かミスかは一切斟しん酌しやくしない」

　グリペンは「分かってる」と相手を見返した。お互い前傾姿勢で額を突き合わせている。橙だいだい髪の輝きが桃色髪に混ざり合っていた。

　ややあってグリペンが言った。

「私からも一つ条件がある」

「あぁ？　なんだよ今更」

「私の中はどれだけ見てもらっても構わない。ただそこで得た情報はバーバチカの中に留とどめておいてほしい。少なくとも今はまだ」

　ジュラーヴリクの眉がひそめられた。

「なんだそりゃ。あたし達たちになら知られてもいい秘密があるってことか」

「詳しくは言えない。ただ互いの信頼を試すだけならこの条件で特に問題はないはず」

　ジュラーヴリクは戸惑いも露あらわにしていたが、ややあって視線を強くした。「いいさ」と八重歯を剝むき出だしにする。

「おまえらがロシアへの侵攻計画を立てているとかじゃない限り、約束は守ってやるよ。どんなにやばい話だろうがきっちり心に留とどめておいてやる」

　肩越しに振り返り整備スタッフに合図する。

　二人のアニマがゆっくりと目を閉じる。呼吸を整えながら掌てのひらに力を込めた。

「ダイレクトリンク」

「収束モードカンヴエルゲーヌツイア」
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　しばらく何も起きなかった。

　互いの髪の色がわずかに鮮やかを増した程度だ。息詰まるような沈黙の中、少女達たちは彫像のごとく向き合っている。鼻孔と胸の動きが辛かろうじて彼かの女じよ達たちの生を示していた。

　一分、二分、三分。

　──。

　ふっと空気が動いた。

　唐突にジュラーヴリクの肩が震え始めた。がくがくと痙けい攣れんした挙げ句、姿勢を崩す。受け身も取れずに尻餅をついた。顔面蒼そう白はくで目だけがいっぱいに見開かれている。

「ジュラ！」

　ラーストチュカが駆け寄る。ロシア人じん達たちの殺気が膨れ上がった。

（やばい）

　走り出そうとしたところをファントムに止められる。整備員の一人が銃を構えていた。他のスタッフも得物を取り出しかけている。

　一触即発の空気の中、ただグリペンだけが静かにたたずんでいた。ガラス玉のような目をクロームオレンジの同族に向けている。

「貴様、ジュラに何を！」

　ラーストチュカの叫びは他でもない、ジュラーヴリクの手で遮られた。歯の根が合わないまま辛かろうじて上体を起こす。

「なんだ……なんなんだよこれ」

　手を突き、立ち上がろうとして失敗する。唇を戦慄わななかせながらグリペンを仰いだ。

「おまえら……一体！」

　刹那、突き上げるような衝撃に襲われた。

　視界が揺さぶられ脳みそが搔かき回まわされる。一瞬床が抜けたのかと思った。そのくらい激烈な上下動が襲いかかってくる。暴力的な力が建物を振り回した。

　地震だ。

　日本でも味わったことのない震動が大地を覆っている。

「慧けいさん、グリペンを！」

　ファントムの声に顔を上げるとグリペンはまだコンソールの脇で固まっていた。周囲に建材と思おぼしき破片が落ちてきている。

「グリペン！」

　慌てて彼女の肩を抱き飛びすさった。直後、照明が今までいた場所を直撃する。跳ね散ったガラスがドーターの足にぶつかった。

「いてて」

　気づけば揺れは収まっていた。

　半壊したハンガー内を整備員達たちが走り回っている。無線に向かって叫びつつ、怪け我が人にんや機材の救出を始めていた。

「大丈夫か？」

「うん」

　グリペンは口に入った砂利をぺっぺっと吐き出した。目立った怪け我がはない。安あん堵どしてファントムの姿を探す。

「……って、何してるんだおまえ」

　見ればファントムは誰かを押し倒していた。膝を突いて馬乗りの姿勢だ。相手は……先ほど銃を構えていた整備員か？　頭でも打ったように昏こん倒とうしている。

　ファントムは恨みがましい目で振り向いた。肩をさすりながら。

「あなたに突き飛ばされたんですよ。飛びすさるのはいいですが方向を確認してもらえませんか。この人がクッションになってくれなかったら、どうなっていたか分かりませんよ」

「わ、悪い」

「いいです、どうせグリペンと比較したら私の命なんて取るに足らないものでしょうし」

「……」

　コルセットスカートの埃ほこりを払って立ち上がる。視線を険しくしてあたりを確認した。

「一度外に出ましょうか。この程度の揺れで半壊するなんて、随分耐震性の怪しい建物です」

「いいのか？　勝手に出ていっても。ジュラーヴリク達たちは」

「どのみち私わたし達たちに構っている余裕なんてありませんよ。こちらのドーターも気になりますし、周囲の様子を見ておかないと」

　確かに、ロシア組アニマの姿は見えない。まごまごして倒壊に巻きこまれたら目も当てられないし、いいか、続きはあとで話せば。

「分かった、行こう」

　足早にハンガーから出た。蒼そう天てんの下、あちこちで黒煙が上がっている。トラックが横転しているのはハンドル操作を誤ったからか。空港ターミナルや管制塔こそ健在だが、多くの建物で被害が出ている様子だった。左手の海も気のせいかざわめいている。

「慧けい」

　袖を引かれる。グリペンに促されるまま沖を見て眉をひそめた。

（なんだ？）

　最初は目の異常かと思った。黒い点が海の上空に散らばっている。大小数十個、蚊柱の如ごとく立ち上っていた。

　鳥？　いや、点に動きはない。ただ定位置に浮かび続けている。

「ひょっとして岩か？」

　遠近感をつかむにつれてディテールが分かってくる。不ふ揃ぞろいな岩石の群だ。上下に数百メートル、見えない糸で繫つながれたように並んでいる。

　ファントムも異常に気づいたのだろう。「なんですかあれは」と視線を向けている。

　少しして銀光が視界に入ってきた。着陸待ちの旅客機だろう。沖合を低速で横切っていく。その針路が岩柱と重なりかけた。

「だめ」

　グリペンが悲鳴を上げた。

　連続した爆発が旅客機に生じる。何かが合金製の胴体をねじ切り、飛び散った主翼を吹き飛ばした。

　赤黒い煙に包まれて旅客機が墜おちていく。その背後から鋭角的なシルエットが躍り出た。

「ザイ!?」

　ありえないと思ったが、ガラス細工の翼は確かに存在していた。一機、いや二機。航跡雲を引きながら飛ひ翔しようしていく。

　衝撃が強すぎたせいだろう、着信音に気づくまでわずかなラグがあった。振動する携帯を慌てて取り出す。八や代しろ通どおりからだった。

『遅いぞ。今どこだ』

「ええっと、空港です」

　一瞬の間があった。

『なんでそんなところにいるんだ？　まぁいい。だったら話が早い。ザイが出た。迎撃しろ』

「ドーターは無事なんですか」

『グリペンは出せる。ファントムは……機体自体は無事だが、周りがえらいことになってるらしい。出すまでには少々時間がかる』

「武装は？」

『機関砲弾のみだ。悪いが贅ぜい沢たくは言ってられない。あるもので対処してもらう』

「了解」

　電話を切ってアニマ達たちに向き直る。

「俺とグリペンのドーターは出られるらしい。ファントムは一旦待機、今後の行動は施設の復旧次第って話だ」

「こんな時に」

　ぎりっとファントムが歯を食いしばる。忌いま々いましそうに空港を睨ねめつけた。

「今後、ＯＤＡ予算は全て耐震工事に回すよう言いたくなりますよ」

「あとで八や代しろ通どおりさんに提案しろよ。今は目の前のザイをなんとかしないと」

　記憶にある風景と周囲の眺めを比較する。管制塔の位置を考えると自じ分ぶん達たちのハンガーは……あっちか。

　逃げ惑う民間機をザイが追い回している。見ている間にまた一機、旅客機が墜とされた。

「くそっ！」

　空を仰ぎながら空港を駆け抜ける。しばらく走ると見覚えのある機影が見えた。ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭがエプロンに引き出されている。半壊したハンガーを背に整備員達たちが急ピッチで作業を進めていた。

　一人がこちらに気づいて目を丸くした。

「もう来たのか？　室長はホテルから向かわせると言ってたが」

「ちょっと色々あって。ていうか、よくこいつだけ外に出せましたね」

「もともとスペースが足りないからエプロンでメンテしてたんだよ。他国の目にさらすのは抵抗があったが、こうなると怪け我がの功名だな。入りきらない資材も外に出しっぱなしだったのが功を奏した感じだ」

　他のスタッフがメットバッグやＧスーツを持ってくる。手早く着替えながらハンガーを見上げた。入り口部分の屋根が見事に崩れ落ちている。積み重なった瓦が礫れきで中が見えない。

「私のドーターは無事なんですか？」

　ファントムが不安げに訊たずねる。整備員は頭を搔かいた。

「まぁ、なんだ、見た目ほどひどく崩れてるわけじゃないんだ。入り口以外のスペースは生き残っていて、それでもちょっとばかりドーターに物が落ちてきたが」

　顔色が変わりかけたファントムに慌てて手を振ってみせる。

「大丈夫、大丈夫だ。ほんの少し外装がひしゃげただけだから」

「ひしゃげた!?」

「いや、言いすぎた。ちょっと歪ゆがみが出たくらいで」

「歪ゆがみですって！」

　金切り声を背に準備を終える。ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭのコクピットから整備員が飛び降りてきた。エンジンブロックからもスタッフが離れていく。

　入れ替わるようにラダーを昇り、コクピットに収まった。グリペンの搭乗を待って電源ＡＰＵオン、プリタクシーチェックを進めていく。

「グリペン、状況モニターできるか？」

「ベトナム空軍がスクランブルＳＣを発令。カムラン湾のフリゲートが防空戦闘に入っているけど、こちらは多分戦力にならない。空港管制は緊急事態を宣言、周辺航空機の避難誘導を実施中」

「ＳＣ到着までの時間は？」

「約十分」

　つまり今この場にまともな戦力は自じ分ぶん達たちしかいないということだ。せめて民間機が逃げ切るまでは持ちこたえねば。

　バイザーを上げて外を見下ろした。

「出るぞ。おい、ファントム、遊んでないでさっさと避難しろ。多分こっちの防御まで手が回らない」

「素人しろうと扱いしないでください。そっちこそ十分注意してくださいよ。あの岩石群とザイの関係も見えてないんですから」

「分かってる」

　二本指で敬礼して座席に座り直した。ハーネス固定。酸素マスクを着用する。

「キャノピー閉鎖、ビーコン・オン、ブレーキ解除」

　外の光が閉め出され、次いで計器の灯あかりが満ちる。外部カメラの情報が全周モニターに映し出された。

「慧けい、管制システムに接続した。滑走ルートを表示する。障害物が多数確認されているから気をつけて」

　グリペンの声に電子音が重なった。正面モニターに経路情報がオーバーラップする。そこかしこで事故や立ち往生が起きているせいだろう。滑走路を使わず、エプロンと誘導路を斜めに横断するようなルートになっていた。

「マジかよ」

　引きつり笑いを漏らしつつスロットルレバーを握りしめた。ぎりっと奥歯を嚙かみしめる。

「けど行くしかないか」

　推力を上げる。

　爆発的なエネルギーが機体を押し出した。暴れ馬のような挙動を必死に抑えつけてコースを保つ。事故車や瓦が礫れきを横目に見ながら更にスロットルを開いた。

「ＢＡＲＢＩＥ01、ローリング！」

　わずか五百メートルほどで重力の軛くびきが断ち切られる。ギアが浮上し、真紅の翼は軽々と大空に舞い上がった。

（敵は）

　十分な高度を稼いでから周囲を見回す。戦場が近すぎてレーダーに頼っていられない。岩石群は……左手下方。ザイは？

　海上に銀光がまたたいた。

「いた」

　ビジネスジェットを追いかけている。必死で回避機動を取る相手にぴったりと食らいついていた。

「間に合え」

　バンクして急降下する。ミサイルがない以上、肉薄して砲弾を撃ちこむ他ない。当てられるか？　いや、今はとにかく相手の注意を逸そらすのが先だ。

　マスターアームオン、武装選択。レディ・ガン。

「ファイア」

　レティクルに敵影をとらえて、トリガーを引き絞る。轟ごう音おんとともに炎の矢が打ち出された。山なりの火線がザイとビジネスジェットの間を割る。

　ザイは即座にエアブレーキ、複雑に形状を変化させるとこちらに向かってきた。翼下で光がまたたき、砲弾が迫る。

　操縦桿かんを引き寄せ急旋回した。激しいＧに耐えつつ敵の背後をうかがっていると、不意にレーダー警報が鳴り響いた。

　ロックオンアラート！

　いつの間にかもう一機のザイが迫っていた。慌ててブレイクし射界から逃れる。だが敵は鋭角的な機動で針路を変えると、再度の照準を仕掛けてきた。

「くそっ、こいつら！」

　速い。そして見事な連携で機先を制してくる。単機、しかもミサイルなしのドーターではどうにも分が悪い。ただでさえ自分の乗るドーターはＨｉＭＡＴ性能が不足しているのだ。グリペンの超誘導能力が使えない今、正面切っての戦闘は厳しかった。

　旋回して攻撃態勢、レーダー警告、ダイブして離脱。海原を焼きながら急上昇。秒単位の判断を繰り返しながら空戦を続ける。だが何度やりあっても戦況は変わらなかった。撃墜どころかこちらに引きつけておくのが精一杯だ。

（ＳＣ到着まであと）

　時計を見て絶望的な気分になる。針は先ほどからほとんど進んでいなかった。早く増援が来てくれないと、こちらの体力が持たない。

（いや）

　ＳＣが来たところで状況は変わらないのでは？　ＥＰＣＭ耐性のない戦闘機がどれだけ集まってもまともな戦力になるとは思えない。空自が独飛をサポートできるのは、まがりなりにも今までの戦闘経験値があるからだ。ベトナム空軍にどこまで期待できる？　結局守るべき対象が増えて破綻するだけでは。

「っ」

　首を振る。

　だめだ、弱気になるな。今、この空域を守れるのは自分だけなのだ。先のことなど考えずベストを尽くせ。あとのことはあとで考えれば──

「慧けい！　アナザー・バンディット！　スターボード！」

「何!?」

　弾はじかれたように右手を向く。三時の方角に新たな機影が現れていた。三機目のザイ。脇目も振らず陸地に向かっている。行く手に混乱する空港の姿があった。

　血の気が引いた。

　慌てて追撃しようとするも上空からの砲撃に押おし止とどめられる。戦闘中の敵編隊はこちらを逃がすつもりはないようだった。

「こちらＢＡＲＢＩＥ01！　一機逃した。空港に向かっている。退避してくれ！」

　整備部隊に呼びかけるも返事はない。既に避難を始めているのか。あるいはパニックで返信どころではないのか。いずれにせよ、このタイミングでまともな対応が取れるとも思えなかった。

　ザイが陸に迫る。ガラスの翼が陽光に煌きらめく。打ち出される砲弾が地上のありとあらゆるものを吹き飛ばそうとした時だった。

　光の矢が降り注いだ。

　ザイ機の翼が切り裂かれ、もんどりうって着水する。そのまま水切りの要領で破片と炎を撒まき散ちらした。

「なっ」

『ＢＡ‐01、敵機撃墜』

　クロームオレンジの輝きが宙を裂く。続いてアクアマリンの双発機が視界に滑りこんできた。

「ジュラーヴリク!?」

『悪いな、遅くなった。ハンガーの壁を吹き飛ばすのに少し時間がかかってな』

　飄ひよう々ひようとした声はいつもの彼女だ。先ほどの混乱は感じ取れない。優美な機体を軽々と操り、水平飛行に移る。

　新たな脅威の接近を感知したのか、ザイが陣形を乱す。その隙にスロットルを開き、失った高度を稼ぎ直した。

『どうした、苦戦してるようじゃねぇか。たった二機相手に』

　揶や揄ゆするような口調にむっとなった。

「ミサイルがないんだよ。あいにくこっちは生身の人間だからな。おまえらみたいにど派手なドッグファイトもできない」

　笑い声が返ってきた。

『ざまぁねぇ、と言いたいところだが、状況はこっちも同じだ。ＡＡＭゼロ、ガンもあと一、二斉射分しか残ってない。ラーストチュカも似たようなもんだ』

「それでやれるのか？　あいつらを、二機とも」

『正直厳しいな。一発でも外したら終わりだ。確率論的には博打ばくちの領域だな。撃ち尽くしたが最後、体当たりしかなくなる』

「……」

『時にお兄さん、あんたのところの残弾数は？』

　さっと火器管制画面を確認する。フル装塡から一斉射した程度だからまだ九割方残っていた。

「百発弱、三回は撃てる」

『なるほど』

　しばらく沈黙した末にジュラーヴリクは息を吸った。

『いいだろう、あたし達たちのデータリンクに加われ。三機連携で敵を追いこむ』

　絶句する気配がした。無線の向こうでラーストチュカが『ジュラ!?』と叫ぶ。

『バーバチカの戦術データリンクを奴らに開放する気!?　噓うそでしょ!?』

『噓うそなもんか。本気も本気、大真面目だ。パクファの穴をこいつらに埋めてもらう』

『そんなこと！』

『他に手がねぇだろ。今ザイを墜とさなきゃ、この辺一帯、地獄絵図と化すんだ。軍人も民間人もお構いなしに殺される。あたし達たちアニマの見ている前で、そんな真ま似ねを許せるか！』

『……』

　息詰まるような沈黙の中、『それに』とジュラーヴリクは付け加えた。

『こいつらが向き合ってるのは、もっと大きなものだ。国や所属なんか問題にならないくらい桁外れのな。あたしらの軍機なんか多分目もくれねぇよ』

「ジュラーヴリク、おまえ」

　ぶっきらぼうな物言いに息を吞のむ。だが彼女は素知らぬ調子で続けた。

『いいか、ピンク色。データリンクの要領はさっきのＮＦＩと一緒だ。プロトコルの違いはハンドシェイクしながら調整する。余分な機能はあらかじめ殺しとけ。そっちの方がフォーマットを固定しやすい』

　グリペンが「いいの？」というように視線を向けてくる。バックミラー越しにうなずいてみせた。

「悪いな」

　囁ささやくような呼びかけにジュラーヴリクは舌打ちした。

『礼はあいつらを墜とすまで取っとけ。行くぞ』

　電子音が鳴った。グリペンが表情を消す。

「同期信号を受領。コネクション確立要求……承認。セッションオープン、データフォーマット……変換開始」

　ディスプレイ上を膨大なログが流れていく。桃色髪が輝きを増した。

　──ＬＩＮＫ　ＥＳＴＡＢＬＩＳＨＥＤ（リンク完了）

　そうメッセージが出たのとモニター表示が切り替わったのはほぼ同時だった。

　見たこともないインディケータや図形、ゲージが次々と出現する。視界が埋め尽くされそうになり慌ててグリペンを遮った。

「おい！　ストップ、ストップ！」

　ガラス玉のような目が揺れている。彼女はぐっと口元を引きしめてから虚こ空くうを睨にらみつけた。一拍置いて表示が間引きされる。調整の末に、なんとか読解可能なレベルまで落ち着いた。

　グリペンは口をへの字に曲げた。

「情報量多すぎ……密結合、変な設計」

　小さく毒づいて息を吸う。

「マニューバの指示インデイケータだけ映す。軌道の修正はこっちで行うから、慧けいはとにかく言われた通りに飛んで」

「わ、分かった」

『準備はいいか？　お兄さん。きっちりついてこいよ。うちらのダンスはちょいとハードだぜ』

　行くぞパエーハリ！　の掛け声とともに両脇をロシア機が駆け抜ける。インディケータが追随を示し、慌ててスロットルを開いた。

　編隊は三つ叉またの矛のように機体間隔を空け、敵一番機を挟みこんだ。たまらずダイブした相手をジュラーヴリクが追い抜く。こちらには左旋回・上昇の指示が出された、わけが分からず従うと右手にザイを追って降下するラーストチュカが見えた。

（何をする気だ）

　機動の意図を見極めている余裕はなかった。続いてインディケータが増速、降下、旋回の指示を出す。凄すさまじいＧと方向転換とで自分がどっちを向いているかも分からなくなった。三半規管がシェーカー内の氷のように揺さぶられる。空と海が秒単位で切り替わり陽光が明滅した。

　グリペンのサポートがなかったらとっくに空間識失調に陥っていただろう。ギリギリのところで操縦アシストを受けて揚力を保つ。奥歯を食いしばり海面すれすれの急旋回を行った時だった。

『今だ！　撃て！』

　ジュラーヴリクの声に意識が跳ね起きる。正面にザイが滑りこんできていた。至近距離、ガンレンジ。

　反射的にトリガーを引き絞っていた。

　光のつぶてが半透明のエンジンユニットを直撃する。構造材が破断し真ん中からＶの字型に折れ曲がった。オレンジ色の炎を噴きながら、数秒前まで敵機だったものが海へと落ちていく。

　しばらく状況がつかめなかった。まばたきして「何が」とつぶやく。グリペンが低い声で唸うなった。

「巻き狩り」

「え？」

「勢せ子こが獲物を追いこみ射手の待機ポイントに誘導する。バーバチカは勢せ子こ役と他のザイの牽けん制せい、私わたし達たちは知らない間に射手の役割を担になわされていた」

「マジかよ」

　なんの打ち合わせもなく、そんな複雑な連携を成功させたのか？　初共闘の相手と？　畏怖をこめて見つめるもバーバチカ達たちは軽やかに空を舞い続けていた。

『よーし、初めてにしちゃ上出来だ。大分一杯一杯のようだが、あと一機、いけるか？』

「……当たり前だろ」

　身体からだの悲鳴を聞きながらうそぶく。あんなものを見せられて弱音など吐いていられない。

「余裕かましてないで次の指示を出せよ。遠慮は不要だ」

『上等だ、じゃあギアを上げていくぞ。潰れんなよ』

　インディケータの表示が再開される。己の見み栄えを呪いつつ操縦桿かんを押しこんだ。再び襲いかかる衝撃と圧力。有人機ではありえない機動に骨や筋肉が軋きしみ声を上げる。

（っ……の！）

　必死で機体を操作し、ザイを正面にとらえた。相手はブレイクしようとするがラーストチュカの砲撃に阻はばまれる。徐々に高度を落とし行動の選択肢をなくしていった。

（あと……少し）

　敵影が近づく、有効射程まで残り五百、四百、三百──

「慧けい、待って、何かおかしい」

「え？」

　操縦に忙殺されていたせいだろう。グリペンの声に反応するまでわずかな間が空いた。

　気づけば敵の速度が落ちていた。モニター上のインディケータも姿を消している。

『馬鹿野郎！　何ボヤボヤしてやがる！　離脱しろ、自爆する気だ！』

　刹那、ザイの翼が屹きつ立りつした。エアブレーキ、ガラス細工の機影が猛スピードで迫ってくる。内側で脈動のごとき光がまたたいていた。

（しまっ！）

　逃げ切れないと見て道連れを図ったのか。なまじガンレンジまで迫っていたため避け切れない。反射的に旋回、直撃だけは回避しようとした時だった。

　オレンジ色の機影が彼我の間に飛びこんできた。ドリフトのように尾部を滑らせザイに向き直る。発砲、鋼の弾幕がザイの突進の勢いを削そぎ落とした。

　自爆が生じる。激しい爆風と轟ごう音おんが雪崩なだれを打ち押し寄せてきた。飛び散った破片がドン、ドンと機体を叩たたく。

「ジュラーヴリク！」

　巻きこまれた？　馬鹿な。自じ分ぶん達たちをかばって。

　だが煙が薄れるや特徴的なシルエットが宙を切り裂いた。巨大な主翼とカナード、双垂直尾翼。クロームオレンジのドーターが上昇していく。

『ったく、冷や冷やさせんじゃねぇよ。こっちの誘導で墜とされたら寝覚めが悪いっつーの』

　見れば彼女は方々から煙を引いていた。もろに破片を食らったのだろう。優美なシルエットのそこかしこに破口が開いている。

「おまえ……なんで」

　ザイを叩たたくだけなら、相手が自爆を選んだ時点で目的は果たしていたはずだ。他国のアニマをかばう必要はない。ましてや自じ分ぶん達たちと彼女は因縁浅からぬ仲だ。共闘の話を進めているとは言え、ここまでされる理由が分からなかった。

　電子音が鳴る。直接通話の表示がモニターに現れた。

『一度しか言わない。これは個人的な約束だ』

　ジュラーヴリクの声が耳元で響いた。

『祖国の不利益にならない限り、あたしはあんた達たちを守る。最後の最後、この時間線の果てる時までそばに居続けてやる。たとえその結果が再度の繰り返しや袋ふくろ小路こうじの未来に過ぎないとしてもな』

「どうして──」

『どうして？　あんな物見せといて訊きく話じゃねぇだろ』

　笑いに自嘲の響きが混ざった。

『ピンク色が教えてくれたのはつまりこういうことだ。あたし達たちが目先のスコアに一喜一憂している間、あんたの相棒は何回・何十回とこのクソッたれた戦争を終わらせてきた。しかもその功績を誰かに伝えることもなく、関わった人間全ての記憶を背負いこんでな』

「……」

『あたしは妹一人を失うことにさえ耐えられなかった。ましてや自分が生きてきた時間を捨てる覚悟なんて持てるはずもない。だけどあんたの相棒はやったんだ。あんたやそれ以外の存在全てに未来を残すために』

　だから、とジュラーヴリクは声を強くした。

『だからこれは贖しよく罪ざいだ。かつてのあたし。あらゆる不条理をピンク色に押しつけた何回分、何十回分のジュラーヴリクのな。理由はそれで十分だろう。以上でも以下でもない』

　言葉が出なかった。まっすぐな誇りと精神が伝わってくる。クロームオレンジの翼は陽光よりも眩まばゆく、雄々しく輝いていた。

　息を吞のんで見ているとグリペンの声が響いた。

「ありがとう、ジュラーヴリク」

　優しい呼びかけに相手は鼻を鳴らした。

『礼を言われるような話じゃねぇよ。ただの自己満足、ひとりよがりだ。恩を着るつもりも着せるつもりもねぇ。……それに』

　すっと語気に冷気が忍び寄る。

『さっきも言った通り、この話はおまえらが祖国に敵対しないことが前提だ。都合よく扱こき使うつもりならすぐに牙を剝むくぜ。たとえザイを前にしていてもだ』

「うん」

　グリペンは柔和にうなずいた。

「そういう正直さも含めて、あなたの存在には救われる。今も昔も、初めて会った時もずっと」

『なんだよ、調子狂うな』

　緑の方がマシだぜ、というぼやきに苦笑する。

　一息ついて前を向いた途端、目が異物をとらえる。視界の端に黒点の群が浮かんでいる。大小無数の岩石の集合体。

（なんなんだあれは）

　戦闘を終えたあとも様子は変わっていない。いや、少し大きくなっているか？　いずれにせよ得体の知れない眺めだった。現れたザイとの関連性も分からない。

　ザザっとノイズが鳴った。ジュラーヴリクとの通信が途切れて空港からのチャネルに切り替わる。

『ＢＡＲＢＩＥ01、至急戻ってこい。バーバチカも一緒にだ』

　八や代しろ通どおりだった。固い口調に不安が湧き上がる。この上、まだ厄介ごとが起こるのか、勘弁してくれと言いたくなる。

　だが宙に浮かぶ岩柱の姿はあらゆる楽観を許してくれなかった。




　着替えさえままならないまま空港施設に案内された。

　元は軍用と思おぼしき無骨な部屋だった。古い通信機を押しのけるようにしてブリーフィングスペースが作られている。並んだパイプ椅子の向こうにスクリーンが設しつらえられていた。年代物のプロジェクターがガタガタと唸うなり、光を放っている。

「悪いな、ロクに休憩もなく」

　八や代しろ通どおりがプロジェクター脇のＰＣを操作していた。前まえ屈かがみの姿勢で顔だけを向けてくる。後ろではファントムが不得要領な様子で座っていた。反対側でカジンスキーが表情を消している。どうやら彼らも詳細は聞かされていないらしい。

「とりあえず座れ。ざっと状況を説明する」

　手近のパイプ椅子に着席した。ジュラーヴリク・ラーストチュカもカジンスキー側に腰かける。

　スクリーンがフラッシュした。一拍置いて海上の岩石群が映し出される。

「これ、どこだと思う」

　八や代しろ通どおりの問いに面めん食くらう。分かりきった質問の意図がつかめなかった。

「どこって、そりゃ外でしょう。カムラン空港沖の海上で」

「違うな」

　八や代しろ通どおりは大儀そうに巨体を向けてきた。

「こいつの撮影場所はコロンビアの沖合、カリブ海のど真ん中だ」

「は？」

「十五分前。ベトナムと同じように地震が発生、それから岩石群が現れた。どうも数日前から不規則な揺れに見舞われていたらしい。火山活動を疑い観測船を出していたら、こいつに出くわしたわけだ」

「こ、こんな怪奇現象が同時に二ヶ所で起きてるですか？」

「いいや、八ヶ所だ」

　走った衝撃を見渡すように八や代しろ通どおりは首を巡らせた。

「詳細が分かっているだけで南アフリカ、ニュージーランド、グリーンランド。他にもそれらしき情報が何ヶ所から来ている。多分まだまだ増えるだろうな。三大洋のど真ん中に出現していたら見つけるまで大分時間がかかる」

「何が起きてるんですか」

　八や代しろ通どおりは質問に答えることなくジュラーヴリクを見た。

「確認だが、君らがアルタイで出くわした異空間、そこには陸地がなかったんだな？　どこまでも空だけが続いていた」

「ああ」

「そして今世界中に出所不明の岩石群が現れている。おまけに防空圏で封じられているはずのザイまで引き連れてだ。二つの異常事態を組み合わせるとだいたい何が起こっているか、分かりそうなもんじゃないか？」

「ははぁ」とカジンスキーが膝を打った。大きな目を見開き口元を歪ゆがめている。

「なるほど、ＫＬＯＴＳＫＩですか」

　クロ……？

「なんだって？」

　鸚おう鵡む返がえしに訊たずねるとファントムが睨にらみつけてきた。

「クロツキィですよ。スライディングパズルのことです」

　人差し指を宙に滑らせる。

「やったことはありませんか？　一から十五までのコマを順々にスライドさせて目当ての配列に持っていく」

「ああ」

　脳裏にプラスチック製の玩具が思い浮かぶ。子供の頃、常熟の家に置いてあったっけ。なかなか解けずこっそりコマを交換したこともあった、が。

「そのクロなんとかがどうかしたのか？」

「あなたは本当に変なところで鈍いですね。いいですか、この地球を巨大なスライディングパズルだと思ってください。中央アジアの陸地を一つのコマとして、ベトナム上空のコマと入れ替えたら何が起こりますか」

「陸地と……空を？」

　入れ替える。陸だった部分には空が、空だった部分に陸が現れて──あ。

　弾はじかれたようにスクリーンに振り向く。海上の岩石群を凝視する。

「あれはアルタイの地面なのか!?」

「正確にはその周囲の事物、全てというべきでしょうね。シャルル・ド・ゴールで体験した空間異常と同じですよ。パッチワークのように時空が切り貼りされて、距離や大きさの感覚が無茶苦茶になる」

「つまりザイは世界中に本拠地からのバイパスルートを作ったわけだ。我が防衛線を回避して第二戦線を開くためのな」

　八や代しろ通どおりは凶悪な笑みを浮かべた。

「正面戦闘だけで手一杯な我々が、背後からの攻撃を防げるはずもない。まさにチェックメイトだ。あのゲートが本格稼か動どうした暁にはな」

　含みのある言い方にまばたきする。もう一度スライドを見た。

「本格稼か動どう……してないんですか？」

「そりゃそうだろう。してたら出現と同時に決戦部隊を出してゲームセットだ。わざわざタメを作る理由がない」

　八や代しろ通どおりの操作で映像が巻き戻された。収録開始時の静止画と、そのあとの経過がオーバーラップされる。時間がたつにつれて岩石群の輪郭が大きくなっていった。

「見ての通り、ゲートはまだ成長中だ。地震は空間拡張の余波というところだろう。現時点でのゲート幅は約十メートル、グリペンがギリギリ通れる狭さだ。だからこそ一機、二機のザイしか出てこなかったんだろうが、このペースなら数日中に一個編隊エレメントが通過可能になる。そうしたらもう通常戦力で食い止めるのは不可能だ」

「どうするんですか」

「決まってんだろ！　とっととぶっ壊せばいいんだよ。あたしらの手でな」

　ジュラーヴリクが床を蹴った。腕組みしたまま犬歯を剝むき出だす。

「相手はただの石っころだ。ありったけの砲弾とロケットをぶちこめば粉々にできる。撃ち漏らした奴やつは機関砲で掃除すりゃいい」

　はぁ、とファントムが嘆息する。救えないという面持ちで首を振った。

「あの岩石群は異常の結果であって原因ではありません。私わたし達たちが潰さなければいけないのは連結された空間そのものです。運ばれてきたアルタイの大地ではありませんよ」

　冷えた眼まな差ざしを八や代しろ通どおりに向ける。

「物理目標ならともかく、今の私わたし達たちの武装で空間異常には対処できません。そもそもゲートへの過度の接近は危険です。不用意に近づけばどこかの突撃馬鹿のように分解・消滅する可能性もありますから」

「あぁ？　誰の話をしてんだ、こら！」

　つかみかかるジュラーヴリクをステッキの音が押おし止とどめた。カジンスキーが笑顔のまま居住まいを正す。

「単刀直入にうかがいます、技官。本件への対処策を何かお持ちで？」

「いや」

　八や代しろ通どおりは首を振った。

「残念ながら今のところノー・プランだ。ただ我々自身で世界中のゲートを潰して回るのが得策とは思えんな。手が足りないし、何より前線が壊滅的なことになる」

「第二戦線を作られたら負け、さりとて前線の戦力も満足に引き抜けない」

　カジンスキーは乾いた笑みを漏らした。

「なかなかに厳しい状況ですな。で、直近の行動は、どうされるおつもりですか」

「とりあえず情報収集だ。外の岩石群から取れる限りのデータを取って策を練る。バーバチカ隊にはザイが出た時の対処を求めたいところだが──」

　メールの着信音が響いた。「失礼」とカジンスキーが携帯を取り出す。液晶画面をスクロールして片眉をもたげた。

「なんだ？　何かあったのか」

　低い溜ため息いきが応えた。

「申し訳ありませんが我々は帰国しなければならないようです。ロシアの裏庭、北ほつ極きよく海かいに岩石群が現れました。現在北部統合戦略コマンド隷下の飛行隊が、出現したザイと交戦中です」

　！

　凍りつく空気の中、カジンスキーは立ち上がった。携帯をしまい軍帽をかぶる。

「さて、全てが手遅れになる前に打ち手が見つかりますかな。願わくば我らの出会いが終わりの始まりになりませんことを。切に祈っておりますよ、ドクヒの皆様」
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　艦橋前部の垂直発射装置ＶＬＳから火の矢が飛び出した。

　艦対空ミサイルだ。

　打ち出されたミサイルは激しい白煙を引きながら海上を飛ひ翔しようしていく。弾頭を陽光に煌きらめかせてフリゲート艦から遠ざかっていった。

　次いで到着した戦闘機隊が翼下の兵装をリリースする。晴れやかな空のもと、生み出された航跡雲の群れが岩石群を目指していった。四発、五発、六発。全ての噴射炎が目標に吸いこまれた途端、爆発が生じる。膨れ上がった炎と黒煙が周囲をグロテスクに塗り替えていった。

　地獄のような光景は、だが長くは続かなかった。

　薄らいだ煙の中から不ふ揃ぞろいな岩石が現れる。いくつかは粉々に砕けながら、引き続き宙に浮かび続けていた。空いた空間にごろりと別の岩が転がりこむ。あたかも自販機の供給装置のように、失われた質量に代わって別の質量が補充されてくる。

　続けて第二波、第三波の着弾があるも状況は変わらない。海上の岩石群は平然とたたずんでいた。

「弾薬の無駄遣いだな」

　携帯端末の動画を見ながら鳴なる谷たに慧けいは独りごちた。岩石群の映像に「ケープタウン沖・南アフリカ共和国」のテロップがある。時刻表示は午前十一時、ベトナムとの時差は定さだかではないがおそらく昨日のことだろう。全世界を襲った十一月二十五日の混乱の一幕。

　Ｖｒｏｏｏｍとバイクが横を通り過ぎていく。

　カムラン近隣の都市、ニャチャンの商店街だ。屋台脇のテーブルに陣取って朝食を取っている。隣でグリペンが熱々のフォーを食べていた。正面のファントムはバインミーなるベトナム版サンドイッチを口にしている。

　結局帰国できないまま夜を明かしてしまった。折角だから現地の町でも見てこいと送り出されたが、とても異国情緒を楽しむ気にはなれない。気づけば貸与された現地携帯で岩石群の情報を漁あさっていた。

　憂鬱なのはアニマ達たちも同じようだった。ファントムが無表情にジャスミンティーをすする。動画アプリの画面を目で示した。

[image: ]

「ちなみにそのあと、どうなったかご存じですか？」

「さぁ」

「出現したザイの二機編隊エレメントにフリゲートが二隻、戦闘機が四機、地上レーダーが二ヶ所やられたそうです。南ア国防軍始まって以来の大被害と騒ぎになっているようですよ」

　溜ため息いきしか出なかった。わずか数機のザイが現れただけでこの始末とは。ゲートが本格稼か動どうしたらどうなるか、考えたくもない。

「他の国は大丈夫なのか？　ニュージーランドとかグリーンランドにもゲートが出たって、八や代しろ通どおりさんが言ってたけど」

「不幸中の幸いと言うべきか、今のところザイを運べるゲートの方が少数派みたいですね。そのうち一ヶ所に私わたし達たちがいたのは僥ぎよう倖こうなのでしょうが」

　不愉快そうに空港の方を見た。

「タイミングがよすぎたのかもしれませんね。ベトナム政府は私わたし達たちという番犬を手放すまいと必死のようです。あれこれ理由をつけてお父様を引き留めているんだとか。このままではいつ帰れるか分かったものではありませんよ」

「そうなのか」

「まったく、さっさと発たったイワンどもに面倒ごとを押しつけられた感じで」

　舌打ちしながら湯飲みを置く。直後、鈍い振動がテーブルを揺らした。木々がざわめき、町のあちこちから悲鳴が上がる。

「また地震か」

　今日だけでもう何度目だろう。ゲートの胎動を座視しているようで焦あせりが募る。何もかもが後手に回っている気がした。

「なぁ」とグリペンを見下ろす。

「本当に何も思い出せないのか？　こんな大ごとが過去の繰り返しで一度もなかったのか」

　グリペンは箸を止めてうつむいた。唇をきつく引き結ぶ。

「なかった……と思う」

「でもよ」

「慧けいさん」

　ファントムが首を振った。あまり追い詰めるなと目が語っている。

　自己嫌けん悪おに襲われる。この状況を一番歯がゆく感じているのは他でもないグリペンだろう。記憶の再点検など何度もやっているに違いない。今更他人が問い詰める話でもなかった。

「油条クワイ」と屋台の店主が声を上げる。グリペンが頼んでいた料理だ。ためらう彼女にうなずいてみせる。ついでに飲み物も買ってきてくれと言って送り出した。

「悪いな、気を遣わせて」

　ファントムは肩をすくめた。

「あなたは感情が表に出すぎるんですよ。それが前向きに働くケースもありますが、ことグリペンに対しては少し大人になっていただかないと。正直私はなぜあの子が正気を保てているのか分からなくなる時があります」

「だよな」

　千年単位、数十回に及ぶ人生の繰り返し。どれだけ戦果を積み上げても、一定時間たてば全てリセットされて、なかったことになる。死さえ許されない永遠の回し車。まともな精神の持ち主なら確実にどこかでおかしくなる。

「話し方はもう少し考えるよ。ただ、やっぱりおかしいと思うんだ。俺がザイならこんな奥の手があれば間違いなく使う。ちまちま日本なんか攻めてないで、一気に世界中にザイをばらまくんだ。そうすりゃ五年も十年も戦争する必要はない。アニマやドーターが生まれる余裕もなくゲームセットだ。なのにあいつら、過去の繰り返しで一度もこの戦略を使わなかったとか、変だろう」

　だからグリペンの記憶に問題があるはずだ、そう続けかけた時だった。

　目の前に湯飲みをかざされた。白磁の陰で琥こ珀はく色の瞳がまたたいている。

「変なのは結論ありきで理論を組み立てるからですよ。虚心に、事実だけを考察すればまた違う景色も見えてくるはずです」

　違う──景色？

「なんだよそれ」

「強力な薬には得てして副作用がつきものです。彼らがこの策を使わなかったのは、出し惜しみではなく、代償を避けていたからとは考えられませんか？　核兵器の話と同じです。使わずにすむならそれにこしたことはない」

「ゲートを作るのはあいつらにとっても危険、ってことか？」

「因果律を破るわけですから、厄介なパラドックスの一つや二つ、当然起こりえるでしょう。パラレルワールドや時空の混乱・消失など。そうでなくても広範囲の空間異常が地球環境に与える影響は計り知れません。いずれにせよハイリスクハイリターンの策はある程度差し迫った状況で打つものです。ローリスクで勝てるなら普通はそちらの実績を積み重ねるものでしょう？」

「まぁ」とうなずきかけて首をひねる。

「いや、待てよ。なんであいつら、そんないきなり切羽詰まってるんだ？　今までだってもっと長い期間、ドンパチやってきたじゃないか」

「分かりませんか？」

　ファントムの目が鋭くなった。

「我々はここ一ヶ月何をやってきましたか？　どんな戦略のもとに行動してきましたか」

「戦略」

「情報と言い換えてもいいですが」

　諭すような口調に「あ」っとなる。

「グリペンの記憶」

　ファントムはうなずいた。

「知り得るはずのない情報、存在しないはずの知識、それを十二分に活用してザイを圧倒してきたのでしょう。であれば先方も対策を練るはずです。正攻法を捨て、無理攻めに出てもおかしくありません。全てが手遅れになる前に」

「ちょ、ちょっと待てよ。だとすると、今後奴やつらの行動は」

　まったく未知の領域に突入するということか？

　背筋が凍る。自じ分ぶん達たちの最大の武器、繰り返しの記憶が無効化された気分。

　恐きよう慌こうを見て取ったのだろう、ファントムはやや表情を和らげた。

「さすがに今回の件を機に、ザイの行動が全て変わるとは思えません。あれだけの大群ですから方針転換には物理的・時間的な制約があるはずです。ただ私わたし達たちのアドバンテージに賞味期限があることも確かでしょう。使えば使うほど歴史は改変され、未来が混こん沌とんとしていく」

「まずいじゃないか！」

　思わず立ち上がってしまった。椅子が後席とぶつかり周囲の人間を振り向かせる。ファントムは涼しい顔でお茶を飲んだ。

「落ち着いてください、慧けいさん。慌てたところでどうにもなりませんよ」

「いや、落ち着き払ってる場合でもないだろ。こうしている間にも俺おれ達たちの知識が役立たずになっているんだぞ。今のうちにやれることをやっていかないと」

「やれることってなんですか」

「それは……空港に戻って、ドーターに乗って」

「中国奥地に乗りこむんですか、あるいは世界中のゲートを潰して回ると？」

　荒唐無稽なプランに沈黙する。ファントムは溜ため息いきをついた。

「いいですか、そもそも我々はギリギリの綱渡りを強いられているんです。グリペンの知識があっても常にワンサイドゲームを行えてきたわけではないでしょう？　まずは目の前の戦闘をこなして、逆転の策を練るのはそれからです。世界は救われた、しかし日本は壊滅したでは困るのでしょう？　慧けいさんは」

「まぁ」

「だから何はともあれ小こ松まつの防衛に戻るのが先です。幸い、岩石群のほとんどは辺境に現れています。ザイが出てもすぐに壊滅的な事態にはならないでしょう。今はきっちりと情報収集して対策を練る時期です。まぁ仮にあれがワシントン上空にでも現れていたら話は違っていたでしょうが」

　ううむと唸うなってから、ふっと違和感を覚える。いや、言われていること自体は分かるが奇妙な居心地悪さがあった。

「慧けいさん？」

　しばらく考えて原因が分かる。小首を傾かしげてファントムを見た。

「なぁ、ザイはなんでこんな辺へん鄙ぴなところにばかりゲートを作ってるんだ？」

「え？」

「いや、だっておまえの言う通り、ワシントンとか東京の上空にバイパスを開く方が絶対、効果的だろう。なのに何ヶ所もゲートを作ってそのほとんどが海上や僻へき地ちなんて」

　軽い気持ちでの問題提起だった。何か見過ごしや勘違いでもあるのかと思っての確認。

　だが返ってきたのは息を吞のむ音だった。ファントムが目を見開いている。愕がく然ぜんとした様子で虚こ空くうを見つめていた。

「まさか」

　唇が引きしめられた。止める間もなく携帯端末をひったくられる。地図アプリを起動すると縮尺を最低にして凝視し始めた。

「ＯＣＴＡ……違う、ＤＥＣＡ？　ＩＣＯＣＡ……はありえない」

　呆あつ気けに取とられているとグリペンが戻ってきた。両手にコップや皿を持ってきょとんとしている。

「どうしたの？」

「さぁ」

　ややあってファントムが顔を上げた。白い頰が紅潮している。ぎらついた瞳がこちらに向けられた。

「お父様に連絡を取ってもらえますか、大至急、最優先で」

「何があったんだよ」

　ファントムは声を低くした。

「今から言う座標に未発見の岩石群があるか確認していただきたいんです」
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　暗い室内にプロジェクターの映像が浮かび上がっている。ノイズ混じりのフィルムが何度となくリピートされていた。くすんだ灰色の空を背に点在する黒点、大小様々な岩石の群れ。画面下部にはＡＮＴＡＲＣＴＩＣの表示があった。

　カムラン国際空港のブリーフィングスペースだ。八や代しろ通どおりはスクリーンの脇に立ったまま振り返ってきた。

「いきなり無人偵察機ＵＣＡＶを飛ばせと言われた時は何ごとかと思ったが。しかもグアムの米軍相手に、通常ミッションをキャンセルまでさせて」

「無駄ではなかったでしょう？」

　ファントムが涼しげに応える。

「正規の手続きで調査隊を結成していたら、一月たっても現地にたどりつけなかったはずです。時間のロスを最低限にできたと感謝してほしいですね」

　八や代しろ通どおりは鼻白んだ様子で皮肉を受け流した。首を傾かしげて画面を見る。

「確かに、おまえの言う通りの場所にゲートはあった。南極上空ＡＮＴＡＲＣＴＩＣなんてとんでもない場所にな」

　太ふとり肉じしの顔がしかめられる。

「だが、なんで分かった？」

「そうでないと整合性が取れないからですよ」

　ファントムがＰＣに歩み寄った。画像を地球儀に切り替え、ゲートの場所を表示する。発見済みのポイントに加えて、いくつかの点がプロットされていった。

「これはプラトニックソリッドです」

　凛りんとした声にまばたきする。思わず首を傾かしげてしまった。

「プラト……なんだって？」

「プラトニックソリッド、正多面体のことです。ゲートは綺き麗れいに二十個、すなわち正十二面体を描くように配置されています。見てください、ゲートが頂点、それぞれの直線距離を辺とすれば」

「あ」

　ＣＧの地球がすっぽりと多面体に覆われる。できあがった図形はまさに十二面体を構成していた。

　なるほど、だから未知の座標を特定できたのか。一片の長さと頂点周囲の角度が決まれば、発見済みのゲートから他ゲートの位置を割り出せるから。

　衝撃の冷めやらぬままファントムを見た。

「でもなんでこんな形にしているんだ？　わざわざ」

「わざわざ、ではなくやむを得ずでしょうね」

　ファントムはプロジェクター脇のテーブルからメモ用紙を取り上げた。両端をつかんでかざしてみせる。

「いいですか？　よくあるワームホールの説明を思い出してください。紙の両端にあるＡ地点とＢ地点、これらを結ぶ最短経路は何か」

　ああ。

　昔読んだＳＦ小説を思い出す。

「引っかけ問題だよな。一見、ＡとＢをまっすぐに結んだ線が最短に思えるけど、実は二つの点を重ねる方が近いって」

「はい」とファントムは紙を折り曲げた。親指でＡＢ二点を挟みこむ。

「二次元の世界に三次元の概念を持ちこむ。そうすれば見かけ上の距離は消滅します。Ｚ軸自体を折り曲げればＸ軸もＹ軸も関係ない」

　若干反則っぽいがコロンブスの卵的解決法だ。子供心に感心したことを覚えている。

　ファントムは首をひねった。

「ですがこのたとえは一つ大きな要素を無視しています。紙面に線を引く場合、そのルートは基本的にずっと有効です。では、私が手を離すとこの重ね合わせルートはどうなりますか？」

「どうって、そりゃ離れるだろ」

　ファントムは片手を開いた。薄い紙片がふんわりと平面に戻る。

「はい、ワームホールは消滅しました」

「……」

「永続的に重ね合わせを維持しようとすれば、力をこめて押え続けなければいけません。あるいは重しやテープを使うかですね。いずれにせよなんの苦労もなく維持できるワームホールなどありません」

「はぁ」

「外のゲートも同じとは考えられませんか」

　唐突な話題転換に目を剝むく。ファントムは口調を強くした。

「空間の湾曲には紙と比較にならないくらい大きな反発力が生じるはずです。安定した固定法を見つけない限り、とても侵攻ルートとして使えません。輸送中の決戦戦力が時空の彼方かなたに飛ばされたでは困りますからね」

「だから何かを使って固定している？」

「ええ」

「錨いかりとか、楔くさびみたいなものでか」

「次元の歪ゆがみを固定できるほど強い楔くさびがあればいいですが、私ならもっと効率的な方法を考えますね。たとえば、あるゲートが左向きの力を発生させているなら右向きのゲートを作って繫つなげてやる、プラスにはマイナス、ポジにはネガの力を」

　！

「相そう殺さいか」と八や代しろ通どおりが囁ささやく。眼鏡の奥の目が鈍く光っていた。

「はい、ですが単純に真逆の力をぶつけるだけでは二ヶ所にしかゲートを作れません。なるべく多くの場所に、安定したバイパスを設けるには構造上の工夫が必要になります。たとえばハニカム構造にしてストレスを分散させるとか」

（ああ）

　情報が繫つながる。だから正多面体なのか。

　一見辺へん鄙ぴな場所にゲートが現れた理由も、これなら理解できた。そこに作ったのではなく、そこにしか作れなかったのだ。少しでも位置をずらした途端、全体のバランスが狂ってしまうから。

　ファントムは表情を引きしめた。

「とにかく。この仮説が確からしい以上、残りの未発見ポイントも調査するべきです。ザイの出現箇所を特定して、周辺国に警告しないと」

「ん」と妙な声が響いたのはその時だった。

　グリペンが鼻孔を広げていた。雷に打たれたように硬直している。

「どうした？」

　具合でも悪いのか。

　怪け訝げんな視線に彼女はうつむいた。

「ちょっと、思い出したことが……関係ないかもだけど」

「言ってみろよ」と促す。彼女は鼻の両脇にわずかな皺しわを寄せた。

「知ち寄よりが話していた。アンフィジカルレイヤーを利用すれば瞬間移動を実現できるんじゃないかって。一旦レイヤーを下ったあと、また上がれば見かけ上の距離をゼロにできる。スターゲイトが現実のものに！　って興奮してた」

「スターゲイト？」

「九十年代ＳＦ映画のガジェットですよ、本筋には関係ありません。それで？」

　ファントムが素早く脱線を正す。グリペンは眉間の皺しわを深めた。

「空間歪わい曲きよくの力を相そう殺さいするために、ゲートは正多面体の構造を取るって言ってた。複数のゲートを均等に並べて目的地を結ぶんだって」

「おいおい」

　まさに目の前の事態じゃないか。なんで早く言わないんだ。

　非難めいた視線にグリペンは慌てて首を振った。

「違う、これは真面目な話ではない。知ち寄よりもお遊びの思考実験だと言っていた。現実には運用不可能だって」

「なんでだ？」

「バーバチカが経験した通り、人類の機体は〈概念〉の欠片かけらに分解されてしまう。アンフィジカルレイヤーに留まること自体が危険。仮に分解が起きないくらい短時間のジャンプを繰り返すとすれば今度はゲートが爆発的に増加する。空間跳躍の効果が得られない」

「……」

　それに、とグリペンは付け加えた。

「いくらゲート間でバランスを取っても、正多面体の重心にはとてつもないテンションがかかる。エネルギーの供給源？　制御ポイント？　構造体の維持にはどうしてもそういうところが必要になって、わずかなダメージで全体が崩壊してしまうからリスキーすぎるって。卵を土台に高層ビルを作るようなもので──」

「待てー！」

　全員のつっこみが唱和した。

　思わずグリペンに詰め寄ってしまっていた。八や代しろ通どおりが頭を押える。

「忘れてた、こいつはなんでも知っているような顔をしているが、基本的にポンコツなんだ」

「なんでそんな重要な情報が真っ先に検索されないんですか、どんなインデキシングをしてるんです、ありえないでしょう」

　ファントムも呆あきれ顔がおだった。「ん？　ん？」と目を白黒させるグリペンを睨にらみつける。

「あなたは今、敵のゲートの弱点を口にしたんですよ。わずか一点を突くことで、この巨大な転送システムを破壊できるかもしれないと」

　手早くＰＣを操作し多面体の構造解析を始める。ゲートがワイヤーフレームと化し、無数の計算式がスクロールしていった。

「地球重心を基点とした場合、ＸＹ軸に＋百二十キロ、Ｚ軸に＋七十キロの座標にゲート重心が存在します。物理的に地面を掘って作っているとも考えづらいですから、おそらくこれもアンフィジカルレイヤーの中にあるのでしょう。アルタイのゲートから侵入、次元の湾曲を利用して進んでいけば戦闘行動半径で到達可能です。叩たたけますよ、あれを」

「次元の湾曲を利用するって」

　とんでもない単語がさらりと出てきた。

「できるのか？　そんなこと」

「シャルル・ド・ゴールの艦内で電気信号をビンガーにしてパッチワークの繫つながりを把握したでしょう。あれと同じ要領です。歪ゆがみの強弱を走査して、複数レイヤー間の経路を演算する」

「……えーっと」

「少なくともスライス一個で似たような話はできているということです。今回はよりリソースも潤沢ですし、無謀な賭けでは決してありません。複数のドーターにアニマ、事前シミュレーションの結果も持ちこめるわけですから」

　なるほど、成功済みの作戦の規模を大きくするだけだと。確かに、筋は通っているが。

「いや、いやちょっと待て、落ち着け」

　我に返った様子で八や代しろ通どおりが制止する。ひどく不安そうにグリペンを見た。

「知ち寄よりってのはつまり蒔まき絵えの意見だろ？　あんな小娘の意見、信じていいのか？」

「もとはハルカ叔父さんのプランだって言ってた。本当にあの人は馬鹿みたいな意見ばっかり出してくるから度しがたいって」

「……」

「決まりですね。グリペンのギフトはまだ有効です。お父様の懸け念ねん通り、やや荒唐無稽なプランではありますが、少なくとも今出ているものの中ではもっとも確実な対処法でしょう」

　畳みかけるファントムの後ろで手を上げる。まだ理解が追いついていないが、少なくとも一つ重要な問題を置き去りにしている気がした。

「あの、いいですか？　敵の弱点がアンフィジカルレイヤーにあるなら俺おれ達たちもそこに行かなきゃいけないんですよね？　で、普通の機体は空間異常の中じゃ分解されてしまう、そういう話じゃなかったでしたっけ？」

　むしろ敵は最大の弱点を最大の防壁に包んでいると言えた。脆ぜい弱じやくであるが故に、敵の攻撃が届かない場所に隠していると。

「ああ、そこについては少し策を練っていた」

　八や代しろ通どおりの答えは意表を突くものだった。白衣の肥満漢はようやくペースを取り戻した様子で頭を搔かいた。

「もともとパクファ救出作戦の一案として練っていたものだが、色々制限がある上にゲートの件もあったから一旦捨て置いたんだが、今の情報があるなら話も違う。十分検討の土台に乗ってくる」

　混乱する一同の前で八や代しろ通どおりは顔を巡らせた。不敵な様子で口角をもたげてみせる。

「アレをな、もう一度使ってみようと思うんだ」

　視線の先にはファントムの姿があった。狷けん介かい孤高を旨むねとするアニマはひどく不安げな様子になった。なぜ自分を見ると言わんばかりに眉を震わせる。

「アレ……？」
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　一日半ぶりの小こ松まつ基地は夜闇に包まれていた。

　眩まばゆい照明のもと、西からの強風が吹き抜けている。はためく帽子や書類を押えながら技本の整備員が駆け寄ってきた。手て際ぎわよく機体をチェックしながら乗員を迎える。

「よく帰ってこられましたねぇ、ベトナム側の引き留めが強烈だったと聞きましたが」

　舟ふな戸とがＵ‐４の搭乗口に向かって声を張り上げる。

　八や代しろ通どおりは機載タラップを降りながら鼻を鳴らした。風で乱れた髪を搔かき上あげる。

「解決策が見つかったから一ヶ月で事態を収拾させると約束してきた。貴国の玄関口だけでなく世界中の岩石群を消し去ってみせますよと」

「またそういう、わざわざハードルを上げるような真ま似ねを」

「どのみち今のままゲートが育てば一週間後には第二戦線開設、この戦争は負けだ。一月も事態を静観している余裕はない。むしろリスクマージンを十分に見こんだ提案と言ってほしいな」

　巨体がエプロンに降り立つ。鼻の脇に皺しわを寄せてホームを見渡した。

「それより頼んでいたもの、できてるか？　可能ならこのまま接続試験をやってしまいたい」

「ばっちりですよ。３格に運んであります」

「結構」

　行くぞとドーター搭乗組を振り向いてくる。

　わけが分からないまま付き従う。グリペンもファントムも混乱は同じようだった。ヘルメットや吸気ホースの片づけもできない状態で小走りに歩いていく。

　途中、だだっ広いエプロンを見渡して「おや」と思う。いつもなら一機は待機しているはずのドーターがいなかった。もちろん自じ分ぶん達たちが留守にしていたせいもあるのだろうが、にしても残り二機はいるはずだ。

「フナさん、留守組の連中は？　スクランブルですか」

「ん？」と舟ふな戸とは振り向いてきた。

「いや、ひょっとしてザイが攻めてきているのかと思ったんですけど」

「ああ、いや、ラファールなら哨しよう戒かい飛行だ。レーダー装備をアップデートしたんでな、そいつの慣熟も兼ねて空に上げている。もう少ししたら戻ってくるはずだ」

「イーグルもですか？」

「あいつはいない。緊急で配置転換になった」

「へ？」

　配置転換？

　なんでまた突然と訊たずねかけるも気づけばハンガーに到着していた。舟ふな戸とが慌て気味に八や代しろ通どおりを追う。グリペンをうかがったが、彼女も何も聞いていないらしい、無言で首を振られた。

　ハンガーにはたくさんの機材が運びこまれていた。見慣れないスタッフや貨物の姿も見える。その中央、油圧式ジャッキに載せられて奇妙な物体が鎮座していた。紡ぼう錘すい形けいの胴体に大ぶりなアンテナ。ヒレを広げた熱帯魚のような姿には見覚えがある。

　ＥＧＧの分割投影機構、パラレル・マインズ。

「思わせぶりにアレとか言うから何かと思ったら」

　ファントムが嫌そうに呻うめく。険のある眼まな差ざしを八や代しろ通どおりに向けた。

「何に使うんですか、今更あんなもの」

　冷気さえ感じられる口調だった。

　パラレル・マインズはアニマの人格データを分割スライスして投射する装置だ。うまく使えば十機以上のザイを乗っ取り、味方として扱える。実際シャルル・ド・ゴール突入が成功したのはこの機構があったからこそだ。だが反面、分割された人格データは独自の自我を持ち、オリジナルの制御から離れてしまう。結果、ファントムのスライスは、黒歴史と呼ぶに相応ふさわしい記憶を本体にもたらすこととなった。ちなみに大っぴらになっていないだけで、そのあとも色々とトラブルが頻発したらしい。彼女の顔からは、二度と使うものかという決意が見て取れた。

　だが八や代しろ通どおりは言外の訴えなどまったく斟しん酌しやくしなかった。

「決まってるだろ。アンフィジカルレイヤーに潜るための防御策だ」

　天を仰ぐファントムの前で八や代しろ通どおりはノートＰＣを操作した。

「いいか、既存のパラレル・マインズはアニマのＥＧＧを分割して外部に投げつける。いわば１：Ｎの憑ひよう依いシステムだ。この憑ひよう依い先を自分にすればどうなる？」

「はい？」

　疑問に答えるようにＣＧが再生され始めた。四方八方に散っていたスライスが集合して機体を覆い出す。まるでマトリョーシカのように二重三重四重に。

「見ての通り、分割されたスライスが疑似外殻となってドーターを覆う。アンフィジカルレイヤーの浸食はこれらのスライスにまず及ぶ。全十層あれば一層あたり約五分、五十分かけてゆっくりとな。その間ドーター本体は実体を維持できるわけだ」

「スライスを鎧よろい代わりに使う気ですか？」

　声が裏返ってしまった。八や代しろ通どおりが莞かん爾じとうなずく。

「全スライスの分割制御はファントムでもなければ厳しいだろうが、こいつなら他のアニマでもなんとか扱える。日露共同の突撃部隊にＥＧＧの耐食壁をまとわせ、アルタイのアンフィジカルレイヤーに突入。制限時間内にゲート中核を破壊する。パクファの捜索も同じ要領だ」

　シンプルだろう？　と場を見渡す。押し黙る面々の前で画面が切り替わった。正十二面体の中心に矢印が伸び、明滅し始める。

「理研のＨＰＣシミュレーション結果によれば、中心核破壊に必要なエネルギーは０・４２テラジュール、ＴＮＴ爆薬換算で百トン程度だ。Ｂ‐52爆撃機で五機分のペイロードだが、戦術核を使えば余裕の数値だろう。こいつはロシア側に準備させてドーターに積みこむ。あいつらの搭載量なら増槽をつけてもなお、巡航ミサイルくらいは運べるからな。そうだな、余裕を見てグラナートあたりを二発用意してもらうか」

「すいません、いいですか、八や代しろ通どおりさん」

　どんどん話が進んでいってしまう。完全に各論が始まる前に辛かろうじて制止した。頭の中を整理しつつ。

「えっと……今の説明だと外側のスライスはどんどん分解されていくんですよね？　大丈夫ですか、こいつらの一部分がバラバラに砕かれてしまって」

「揮発したスライスの回収・再統合はシャルル・ド・ゴールの件で実践済みだ。崩壊寸前でＥＧＧを戻せばデータのロスはコンマゼロゼロ一％以下に抑えられる。チェックディジットで問題なく復元可能なレベルだ。機器出力の限界で耐食壁としての再展開は厳しいが、大きな問題はシミュレーションで潰してある、安心しろ」

「シミュレーションって」

　要はぶっつけ本番ってことじゃないか。恐こわすぎる。

「突撃隊のメンバーはどうするつもりですか」

　ファントムが質問を重ねてきた。

「ロシア組はともかく私わたし達たちは全力出撃できませんよね？　アラート待機もありますし、敵ゲートへの警戒も必要です。何機か選抜することになるのでしょうが、そのあたりはどうお考えですか。機数が少なすぎると敵の抵抗を突破できませんよ」

「先方からはジュラーヴリクとラーストチュカが参加予定だ。独飛からは一旦おまえとグリペンを出すと回答したが」

「たった二機ですか」

　ファントムの声が固くなった。

「例の超成層圏ザイの迎撃だって四機を投入したんですよ。今回の事態があれより気楽だとはとても思えません。せめてイーグルくらい連れていかないと」

「落ち着け、誰もおまえらだけで行けなんて言っていない。話は最後まで聞け」

　咳せき払ばらいして、詰め寄るファントムを追い払った。

「ロシアと交渉するためにその時点で調整済みの面子めんつを回答しただけだ。実際にはもう一機、出すことになっている」

「もう一機？」

「そら、既に到着している」

　コンと陶器の鳴る音が響いた。

　背後からだ。

　恐る恐る振り向いて息を吞のむ。いつの間にか姫袖の少女が現れていた。椅子に座ってマグカップを抱えている。中身はホットミルクか？　小さく会え釈しやくして彼女はカップに口をつけた。ヘッドドレスに飾られた髪が揺れる。

　紫色のポニーテール、ラベンダーパープルの光輝。

「バイパーゼロ!?」

　明華ミンホアの顔を持つアニマは無言で見つめ返してきた。相変わらず感情の読み取れない面持ちでうなずいてくる。

「なんでおまえが」

〈南西の守護神〉が那な覇はから出てきたのか。全員の疑問を察したように八や代しろ通どおりがバイパーゼロの横に並んだ。

「イーグルのメンタル・チューニングはいささかピーキーだからな。パラレル・マインズでＥＧＧを分割するのはリスキーすぎる。ラファールは他国の機体だし、あまり妙ないじりかたもできん。となればあと切れるカードはこいつくらいだ」

「バイパーゼロを突撃隊に入れるんですか？」

　ファントムが目を見開く。

「那な覇ははどうするんですか」

「あっちはイーグルに任す。それもあって小こ松まつから一時的に配転させた」

　それでか。基地に自じ分ぶん達たち以外のドーターがいなかった理由。山吹色の天然娘が姿を消した原因。

　ようやくのことで状況がつかめる。一体この短時間にどれだけの調整を成しとげたのか、暴走機関車のようなバイタリティには溜ため息いきしか出ない。未曾有の危機に臨む指導者としては誉ほむべき資質なのだろう。問題はその暴走機関車の乗客が自じ分ぶん達たちということで。

「既に本作戦のロシア側の了解は得ている。一両日中にアルタイに向けて出発予定だ。全員、準備を整えて基地内で待機すること。ファントムはパラレル・マインズのチューニングを支援、舟ふな戸と達たちを手伝ってやれ、忙しくなるぞ」

　嬉うれしそうに言って八や代しろ通どおりが向き直ってくる。余事を伝え忘れたと言わんばかりの顔で付け足してきた。

「そういえば君、全然家に帰れてないだろう。ご家族に連絡した方がいいんじゃないのか？　またしばらく日本を離れることになるぞ」




　　　　　　　　　　＊




「簡単に言ってくれるよな、ったく」

　技本棟の休憩スペースで携帯を凝視している。先ほどから何度もメッセージを打ちかけては消すを繰り返していた。宛先は宋ソン明華ミンホア、言わずと知れた自宅の風紀委員だ。最後に顔を合わせてからもう丸二日が経過しかけている。この上、泊まりがけのバイトなどと伝えたらどうなるか分かったものではなかった。

「明日は学校もあるんだぞ。どう言い訳しろって言うんだよ、ったく」

　途中まで書きかけた文面を消去する。だめだ、やっぱり電話するか？　直接話して協力を仰いだ方がいいかもしれない。祖父母、教師、クラスメイト達たちをうまく誤魔化しておいてくれって。

「いやぁ、怒るだろ、絶対怒る、ぶっ殺される」

　脳裏に鬼のような形相の幼なじみが浮かぶ。は？　ちょっと何言ってるか分からないんだけど、死にたいの？　死ぬの？

　連絡しても修羅場、しないでも修羅場。逃げ場のない思考に苛さいなまれていると、目の前で桃色髪が揺れた。

「どうしたの？　さっきからぶつぶつ独り言を言って」

　グリペンが不思議そうに首を傾かしげている。机の真向かいでサンドイッチにかぶりついていた。傍かたわらには飲むヨーグルトも置かれている。

「食事も全然取っていない」

　机上のコンビニ袋を目で示してくる。技本スタッフが遅めの夕食として差し入れてくれたものだ。確かに今後の強行軍を考えればきちんと食べておくべきなのだろう、が、どうにも気が進まなかった。

「逆におまえ、よくバクバク食えるな。さっきの話だと人格データ？　自分自身？　を分割してそいつがどんどん浸食されていくんだぞ。無茶苦茶だろ。ちょっとは不安にならないのか」

「ハルカの無茶振りはいつものこと。それに心の乱れと空腹は別問題、予測される困難のためにもエネルギーは蓄えるべき」

「理屈はそうだけどさ」

「おなかがすくと更に気持ちが乱れる。乱れた気持ちがまた食欲を失わせる。悪循環、ここは明鏡止水の心もちで食事に集中するべき」

「明鏡止水って」

　大げさだな、とツッコミかけて力尽きる。

　だめだ。憂鬱が身体からだ中の活力を奪っている。気力も体力も何かもが減退していた。

　嘆息を一回、とりあえずメッセージを送ろうと決意する。やるべきことさえ片づければ少しは落ち着くはずだ。あとのことは考えず、まずは真っ当に謝罪と状況報告を。

　……。

　謝罪を。

　……。

「あああもう！」

　たまりかねて携帯を置いた。グリペンの横の人影を睨にらみつける。

「その顔で見られると落ち着かないんだよ！　なんでおまえここにいるんだ!?　何か用か!?」

　バイパーゼロは静かにホットミルクを飲んでいた。グリペンが「顔？」とまばたきする。伝わっていないのは明らかだが説明している余裕もない。謝罪文の推すい敲こう中に、謝る相手が目の前にいるとか、やりづらいことこの上ない。

　なぜよりにもよって自じ分ぶん達たちについてきたのか。しかも無言でこちらを観察し続けているのか、納得のいく説明がほしかったが。

　バイパーゼロは自分の携帯を取り上げるとカチカチ、文字を入力した。

『人目のある場所には行きたくない。ハンガーの技本メンバーはともかく、基地内には初見のスタッフも多い。トラブルを避けるためにもドクヒの要員で固まっている方が安全と判断した』

「なら俺おれ達たちのところじゃなくてもいいだろう。八や代しろ通どおりさんかファントムにでもついていけば」

『二人とも今、パラレル・マインズの調整に忙殺されている。一緒にいても落ち着かない』

「俺の居心地悪さはどうでもいいのかよ」

　ぼやき声を受け流してバイパーゼロは食事を再開した。非難の目を気にする風もなく、風景に溶けこんでいる。

　大きく息をついて顔を逸そらした。

　気にしても仕方ない。とにかく明華ミンホアへのメッセージをしたためよう。

　携帯を見下ろす。だが相変わらず文面が浮かんでこなかった。何を送っても悪い結果になる気がする。

　状況報告、謝罪、情状酌量の訴え、減刑依頼。

「何を書いてるの？」

　たまりかねた様子でグリペンが訊たずねてきた。我知らず低い唸うなり声が漏れる。

「同居人にさ、今日帰れないって伝えるつもりだったんだけど、そもそも二日も留守にする予定なかったし、なんて謝ったらいいか悩んでて。いつ戻れるかも分からないし」

　カチカチと入力音が響いた。バイパーゼロが端末をかざしてくる。

『それなら心配ない。彼女には私から状況を説明してある』

　……。

「は？」

『ラファールに依頼されて何度か、あなたの自宅を訪れた。個体名〈宋ソン明華ミンホア〉は私のことをあなただと認識している。結果、〈鳴なる谷たに慧けい〉の長期不在という事実はなくなった。外泊の承認ももらっている』

「何やってんだ、おまえ!?」

　え、え？　バレなかったのか？　服装はこのまま？　コミュニケーションは筆談のみで？　てか、どうすればあの明華ミンホアが外泊を許可するんだ。

　混乱していると携帯が鳴った。新着メッセージの通知が現れている。




　──もう基地着いた？　今日はお疲れ様、本当に本当に楽しかったよ！　慧けいってあんな気遣いもできるんだね。ちょっと、びっくりした（笑）　夜勤頑張ってね。おじいさん、おばあさんには私から話しておくから。じゃ、また来週！【明華ミンホア】




「……」

　超大国の軍備放棄宣言でも見た気分だった。目の前の文章が信じられない。誰かの悪戯いたずらだと言われた方がまだ納得できた。

　バイパーゼロは静かにホットミルクを飲んでいる。もう悩みはなくなっただろうと言わんばかりにコンビニ袋を示した。

　狐きつねにつままれた思いでサンドイッチを取り出す。ビニールを開けてパン生地に食らいついた。

　しばらく無言の夕ゆう餉げが続いた。グリペンも要領を得ない顔で食事に戻っている。遠くからジェットエンジンの音が響いてきた。

　どのくらい時間がたっただろう。軽い金属音が響いた。

　バイパーゼロが携帯を取り上げている。無表情に文字を打ちこみ画面を見せた。

『一つ、質問してもよいか』

「なんだよ」

『あなたはどんな結末を望んでいるのか？』

　面食らってまばたきする。紫色の瞳がじっと見つめ返してきた。

『室長から自律飛ひ翔しよう体四号──グリペンの記憶について聞かされた。あなたが過去に果たした役割と、その結末についても。その上で訊たずねたい。全てを知った状態で、あなたはいかなる未来を目指すのか』

「どういう意味だよ」

『今回の戦争はとどのつまり、人間の欲望と競争原理が原因。より多く、より豊ゆたかにを突き詰めた結果、器たる地球が先行かなくなった。スケールの大小はともかく、同じことは人の歴史の中で何度も繰り返されている。自分にない資源を他人に求める。持たざる者が持つ者を引きずり下ろす。時には武力で、経済力で、イデオロギーで。およそありとあらゆる手段で、人は限りあるリソースを奪い合ってきた。今回はたまたまそのゼロサムゲームが時代を超えて繰り広げられただけ。あなた達たちも未来の人類も、本質的にはなんの違いもない』

「何が言いたい」

『人は高みを目指し、他者を乗り越えようとしたから進化してきた。あなた方が今享受している技術・知識もその本能があったからこそ。千年分の乱開発はよく、三千年分の乱開発は否という理屈はありえない。もし未来人の生存戦略を否定するなら、あなたは現人類の欲望と進化も否定しなければならない。結果的に出現する世界は今とは似ても似つかないものになるはず』

　明華ミンホアの顔がすっと鋭くなった。

『鳴なる谷たに慧けい、あなたの目指す世界は何？　指導者が大衆の欲望を抑えこむ管理社会？　宗教と道徳による思想統制？　それとも圧倒的な暴力で人の歴史を原始農耕社会まで巻き戻すこと？』

「難しい話はよく分かんねぇよ」

　正直な思いを口にした。ばつの悪さを隠すように視線を逸そらす。

「ただ……おまえが言うように人間の欲望を消し去るってのは何か違う気がする。俺おれ達たちは決して綺き麗れいなだけの存在じゃないし、どれだけ聖人ぶっても我わが儘ままの一つや二つは出てくるはずなんだ。完全に無害な存在になろうとしたら、それこそ死んで土に返るしかない」

『……』

「それに欲望と言ったって色々あるだろう？　単純に贅ぜい沢たくをしたいってのも欲なら、宇宙の神秘を解き明かしたいってのも欲だ。だいたい人間に『空を飛びたい』って欲がなければ、おまえらだって生まれてこなかったんだぞ。他人ごとみたいに否定してる場合じゃないだろう」

『よい欲望と悪い欲望があると？』

「というより欲望も探究心も野心も同じことを言い換えてるだけだろ。何かを成しとげたい、何かを得たいってのは人にとって当たり前の感情だ。だからそれがあった上でどうするかを考えるのが現実的だと思う」

『具体的には』

「考え中だよ。ずっと考えてる。ザイを倒したあとどうするか、二度と連中を生み出さないために何ができるのか」

　曖昧極まりない宣言。中身のない題目じみた言葉。無責任な発言なのは重々承知している。ただ、とまっすぐにバイパーゼロを見返した。

「右の行き止まりと左の行き止まり、どっちに進むか悩んで、結局まっすぐの道があったってのがちょっと前の俺だ。人の欲望を残したまま全てが丸く収まる方法もあるはずさ。だから探し続けるんだ。どれだけ時間をかけてもな」

『それは楽観論、成り行き任せ。他者を動かすビジョンとしては弱すぎる』

「分かってる。本当はおまえの言う通り、もう少し具体的なゴールを見せるべきなんだろう。社会とか国の形とかも変えて、今まで当然と思っていたものを捨てていくのかもしれない。でもさ、それでもやっぱり人間の進化とか欲望とかは捨てちゃいけないと思うんだ。だって」

　視線を横のグリペンに動かす。まばたきする彼女を見つめながら。

「こいつと一緒にいたい、こいつを助けたいと思うのも俺の〈欲〉だ。それがなくなったら本当になんのために戦っているんだか分からなくなるだろ？」

　バイパーゼロは虚を突かれた様子で固まった。明華ミンホアの顔が一瞬、ぶれたように思う。

　ややあって、彼女は首だけをグリペンに向けた。携帯に文字を入力して読ませる。グリペンは「うん」とうなずいた。

「うん、私もそう思う」

「何、書いてんだよ」

　気になって身を乗り出す。

　バイパーゼロは無表情に液晶を向けてきた。メモアプリには『あなたは幸せ者だと思う』と書かれていた。
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Ｖ．Ｐ．チカロフ工場　ノヴォシビルスク　ロシア

十一月二十七日午前十時　ＮＯＶＴ






　うっそうと茂る針葉樹林の上を飛び越え、着陸態勢に入る。

　目的地のスホーイ社工場はノヴォシビルスク市街の北東部にあった。蛇行するオビ川と広大な平原、レゴブロックじみた町並を横目に高度を落とす。地平線には白い雲がわだかまり、大地の雪化粧と混ざり合っていた。

　空気の抵抗が激しくなる。

　ややあって工場専用とは思えぬほど立派な滑走路が迫ってきた。全長三キロのランウェイは軽戦闘機であるＪＡＳ39のランディングをやすやすと受け止めた。続いてファントム、バイパーゼロがシベリアの大地に降り立つ。技本のＣ‐２輸送機もさして苦労することなく巨体を着地させた。

「うわ、さっむ！」

　キャノピーを開けた途端、切りつけるような冷気に襲われた。一応防寒着は準備してきたが冬のロシアの気候は想像を絶していた。温度計を見ると零下十二度とある。たまらない。

「なんなんだ、寒波でも来てるのか？　朝に吹雪があって、その名残とか？」

「この時期のノヴォシビルスクの平均気温はマイナス十四度、今日は平年並みかやや暖かいくらい」

　グリペンがジャケットに袖を通している。大柄な装備を持ってきたためか、服に着られそうになっていた。

「ちなみに最低気温は過去にマイナス四十五度を記録したらしい」

「マジかよ」

　本当に人が住むところなのか？　探検隊の基地とかじゃなくて？　戦慄を露あらわにしていると足音が近づいてきた。

「ようこそ、ロシア工業の中心地へ」

　オーバーコートの少女が見上げてきていた。クロームオレンジの髪をウシャンカに包んでいる。ジュラーヴリクだ。すぐ後ろには同じ服装のラーストチュカが立っている。

　ジュラーヴリクは両手を腰に当てて胸を張った。

「どうした、魂でも抜かれたような顔して。チカロフ工場の壮大さに度肝を抜かれたか？　そうだろそうだろ、ここはあたしの姉妹達たちもたくさん製造されているんだ。敷しき地ち面積、百二十万平米、従業員数七千、戦闘機から旅客機まで様々な航空機を生み出している。紛れもなく世界最大級の工場だ。遠慮なく驚いていいんだぞ。あいにく見学プログラムは準備できねぇがな」

　わっはっはと高笑いする。いや、顔が死んでるのは驚いてるからじゃなくて寒いからなんだが、真下に陣取られると降りることもできない。整備員もラダーを持ったまま近づきあぐねていた。

「馬鹿みたいに突っ立っていられると邪魔なんですが。そのちんちくりんな身体からだをランディングギアで引き延ばしてさしあげましょうか」

　周囲の気温よりなお冷ややかな声が響く。

　緑髪のアニマが半眼で周囲を見渡していた。

「まったく、大味で面白みのない建物ばかりですね。イワンはなんでもかんでも大きくすればいいと思ってるのだから困りものです。他の国なら半分の資材で同じ設備を組み上げますよ。まぁ無駄を誇りたがる国民性的にはこちらの方がいいんでしょうが」

「おうおうおう」

　ジュラーヴリクがファントムに詰めよって睨にらみ上げた。

「人ん家ちに押しかけといて随分な言い草じゃねぇか。そんなに居心地悪いなら整備員総出で、てめぇのドーター、バラして放り出してやろうか？　あぁ？」

　ファントムは鼻を鳴らした。

「私の機体に指一本でも触れてみなさい。機関砲でこのあたり一帯、なぎ払ってやりますよ。非搭乗時でも簡単な火器管制くらいはできるようにしてありますから。喧けん嘩かを売るつもりなら覚悟して臨んでください」

「……上等だ、このクソ緑。火力勝負でロシアに挑んで生きて帰れると思うなよ。おい、誰かＲＰＧ持ってこい！　ＨＥ弾もありったけだ！」

「やめろやめろやめろ！」

　たまりかねてコクピットから飛び降りた。睨にらみ合あうアニマ達たちの間に入り、引き離す。

「なんで顔合わせるなり喧けん嘩かになるんだよ！　ファントムもいちいち挑発するな！　子供かおまえら！」

　ファントムがそっぽを向く。ジュラーヴリクは忌いま々いましげに制止の手を払った。視線を強くして目の前のアニマを睨にらみつける。

「ったく、死に損ないが調子に乗ってんじゃねぇぞ。おまえはハンボグドの空であたし達たちに墜とされかけたんだ。反撃もできず無様に逃げ回っていたのはどいつだ？　てめぇの豆鉄砲はあたし達たちの機体をかすりもしなかっただろうに」

「あれはあなた方が騙だまし討ち同然に人のＥＧＧをサンプリングしたからでしょう。まともに組み合えば後れを取る理由はありませんよ。だいいちあの時、私が被弾したのはイーグルのアホをかばったからです。足手まとい抜きなら三対一でも十分対応できますよ」

「はっ、言いやがったな、こいつ」

　ジュラーヴリクの頰が小刻みに痙けい攣れんした。

「半世紀前のロートルが、あたし達たちバーバチカを一人で相手するって？　怒りを通り越して笑えてくらぁ。いいだろう、小細工抜きで相手になってやる。作戦前に全壊しても文句は言うなよ！」

「いや、ちょっと、おまえら」

「そちらこそ作戦失敗の言い訳に私を使わないでくださいね。半世紀前のロートルに墜とされるほど柔やわな腕前ではないのでしょうから。ご自分の発言の責任は、しっかり取っていただけますように」

「だから、待てって──」

　だめだ、二人とも完全に頭に血が上っている。ファントムの肩を押えるもぴくりとも動かない。ジュラーヴリクがものすごい力で押しのけてきて、後ろに弾はじき出だされた。

　どうしよう。途方に暮れていると肩を叩たたかれた。振り向いて息を吞のむ。闖ちん入にゆう者はこちらの脇をすり抜けてアニマ二人に近づいていった。

　ファントムとジュラーヴリクが視線を絡からみ合わせる。

「勝負の方法は？　シミュレータ？　実機による模擬戦ですか？」

「実機に決まってんだろ。こっちは実弾ありで全然構わねぇぞ」

「結構です。ところで、そちらはパクファを欠いているようですが二機で構わないんですか、なんならもう一機、足していただいても問題ありませんが」

「冗談は顔だけにしろ。てめぇなんか、あたし一人で十分だ。どうしてもラーストチュカを出してほしければ、そっちもピンク色を出すんだな。ま、何をしようと結果は同じだが。こないだだって、あの紫色さえいなけりゃあたし達たちの完勝だったはずで」

　刹那、ジュラーヴリクの顔に影が落ちる。クロームオレンジのアニマは訝いぶかしげに顧みて凍りついた。視線の先にラベンダーパープルの輝きがある。

「な」

　悲鳴は言葉にならなかった。一瞬の間にジュラーヴリクが三メートル以上、飛びすさる。ラーストチュカに抱き留められる形で闖ちん入にゆう者を指さした。

「な、な、な、なんでおまえが！　ここに！」

　姫袖コートのアニマ、バイパーゼロは無表情に首を傾かしげた。動揺するバーバチカを無言で眺める。

　ジュラーヴリクはきっとこちらに向き直ってきた。

「話がちげぇぞ！　こいつ、沖縄から出てこないんじゃなかったのか！」

「いや、必ずしもそういうわけじゃ」

　八や代しろ通どおりさん、ドクヒの最終メンバー構成を伝えてなかったのか。それは混乱もするだろう。いないはずの天敵がいきなり目の前に現れたのだから。

「バイパーゼロ、こっち来い。多分もう大丈夫だから」

　パチパチ、とタイプ音が響く。

『何が大丈夫なのか分からない。第三者の仲裁が必要な状況だと判断した』

　打たれた文字を見て嘆息する。自身がどれほど相手のトラウマになっているか理解していないらしい。

「だからその必要はなくなったんだよ。ファントムも、もういいだろ」

　苛いら立だたしげな吐息が響く。だがそれ以上、抵抗することなくファントムはそっぽを向いた。馬鹿なことをしている自覚はあったのだろう。ややバツの悪い表情になっている。

　嘆息してジュラーヴリクに向き直る。

「で、どうすればいいいんだ？　俺おれ達たちは。まさかずっと滑走路で待機ってわけでもないだろ」

　いい加減凍えてしまう。肩をさすってみせるとジュラーヴリクは身を起こした。バイパーゼロをうかがいつつエプロンの方向を目で示す。

「待機所にロシアンティーと茶菓子を準備させてある。暖房も効いてるからしばらくそこでくつろいでろよ。ブリーフィングは一休みしてからと聞いている」

　おお。

　いいじゃないか。

　この流れでまともなもてなしを受けられるとは思っていなかった。ファントムも耳をそばだてている。是非にと答えかけた時だった。

「おい、何遊んでるんだ、おまえら。行くぞ」

　野太い声が飛んできた。五、六メートルほど向こうで八や代しろ通どおりがコートのポケットに手を入れている。白い息を吐きつつ、ぞんざいに顎をしゃくってきた。

「行く？　どこへ」

　見たところ待機所とは逆方向だ。整備の手伝いでもしろというのか。一瞬抗議しかけたが異様な雰囲気に沈黙する。

　八や代しろ通どおりの背後で日露の技術陣が話しこんでいた。いずれも難しい顔だ。よく見れば八や代しろ通どおりも固い表情になっている。

「何かあったんですか」

　八や代しろ通どおりは荒い息をついた。

「今回の作戦の肝を覚えているか。敵ゲートの中枢を潰すために必要な手段」

「パラレル・マインズですか？」

「もう一つだ」

　記憶を探る。移動方法ともう一つ。中心核の破壊に必要なエネルギー、戦略爆撃機五機分の炸さく薬やく量。

「核ですか、ロシアのミサイルを使うっていう」

　八や代しろ通どおりはむっつりとうなずいた。

「そいつをな、ロシア人が今になって提供できないと言ってきた」

「は？」

　まばたきして見返す。ジュラーヴリクをうかがうと彼女も目を丸くしていた。どうやら初耳らしい。

　八や代しろ通どおりは低く唸うなって彼方かなたの工場を見た。

「現場同士で話していても埒らちがあかないから、カジンスキー中佐に直じか談だん判ぱんする。君らも同席しろ。状況次第では作戦を組み替える必要も出てくる」




「やぁ皆様、長旅お疲れ様です。休んでいていただければこちらからうかがいましたのに」

「てめぇ中佐！　ばっくれてんじゃねぇぞ。核を出せねぇってのはどういう話だ！」

　会議室に入るなり食ってかかったのは、他でもないジュラーヴリクだった。髪を振り乱し、丸テーブル奥の小男を睨にらみつける。

　八や代しろ通どおりの話を聞くなり、彼女は脇目も振らず歩き出してしまった。おかげで独飛組はあとに続く形となっている。バイパーゼロだけが、トラブルを避けるためか、いつの間にか姿を消していた。

　カジンスキーは肩をすくめた。

「落ち着きなさい、ジュラーヴリク。工場の方に迷惑ですよ。あまり大声で騒がないように」

「眠てぇことぬかしてんじゃねぇ！　質問に答えろ。一体どんな了見であたし達たちを丸腰で突っこませようとしてるんだ。ことと次第によっちゃただじゃおかねぇぞ！」

　激げき昂こうするジュラーヴリクをコートの腕が押おし止とどめた。八や代しろ通どおりが一歩前に出る。

「中佐、俺おれ達たちは貴国との合意に基づき五千キロを旅してきた。事情が変わったなら経緯くらい訊きく権利があるだろう。休むにしてもそれからだ」

　静かだが有無を言わせぬ口調。

　カジンスキーは微笑した。

「核を提供しないとは言っていません、提供しても意味がない、そう申し上げているだけです」

「どういうことだ？」

　スクリーンに光が灯ともる。カジンスキーの操作に従い、ノイズ混じりのフィルムが映し出される。

　モノクロの空と海が広がっていた。中央にある黒点は岩石群──ゲートだろうか？　周囲でいくつもの黒煙と爆発が生じている。

　火か箭せんの間を大柄な爆撃機が飛行していった。岩石群を目指しているのか、腹部のウェポンベイが開き長柄のミサイルをリリースする。

「これは北ほつ極きよく海かいに展開した我が第45航空・防空軍の赤外線フィルムです。ザイの抵抗を排除しつつ岩石群に対して巡航ミサイルを発射しました。弾頭は二百キロトンの戦術核です」

　衝撃が走る。

　八や代しろ通どおりは視線を厳しくした。

「聞いてないぞ、いつの話だ」

「五時間前、ノヴォシビルスク時間で午前五時のことです。ご心配なく、私もついさっき知らされたところです」

　映像はミサイルがゲートに向かったところで途切れていた。撮影時間がゼロに戻りリピートされる。八や代しろ通どおりは感情を押し殺した声で「で？」と訊たずねた。

「このあとどうなったんだ」

「どうもなりませんでした。ミサイルは起爆することなく落下、二発目はゲート自体に吞のみこまれて行方不明です。こちらも爆発した様子はありません」

「は、ざまぁねぇな。独断専行した挙げ句に整備不良とは、北の精鋭が聞いて呆あきれる」

　ジュラーヴリクの嘲笑にカジンスキーは表情を崩さなかった。「整備不良」と静かにつぶやく。

「だったらよかったんですがね」

「違うのか」

　八や代しろ通どおりの声が固くなる。カジンスキーは画面を切り替えた。半壊した円筒が映し出される。

「回収された一発目の巡航ミサイルです。解析したところ、点火装置自体は正常に作動していました。ただリフレクターを始めとする核物質の梱こん包ぽう部分が変形しています。まるで四方八方から出で鱈たら目めに殴られたかのように」

「出で鱈たら目め？」

　……。

　はっと息を吞のむ声が響いた。

「未熟核爆発か」

「ええ、ありえないことに」

　八や代しろ通どおりはひどく厳しい表情になっていた。眉根を寄せて考えこんでいる。

　わけが分からず視線を巡らせた。

「え？　どういうことですか。未熟……爆発？」

「核出力が予定のレベルに達しなかったということですよ。爆縮の機能不全によって」

　ファントムが横に並んでくる。冷えた瞳をスライドに向けた。

「現在使われている核爆弾は主にインプロージョン方式と呼ばれるものです。これは核物質の周囲をぐるりと火薬で囲み、球の表面から燃焼させていくことで圧縮、超臨界の状態にもっていくものです。いわゆる爆縮レンズですね。仮にこの爆縮が均等に起きなかった場合、核分裂は抑制され、不完全な爆発に留まります。つまりは未熟核爆発というわけです」

「はぁ」と首を傾かしげてしまった。

「要するに故障ってことだろう？　整備不良が原因かどうかは分からないけど、機械がうまく動かなかったってことで」

「二発揃そろってですか？」

　ファントムの声に口をつぐむ。

「確かに爆縮レンズの動作には高度な技術が必要です。燃焼速度の違う火薬を適切に組み合わせて、複数の起爆装置を完全に同期させなければなりません。ナノ秒単位でも点火がずれれば核物質への圧力は不均等になり、爆発は起こりません。ですが初の原爆実験から半世紀以上を経て、ロシアの核は枯れた技術となっています。一発ならともかく二発同時に故障などありえません」

「じゃあ、なんで」

「簡単だ。外からの力で爆縮が妨げられたんだろう」

　八や代しろ通どおりはカジンスキーを睨にらみつけた。

「回りくどい話は苦手だ。要するに貴国はこう判断したんだろう？　本現象はアンフィジカルレイヤーによって引き起こされたものだと」

「はい」

　カジンスキーはうなずいた。

「件くだんの空間異常は時間の流れもまたねじ曲げるのですよね？　であれば、ナノ秒単位の正確さを求める爆縮レンズが狂ってもなんの不思議もありません。つまりゲート周辺・内部において核兵器の使用は不可能、そう判断されるわけです」

　息を吞のんだ。

　核を使えない、それはつまりゲートの中心を壊す術がなくなったということだ。どれだけパラレル・マインズで浸食を避けても最後の一撃を与えられない。今回の危機を打開できない。

「そうなんですか」

　一いち縷るの希望をこめて八や代しろ通どおりを見つめる。ロシアの判断は誤りだ、北ほつ極きよく海かいのトラブルはアンフィジカルレイヤーとは別物だと言い切ってほしかった。

　だが期待も虚むなしく八や代しろ通どおりはうなずいた。

「今のところ否定する材料はない。理論的に不明確な部分はあるが、現実の結果を無視してまでこだわる話じゃない。作戦を練り直す必要があるな」

「練り直すって」

　ドーターの搭載量を考えれば、ゲートの破壊手段は核以外になかったのではないか。通常兵器で撃破可能ならそもそもロシアに協力を仰いでいない。

「何か策はあるんですか？」

「いや、今から考える。カジンスキー中佐、至急双方の技術陣で善後策を練らないか？　できればアニマ達たちも含めて」

「それはできかねますな」

　予想外の答えに沈黙が満ちる。カジンスキーは皮肉な笑みを浮かべた。

「作戦成功の見通しがなくなった以上、我々は次の行動に移る必要があります。そしていかなるオプションを取るにせよアニマは必須要素です。この場に留め置く理由はありません」

「ゲートを破壊する策は俺おれ達たちの方法以外にないんだぞ。他のどんな選択肢が検討に値するって言うんだ」

「全世界を守ろうとすれば確かに、技官の仰おつしやる方法しかないでしょう。ですが我々にとって何よりも守るべきはこの国、ロシアの民草なのです。であれば選択の幅も広がるのではないですか」

「中佐」

　八や代しろ通どおりは凶相になった。

「ロシアは広大だ。他国の防衛線が崩壊した状態で、四方の国境を守り切れるとは思わんが」

「まさしく。ですから高望みはしませんよ。ご存じですか？　ロシア国民の七十四パーセントは都市部に住んでいます。そのうちモスクワだけで十パーセント。ならば力の入れ加減も変わってくると思いませんか」

「拠点防衛に移るつもりですか!?」

　ファントムが声を荒げた。信じられないという様子で首を振る。

「同盟国も国土も投げ捨てて籠ろう城じよう戦を繰り広げると？　正気ですか！」

「正気ですよ。我々は生き残らなければならないのです。であれば守るべきものを守り、捨てるべきものは捨てねばなりません。そのために必要な犠牲ならいくらでも払います」

「そんな自殺行為の果てにまともな未来があると思っているんですか」

「思っていますよ。我々はモンゴルの侵攻で人口の過半数を失いました。ナチスには二千万人ほど殺されましたかな。ですが最後の最後には必ず勝利をつかんできました。今回も同じです。何万・何億の命が散ろうと、どれだけの町が滅びようと、我々だけは変わらず地上に立ち続ける。それがロシアという国なのですよ」

　だめだ、と思った。

　確かにロシアは幾多の苦難を克服してきたのだろう。だが今度の敵は勝手が異なる。隔絶したテクノロジー、生産能力、そして地球を失いかけた者しか持ちえない生への執着。

　国や民族の単位で戦って勝てる相手ではないのだ。シャンケルのシミュレーションでも拠点防衛策は一度として成功していない。どれだけ堅固な要塞を築こうと、戦線を整理しようと、押し寄せるガラス細工の海に沈んでいくだけ。

　だがそれをどう説明する？　世界最大の国土を持つ人々に分かってもらう？

　ゲームの結果が根拠だと言っても鼻で笑われるだけだろう。ザイのアルゴリズムの話をしても同じだ。その背後にあるカタストロフ、ザイの誕生理由にまで言及しなければ。

　ただ、全ての情報ソースたるグリペンの記憶は、他の何にも増して荒唐無稽だ。普通に説明してもまず信じてもらえまい。ジュラーヴリクのように精神をリンクできるならともかく、ただの人間であるカジンスキーには言葉を尽くす必要があった。

　どうする。

　引き延ばし策と見なされれば即座に会談は打ち切られる。作戦が中止されてしまう。一旦仕切り直すか？　だめだ。今を逃せば説得のタイミングはない。別の情報ソースをでっちあげる？　本やネットで見たとか、あるいは。

　焦燥に駆られていると小柄な影が動いた。

「おい中佐」

　ジュラーヴリクが拳を握りしめている。顔面蒼そう白はくで唇を震わせていた。

「あんたの言う通りにした場合、パクファはどうなる。あたしの妹は」

「見捨てます。一機を救うために残りの戦力を危険にさらせません」

「っ！」

　つかみかかりかけた彼女をラーストチュカが引き留める。渾こん身しんの力で、暴れる仲間を押えつけた。

　カジンスキーは醒さめた表情でもみ合いを眺めた。

「てめぇ！　中佐！　ふざけんなっ、あたしは認めねぇぞ！　何もせずにあいつを見殺しにするとか、そんな真ま似ねができるか！　くそっ！」

「勝算がないのに突っこむのはただの蛮勇ですよ。自重なさい、ジュラーヴリク。あなたの身体からだはあなた一人のものではありません。祖国に殉ずる覚悟を決めたのなら、相応の振る舞いを心がけてください」

　ジュラーヴリクは歯ぎしりした。与えられた責務と感情の板挟みになりながら、なおも言葉を続けようとする。

　瞬間、目の前に巨体が立ちはだかった。

　八や代しろ通どおりがカジンスキーとの間に割って入っていた。眉間に皺しわを寄せて小男を睨にらみつける。

「どうも極端な話になっているが、要は勝算があればいいんだろう？　核以外でゲート中心を潰す方法があれば」

「あるんですか？」

　カジンスキーが虚を突かれた様子になる。八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。

「見つけてみせるさ。貴国のプランじゃどのみち日本はおしまいだからな。三日もらえれば代替案を提示してみせる。そのくらいの猶予は作れるだろう」

「なんとか……なんとかなるのか！　おっさん！」

　ジュラーヴリクが八や代しろ通どおりのコートにすがりつく。強気な顔が揺れていた。大粒の瞳に不安と希望が滲にじんでいる。

　八や代しろ通どおりは目だけを動かして彼女を見下ろした。

「するしかないだろ。このまま何もせずにアラモ砦とりでじゃ余りに芸がなさすぎる」

　挑発的な眼まな差ざしをカジンスキーに向ける。少しして場の全員が八や代しろ通どおりに倣ならった。ジュラーヴリクも覚悟を決めた様子で上官を見る。

「三日だ」

　八や代しろ通どおりが嚙かんで含めるように告げる。

「ここで三日稼げるかどうかで、貴国の人口が三割変わってくる」

　カジンスキーはしばらく沈黙していたが、溜ため息いきをついた。

「ＴＮＴ百トン分の炸さく薬やくを運ぶ方法があるとは思えませんがね」

　首を振りながら携帯を取り出す。どこかに電話すると早口のロシア語でまくしたて始めた。

「行くぞ」と八や代しろ通どおりが肩を叩たたいてくる。

「え？」

「調整は終わった。とっとと検討に入ろう。時間がない」

　こちらの提案が受うけ容いれられたのか。カジンスキーは語気を強めている。意味は分からないが、急な予定変更を押しこもうとしているようにも見えた。

　いまいち現実感のないままあとに続く。グリペン・ファントムとともに退室しかけた途端、「おっさん！」と呼びかけられた。

　ジュラーヴリクがこちらを見ている。唇を結び思い詰めた表情になっていた。

「頼むぜ」

　八や代しろ通どおりは無言で手を振った。

　廊下に出かけてふっと視線に気づく。

　ラーストチュカが針のような眼まな差ざしを向けてきていた。
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　広い空間に整備の音が響いている。

　骨組みの天井から陽光が漏れていた。テープでマーキングされた通路をトラックや整備員が行き交っている。屹きつ立りつする足場や機材はどれも巨大なもので、見ていると巨人の国に迷いこんだ気分になってくる。壁にかけられたポスターも差し渡し十メートルはありそうに思えた。

　ノヴォシビルスクの航空機工場は何もかもが規格外だった。日本で見たどんな施設よりも大きい。一つの建物がまるで町のようだ。飛行機という住人のために作られた金属の町。

　普段なら喜び勇んで見て回っただろう。輸送機、旅客機、戦闘機。現れる機影の一つ一つに胸を躍らせたはずだ。

　だが今回ばかりは気が乗らなかった。風景や音が五感を上滑りしていく。周囲の情報が意識に入ってこない。

「慧けい、慧けい？」

　頭上からグリペンの声が降ってきた。ドーターのコクピットから身を乗り出している。視線の先には自分と即席の休憩スペースがあった。椅子と机、マグカップの飲み物、そして整備項目のリスト。

「ヘルスチェックとパフォーマンスモニターが終わった。次、どうしたらいい？」

「八や代しろ通どおりさんの依頼項目は終わったのか？　ストレスなんとかってやつ」

「ストレステスト。うん、念のため二回実施済み。どちらも問題なし」

「そうか」

　勢いこんで飛行準備をしていたのも最初のうちだ。機械的なチェックはまたたくまに終わり、すっかり手持ちぶさたになっていた。

　カジンスキーとの会談から二日、有り体に言えば放置されている。約束の期限が迫る中、暇を持て余していた。

　あと一日。

　明日の朝十時になればロシアは独飛の提案に見切りをつける。なのに自分はただまんじりと作業を繰り返していた。憂鬱にもなる。

「とりあえず最初からもう一度、全部の試験をやってみるか？　見逃しがあるといけないし」

「分かった」

　面倒くさがることもなくグリペンがコクピットに戻っていく。溜ため息いきをついて机上のマグカップを見つめた。

（くそっ）

　八や代しろ通どおりは何をしているのだろう。自分とグリペン・バイパーゼロに機体の整備を任すと、ファントムとともにどこかへ行ってしまった。技本のスタッフも居場所を知らないようだから工場を出ているのかもしれない。説明不足は彼の常だが、さすがに今回は勘弁してほしかった。

　時計を見る。

　午後五時、そろそろ今日という一日も終わりだ。

「なぁ」

　思わずグリペンに呼びかけてしまった。

「もう今ある武装で飛び立てばいいんじゃないか？　そりゃドーター一機の搭載量は限られているだろうけど、四機でありったけの爆弾を運べばさ、ほら、合計して目標クリアみたいな」

「無理」

　にべもない否定が返ってきた。

「ドーター一機に積める兵装は四トンから八トン程度、全機フル武装しても三十トンに満たない。とても百トン分の火薬は運べない」

「燃料を削ったら」

「焼け石に水。一トンか二トン、武装を上乗せできるだけ」

　脳内で数字を弾いて呻うめく。確かに全然足りない。核の威力がどれほど凄まじいか、今更ながら思い知らされた。

　苛いら立だち混じりに紫の機体を見つめる。バイパーゼロはコクピットにこもったまま沈黙していた。既に機体チェックは終わっているはずだが、一向に出てくる気配はない。装甲キャノピーのカメラアイが「じたばたしたって仕方ない」と告げているように思えた。

（分かってるよ）

　人には個々の役割や適性がある。今の自分にできるのは機体と体調を万全に保つことだ。余計なことを考えず目の前の仕事に専念する。欲張った挙げ句、コンディションを崩したら元も子もない。

　ただ頭で分かっていても感情がついてこなかった。時計の針が進む度に心音が早くなる。どうしようもない不安が込み上げてくる。

（だめだ）

　じっとしているとおかしくなる。少し歩こう。外の空気を吸って気分転換しよう。

「グリペン、ちょっと任せていいか？」

「ん？」

　桃色髪がコクピットから飛び出す。まばたきしてこちらを見下ろしてきた。

「どこ行くの？」

「散歩してくる。すぐ戻るから」

　こくりと首を傾かしげてくる。まぁ別に構わないけど、という雰囲気だった。

　防寒着を取り上げて整備スペースから離れる。

　迷路のような構内を抜けて外に出ると、既に日は暮れかかっていた。鈍にび色いろの空にほの赤い縞しまが生じている。薄くたなびいた雲から夕ゆう陽ひが透けて見えた。

　寒い。身を切るような冷気が体温を奪っていく。本当はもっと厚着をしてくるべきだったのだろう、が、今は外の刺激がありがたかった。しみ通る風がもやもやを吹き飛ばしていく。

　防寒着の襟を合わせて歩き出す。路傍の雪を踏みしめ工場の外周沿いに進んでいった。

（俺には何ができるんだろう）

　白い息とともに独りごちる。

　グリペンを救うと宣言しておきながら結局なんの手も打てていない。カジンスキーとの会談でも八や代しろ通どおりの奮戦を見ているだけだった。

　ふがいない。

　己の無力さ、矮わい小しようさが嫌というほど自覚される。頑張らなければと思うも、そもそも進むべき道が分からない。目的地も経路も何もかもが曖昧だった。

　ゲートを潰すために百トンの爆弾を運ぶ。

　ゲートに突入できるのはパラレル・マインズ装備のドーターだけ。

　ドーターに百トンのペイロードは積めない。

　思考が行き詰まり息苦しくなる。海中を進んでいるようだ。暗い海の底をあてどなくさまよっている気分。

　立ち止まって深呼吸した。

　凍った空気が肺を満たす。喉と鼻孔がひりひりと痛み、混乱が薄らいだ。

　瞑めい目もくして顔を押える。

「ああもう、情けねぇな、本当に」

　解決策が出てこないことにではない。こんな簡単に絶望してしまう自分が嫌だった。グリペンがどれだけ出口のない迷路を巡り続けたと思う。何千何万年の生き地獄に比べれば、目の前の袋ふくろ小路こうじなど大した苦痛ではない。

「よし」

　決めた。

　とにかくドーターを完璧に仕上げよう。万に一つのトラブルも起こさないよう全てのケースを想定し尽くそう。八や代しろ通どおりが返ってきた時、すぐにでも出撃できるように。

　来た道を戻りかけてまばたきする。見覚えのない景色が現れていた。出てきた工場とは明らかに違う、事務棟らしきものが立ち並んでいる。

　あれ？

　そういえばどのくらい歩いてきたのだろう。物思いにふけっていてあたりを見られていなかった。工場はどっちだ？　似たような建物ばかりでよく分からない。

「まずいな」

　周りに人影はない。道を訊きこうにも相手がいなかった。行き当たりばったりに進むと更に迷いそうだし、かといって立ち止まれば凍えてしまう。

　精神の安定と引き替えに寒暖の感覚が戻ってきた。冷え切った身体からだが小刻みに震え出す。寒い。両肩を抱き、とにかく一ブロック戻ろうと思った時だった。

　横殴りの銀光が迫ってきた。

　反射的にのけぞる。間一髪、目の前をナイフの切っ先が駆け抜けた。千切れた前髪が数本、宙を舞う。

　なんだ？　何が起きた？

　だが考える間もなく第二撃が来た。今度は左上から右下に突き降ろすように。

　崩れた姿勢を片足で支えて横飛びする。世界が傾かしぎ、次いで肩と腰に衝撃が走った。

　慌てて上体を起こすと夕闇を背に黒い影が見えた。フードを目ま深ぶかにかぶった細身の人物。右手に抜き身のナイフを握っている。黙っていても強い敵意と殺意が伝わってきた。

「なんだよ、おまえ」

　フードの奥の闇を睨にらみつける。慎重に息を整えて膝を立てた。

「俺が誰か分かって狙ってるのか」

　ブーツの足が一歩、進み出てきた。ナイフの切っ先が照明の光を照り返す。柄を握る手に力が込められた。

「問答無用ってわけか」

　乾いた笑いが漏れた。まったく、次から次へと盛り沢山すぎるだろう。

　空ならともかく、地上での命の取り合いなど経験がない。相手がプロならここでジ・エンドだ。だがこちらも尋常ならざるＧに耐えうる肉体を作ってきた。そうやすやすと殺されてなるものか。

　ぎりっと全身の筋肉を引き絞った。

　相手が近づいてくる。一歩、二歩、三歩、倒れた獲物を切り裂こうと詰め寄ってくる。こちらの背後は壁。多分逃げ場はないと思われているのだろう。あとは脳天から串刺しにすればいいだけだと。

「……」

　無言で距離を測る。あと三メートル、二メートル、一メートル──

（ここ）

　壁を蹴る。スターティングブロックを使った陸上選手のように猛突進した。

　五十キロ以上の筋肉の塊が高速でぶつかってきたのだ。さしもの暴漢もたまらず倒れる。好機を逃さず相手の手首をつかんだ。ナイフを奪い取ろうとしたが、敵も遮二無二抗あらがってくる。こちらも素人しろうとだからそれ以上どうしていいか分からない。とにかく動きを封じようと手足を繰り出し続けた。

　何度目かの攻防で肘が相手のフードに引っかかった。力任せに振り払った途端、淡い光が弾はじける。青……水色？　澄んだ海水を思わせる蛍光色、アクアマリンの輝き。

「ラーストチュカ!?」
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　呆あつ気けに取とられて静止する。その隙を突いて押し返された。ベリーショートのアニマは荒い息遣いで間合いを取った。

「なんで、おまえが」

　カジンスキーに命じられたのか？　いや、だとしてもわざわざアニマ一人に襲わせる理由が分からない。こちらは彼らのホームグラウンドにいるのだ。排除する気ならどうとでもやりようがあるだろう。ならバーバチカ隊の独断？　だが。

「……して」

　囁ささやくような言葉に意識を引き戻される。

　ラーストチュカは憎々しげに歯を軋きしらせた。

「どうしてみんな、おまえらなんかに頼るんだ！　ジュラを撃ったおまえらに！」

　呪じゆ詛そを思わせる声には聞き覚えがあった。モンゴル南部、ハンボグドの空で響いた無線。Ｓｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭを砲撃した自分に、彼女は同じ口調で呼びかけてきた。燃えさかる憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを込めて。

　そうか。

　彼女の中ではまだあの戦闘が終わっていないのか。砲火を交えた相手と共闘するのが気に入らないのか。

　得心しつつ、一個だけ確認したいことがあった。ナイフの切っ先を注視しながら訊たずねる。

「これはジュラーヴリクの指示か？」

「ジュラは関係ない。私一人でやってることだ」

　安あん堵どする。であれば彼女との和解は噓うそではない。あれがフェイクと言われたらさすがにショックだった。だが事実は目の前で起きていることが全て。

　ごくりと唾を飲む。

「もう一つ訊きかせろ。おまえ本気で俺を殺す気なのか？」

「……」

　無言の迷いが見えた。「殺す」という言葉に現実感を取り戻したのか、ナイフを持つ手が震える。

（よし）

　覚悟を決める。相手も素人しろうと、こちらも素人しろうと、そして当初の勢いも失うせたとなれば、あとは単純に体力の勝負だ。そして女子供と喧けん嘩かして負けるほど柔やわな鍛え方はしていない。

　地面を蹴った。

　相手が構えるより早く懐ふところに飛びこむ。そのまま右腕をつかんで押し倒した。

　うわっと悲鳴を上げてラーストチュカが姿勢を崩す。案の定、アニマの身体からだは軽く膂りよ力りよくも常人並だった。膝を二の腕に載せて圧迫、苦痛で緩んだ手からナイフを奪い取った。

「終わりだ。おまえに人は殺せない」

　軋きしり声が響く。

　屈辱と怒りに顔を歪ゆがめながらラーストチュカは暴れた。だがどれだけもがいても、成長した男の身体からだを押しのけるには至らない。のけぞり気味に身じろぎし、足をばたつかせた挙げ句、喘あえぎ声を上げる。ややあって力が抜けた。エネルギーが切れたようにだらりと横たわる。

　しばらく呼吸の音だけが響いた。腰の下の鼓動が落ち着いていく。ラーストチュカは顔を背けたまま唇を結んでいた。

（どうしたらいいんだ、これ）

　途方に暮れる。

　離れればまた襲いかかってくるかもしれない。かといってずっとこうしているわけにもいかなかった。寒いのはもちろん、誰かに見られたら間違いなく誤解される。何せ今、ナイフを持っているのは自分なのだ。馬乗りで少女にかぶさる図が見逃されるはずもない。

　迷った末「なぁ」と呼びかける。

「カジンスキー中佐の話じゃないけどさ。おまえの一番大事なものはなんなんだ？　昔の戦闘の恨みを晴らすことか？　ロシアが日本より強いって示すことか？　違うだろ。ジュラーヴリクやパクファ、バーバチカの仲間と一緒に飛び続けることじゃないのか、三機揃そろって祖国を守ることじゃないのか？」

「……」

「パクファを助けたいってジュラーヴリクは言ってたよな。そのためなら、たとえ昔の敵だって利用するべきだろ。目先の復ふく讐しゆうにこだわって目的を見失ったらそれこそ本末転倒だぞ。ジュラーヴリクも怒るんじゃないか。おまえの暴走が折角のチャンスをフイにしたって。あいつを喜ばせるためにも、ここは一旦協力するべきじゃないか？」

　言葉を切る。言うべきことは言った。果たしてどう出てくるか、反応をうかがっているとラーストチュカが口を開いた。

「……い」

「え？　なんだ」

　よく聞こえない。耳を近づけた瞬間、激しい衝撃に見舞われた。目の前で星が飛ぶ。

　頭突きだ。

　悶もん絶ぜつするこちらの前でラーストチュカが立ち上がった。拳を握りしめ歯ぎしりする。

「うるさい！　うるさい！　うるさい！　おまえがジュラの気持ちを語るな！　私わたし達たちの関係を決めつけるな！」

　泣き顔だった。大人びた面相をくしゃくしゃにして震えている。ひっくひっくと、しゃくりあげながら腕を振った。

「ジュラを支えるのは私だ！　よそものの助けなんか必要ない！　ジュラの横にいるのはいつも私で、他の誰も入りこむ余地なんてないんだ。兎うさぎ小屋に帰れ、クソ日本人！　私わたし達たちの前から消きえ失うせろ！」

「……んだと、こら」

　額を押えて立ち上がる。それなりの大人だと思っていたから理を尽くしていたのに、目の前に居るのはただの駄々っ子だった。大好きな姉貴分を取られそうになり暴れている子供。

　こんな我わが儘ままのために自分は刺されかけたのか。異国で死にかけたのか。ふざけんなという思いが込み上げてくる。

「おまえが助けられないから今こんな風になってんだろ！　何もできねぇくせにガタガタ抜かしてんじゃねぇよ。この能なし！　おんぼろアニマ！」

　白い顔がさっと紅潮する。

「だ、誰がおんぼろだ！　取り消せ猿野郎！　黄色い猿！　マカーキ！」

「嫌なこった。取り消してほしけりゃ力ずくでやってみろ。空でも陸でも勝てないおまえには無理な相談だろうけどな！」

「っ！」

　どちらから先に手を出したのかは分からない。

　気づけばつかみあいになっていた。パンチにキック、エルボーにニー。髪の毛と服を引っ張り、剝むき出だしの肌を引ひっ搔かきあう。お互い足下が覚おぼ束つかなくなっているせいか、先ほどのような緊迫感は望むべくもなかった。力のこもっていない攻撃を二撃、三撃とぶつけあい続ける。

　どのくらいそうしていただろう。仔こ猫ねこのじゃれ合いじみたインファイトの末にまずラーストチュカが限界を迎えた。どんと胸を押すなり瘦せた身体からだが倒れる。仰向けの彼女を見下ろして、こちらも膝から崩れ落ちた。白い息を吐き壁にもたれかかる。

（何やってんだか）

　全身のあちこちが疼うずいている。鼻血でも出ているのか、唇に熱いものが感じられた。すぐそばに落ちているナイフを取り上げる気にもなれない。疲労と空むなしさが身体からだを満たしていた。

　ラーストチュカの有あり様さまもひどいものだった。髪も服も目茶苦茶、めくれ上がったコートの下から破れたタイツがのぞいている。お互い、世界を救う勇者としてはあんまりな見た目だった。

「おまえ、馬鹿だろ」

　しみじみ告げるとラーストチュカは顎をもたげた。

「うるさい、馬鹿に馬鹿って言われたくない」

「馬鹿」

「ばーか」

「ばーかばーか」

　低レベルなやりとりの末に再度の沈黙が訪れる。ラーストチュカはだらりと腕を投げ出した。

「なぁ」

　かすれた声が上がる。

「おまえら、なんでパクファを助けようとしているんだ」

「はぁ？」

　今更なんだ。眉間に皺しわを寄せる。

　しばらく思考をまとめてから答えた。

「半分は成り行きだよ。ゲートを潰すにはおまえらの協力が必要で、そっちの最優先はパクファの救出なんだろ。だから付き合ってるんだ。別に善意でやってるわけじゃない」

「……」

「しょうがないんだよ。おまえがいかに馬鹿で暴力的で考えなしでも、別の選択肢がない限り手を組むしかないんだ。他にまともな味方がいたら、とっくにそっちと協力してるさ。おまえみたいなタチの悪いアニマとじゃなく」

　返事はなかった。

　果たしてどこまで伝わっているのか、話を聞いているのかさえ分からない。ひょっとしたら耳を塞いで舌を出しているのかもしれなかった。

（いいや、もう、なんでも）

　まだ疲労の残る身体からだを立ち上がらせる。分からず屋と付き合っている暇はない。いい加減戻らないとグリペンに心配されそうだ。

「俺は行くからな」

　肩越しに呼びかけるも反応はない。細い身体からだが彫像のように横たわっている。降り注ぐ雪が髪に付着して青く輝いていた。

　溜ため息いきをついて歩き出した時だった。

「ジュラを」

　囁ささやき声ごえが響いた。振り向くとラーストチュカが虚こ空くうを見上げている。固い表情で唇を結んでいた。

「ジュラを支えるのは私だ」

　ややあって、つぶやきが宙に舞う。彼女は思い詰めた様子で白い息を吐き出した。

「そのためにやれることはなんだってする。他国を攻めろと言われれば攻める、町を焼けと言われれば焼く、おまえらを墜とせって言われれば墜とす」

「そうかよ」

　疲労を覚えて背を向ける。瞬間「だから」と声が追いかけてきた。

「あんた達たちを利用することが必要なら、徹底的に利用し尽くしてやる」

　虚を突かれて振り返る。アクアマリンの瞳に照明の光が映っていた。

「あんた達たちも私を使えばいい。それで貸し借りなしだ」

　言ってぷいと顔を逸そらす。二度は言わないぞという決意が滲にじんでいた。

　啞あ然ぜんとする。いや待てよ。こいつ、これでさっきの件をチャラにするつもりか？

（ありえねぇ）

　本当にまぁ、このアニマは。

「めんどくせぇ奴やつ」

「うるさい」

「いい加減起きろよ、風邪引くぞ」

「引かない、ほっとけ」

　相変わらず会話が成立しない。だが先ほどとは明らかに空気が変わった気がした。無差別の拒絶ではなく、条件つきの受うけ容いれという感じで。

　大きく息をついて近づく。差し伸べた手を、彼女はしばらく迷ってから握り返してきた。




「慧けい!?　どうしたの？」

　ハンガーに帰るなりグリペンに目を丸くされた。

　無理もない。服は汚れあちこちにスリ傷を作っている。さっき鏡を見たら顔に大きなあざができていた。これで「なんでもない」と言い張るのはさすがにつらすぎるだろう。

　だが話せば間違いなく大ごとになる。外交問題になる。折角誰にも目撃されずにラーストチュカと別れられたのだ。件くだんの騒動はこのまま闇に葬ほうむりたかった。

「ちょっと転んじゃってさ」

　べたすぎる言い訳にグリペンは眉根を寄せた。不審も露あらわにパートナーを睨ねめ回まわす。

「どこで？」

「工場の外の……段差があってさ、つまづいて、そこに石とかがあった感じで」

「顔をぶつけるの？」

「足が滑ったんだよ。雪のせいでバランスを崩しちゃって」

　我ながら苦しい。事実、グリペンの目はどんどん疑わしげになっていった。

「いや、本当大したことないんだって、見た目がひどいだけで特に痛みとかはないからさ。って、そんなことより」

　強引に話題を切り替える。

「まだ待機は続いているのか？　あれから大分時間がたってるけど、技本の人から新しい指示はないのか？」

「あ」とグリペンが口を開けた。慌てた様子で携帯を取り出す。

「そうだ。慧けい、なんで電話に出てくれなかったの。ずっと連絡してたのに」

「え？」

　ポケットから端末を出すと確かに複数の着信履歴があった。数分間隔でグリペンの名前が表示されている。その下には技本のものと思おぼしき番号もあった。

「何かあったのか？」

　カメラアイの動作音が響く。バイパーゼロのドーターが詰なじるようにこちらを見下ろしていた。

　ん、ん？

　グリペンは嘆息した。

「呼び出しがかかっている。至急、以前打ち合わせした部屋に集合って。ハルカから」

「八や代しろ通どおりさんが？」

　戻ってきているのか？

　グリペンはしかつめ顔でうなずいた。ガラス玉のような目を煌きらめかせて続ける。

「作戦再開の目め処どがついたって」




　会議室に入ると既に他のメンバーは揃そろっていた。

　ファントムが非難がましい目を向けてくる。プロジェクターの横で八や代しろ通どおりが渋面を作っていた。床を革靴でタップしながら、腕時計をのぞきこんだ。

「何やってたんだ。すぐに来るよう連絡しただろう。……って、どうした君」

　まじまじと見つめられる。急いで来たせいで顔を拭いている余裕もなかった。バツの悪い思いで頭を下げる。

「すみません、ちょっと転んじゃって」

「転んだくらいでそんなズタボロになるのか、君は」

「雪で滑って、あちこちぶつけてしまって。大丈夫です。大した怪け我がはしてませんから」

「ならいいが」

　八や代しろ通どおりは鼻の頭をひくつかせた。

「気をつけろよ。さすがにパイロットの替えまでは今から準備できん」

「はい」と身を縮こまらせて着席する。ロシア側を見ると何食わぬ顔でラーストチュカが座っていた。目立った汚れはない。一度服を着替えたのか？　だがよく見るとタイツが破けたままだ。襟元の髪も乱れている。じっと見つめているときつい視線で睨にらみ返された。

「約束の刻限まであと一日ありますが」

　沈黙を破ったのはカジンスキーだった。壁かべ際ぎわの椅子に小柄な身体からだを収めている。両手でステッキの頭を押えていた。

「本当に解決策が見つかったんですか」

「ああ」

　八や代しろ通どおりは胸を張った。

「米軍に掛け合ってＴＮＴ百トン級の通常爆弾を準備した。グアム経由で運ばせているからもうすぐ届くはずだ」

　空気が止まった。硬直するカジンスキーから顔を逸そらして、八や代しろ通どおりはプロジェクターを稼か動どうさせた。紡ぼう錘すい形けいの巨大な物体が映し出される。

「ＡＮＦＯ爆薬を用いたプライマーブースター型の爆ごう装置だ。仕組みが単純だからアンフィジカルレイヤーでも問題なく起動できる。ぶっぱなして点火したら爆発、以上だ」

「い、いや、ちょっと待ってください」

　思わず声を上げてしまった。

「え？　こんな装備、米軍にあるんですか？　聞いてないですよ。だって例のＭＯＡＢだって八・五トンで世界最大とか言ってたじゃないですか。なのに百トン？　今までどこに配備されてたんですか」

「配備はされていない。本作戦用に突貫で作らせた」

　絶句する面々の前で八や代しろ通どおりは画面を切り替えた。

「マイナースケールという実験があってな。一九五八年、アメリカ核兵器庁の主導で行われたもので、通常爆薬を使って核の効果をシミュレートする目的だった。この時使われた爆薬がＡＮＦＯでその量はざっと四千七百トン」

「!?」

　資料フィルムが凄まじい爆発を再現する。地獄のような火球を背に八や代しろ通どおりは口角をもたげた。

「今回の爆弾はその時の構成を丸ごと流用している。威力・重量ともに四十七分の一でだ。まったくもって大した話じゃない」

「で、ですがこんなものはドーターに積めませんよ」

　もっともな疑問をカジンスキーが投げかけた。

「百トン分の爆弾が百発か一発かの議論をしていたわけではないでしょう。我々は物理的にアンフィジカルレイヤーに持ちこめる質量を気にしていたわけで──」

「もちろん乗せる機体は別に準備する。大型輸送機のカーゴベイからパレットに乗せて投下する予定だ。幸い、本件の前に我々は同じ爆撃方法を散々実践していてな。ノウハウは期待してもらって構わない」

　ああ。

　ザイの前線基地を強襲した時の手法か。確かにあのやり方が使えるなら攻撃力は激増する。最小限の機数で必要な爆薬を運べるはずだった。

　だがまだ大前提が無視されている。アンフィジカルレイヤーに大軍を突入させられない根本的な原因。

「分解現象はどうするんですか」

　カジンスキーが詰め寄った。普段のアルカイックスマイルが噓うそのように厳しい顔つきとなっている。

「パラレル・マインズはドーターを例の浸食から守るための装備なんでしょう。そこに丸腰の輸送機を追加してどう防御するんですか。貴国は輸送機のアニマでも開発されたんですか？」

「残念ながらしていない。が、似たようなことはできる」

　八や代しろ通どおりはファントムの肩を押えた。

「こいつは分割されたスライスを十二体、別々にコントロールできる。たとえば六体のスライスを自機に、残りのスライスを輸送機に割り当てれば、二つの機体をアンフィジカルレイヤーに突入させられる。もちろん一機あたりの耐久時間は短くなるが、必要な火力を運ぶという目的は問題なくクリアできる」

「……」

「スライスの依より代しろとなるザイのコアも手配済みだ。あとはそいつを輸送機に据えつけて操縦システムと接続する。元がアニマのＥＧＧだからＥＰＣＭ対策も万全だ。ジャミング下でも問題なく編隊間リンクを確立できる」

「試作百トン爆弾にＥＧＧの分割制御、輸送機の簡易ドーター化」

　カジンスキーは天井を仰いだ。呆ぼう然ぜんと首を振る。

「無茶苦茶ですな、まともな作戦の立て方じゃない」

「だが課題は全てクリアした。あとはゴーを出すかどうかだ」

「中佐！」とジュラーヴリクが声を上げる。大粒の瞳に強い覚悟があった。真剣極まりない表情で上官を見つめる。

　カジンスキーは大きく息を吸い、場を見渡した。既に梯はし子ごが外されていることを確認するようだった。

「普段ならこんな博打ばくちには絶対乗らないんですが」

　小さく首を振る。かつんとステッキの先が床を打った。

「いいでしょう。あなた方の毒気に私も当てられてみます。うまくいかなかった時はそれなりの面倒を覚悟しておいてくださいよ」

「構わんさ。地獄への道連れは多い方がいい。なんなら先に行って案内してやるよ。ウォッカのうまい店でも探しておこう」

　八や代しろ通どおりの笑みは露悪的だった。カジンスキーが嫌そうに頰を歪ゆがめる。

　握手も契約文書の調印もない。だが作戦の合意がなされたのは確かだった。場の緊張が解ける。安あん堵どのざわめきを前に、グリペンが手を上げた。

「ちょっと待ってほしい」

　ガラス玉のような目が百トン爆弾を見据える。

「このサイズ・重量の兵器はＣ‐17に収まらない。グローブマスターの最大積載量は七十七トン、百トンの爆弾はどうやっても載せられない、どうするの？」

　眼鏡の肥満漢は鷹おう揚ように笑みを大きくした。

「心配するな。ここはロシアだ。うってつけの機体がある」

　ファントムの背中を叩たたく。きょとんとする聴衆の前で、緑髪のアニマは迷惑そうに八や代しろ通どおりを見上げた。




　　　　　　　　　　＊




　初めは黒い点に過ぎなかった。

　だが近づくにつれ、それが常識外れな巨人機だと分かる。

　エンジンは六発、尾翼は主翼と見み紛まがうほどに長大でＨ字型をしている。ランディングギアは十個以上あり、まるで戦車の無限軌道のようだ。

　早朝の空港に甲高い排気音が響き渡る。巨人機は図ずう体たいに似合わぬ軽やかさでタッチダウンすると逆噴射装置を作動させた。急激に速度を落とし前輪を接地させる。そのまま戦艦のような威容を誇示しながら誘導路をタキシングしてきた。

「なんですかあれ」

　待機中のエプロンで呆ぼう然ぜんとなる。傍かたわらのグリペンもぽかんと口を開けていた。実際程度の差こそあれ、列席する独飛・バーバチカのメンバーは揃そろって圧倒されている。近づく巨体を畏敬の念とともに見つめていた。

「Ａｎ‐２２５ムリーヤ、旧ソ連が生んだ世界最大にして最重量の機体だ。全幅八十八・七四メートル、全長八十四メートル、最大搭載量は聞いて驚け三百トンだ。百トン程度の爆弾、余裕で運べる」

「いつの間にあんなものを」

　カジンスキーが喘あえぐようにつぶやく。八や代しろ通どおりは頰を歪ゆがめた。

「アントノフ航空から正規のルートでチャーターした。ウクライナからグアムに飛んで百トン爆弾をピックアップ、その後、日本でパラレル・マインズ投影用のコアを積んでいる。爆弾投下用に後部ドアを増設とか色々無茶はしたがな、単発のミッションなら十分実用に耐えるはずだ」

　誇らしげな八や代しろ通どおりの向こうからＡｎ‐２２５が近づいてくる。地響きがすごい。小山が迫ってくるようだ。足下の空港作業車が豆粒に見える。常識外れの光景にくらくらしてきた。

（あんなのと一緒に飛ぶのか）

　果たしてまともな編隊飛行などできるのか、そもそもドーターの機動に追随してくれるのか、不安を露あらわにしていると陽気な声が響き渡った。

『あ、慧けいさん！　お久しぶりです！　お元気そうで何よりです！』

　思わず見渡してしまった。グリペン、次いでジュラーヴリクが首を振る。ラーストチュカは……明らかに違う。なんだ？　聞き覚えのある声音ではあったけど。

『もー！　こっち、こっちですよー』

　視線をもたげる。Ａｎ‐２２５の風防と目があった。

『忘れちゃったんですか？　私です、トゥエルブですよ！』

　は？

　一拍置いて衝撃を受ける。

「え？　おまえ、ファントムの？」

『はい！　シャルル・ド・ゴールの一件ではお世話になりました！』

　間違いない。パラレル・マインズで生み出されたファントムの別人格だ。先ほど八や代しろ通どおりがコアを載せたと言っていたが、ではスライス自体もインストール済みということか。通常の操縦機構を切り離し、トゥエルブ制御の疑似ドーターにした状態。

「なぁ、この得体の知れないデカブツはなんなんだ。アニマなのか？」

　ジュラーヴリクが薄気味悪そうに訊たずねてくる。スライスの分割制御という言葉ではイメージが湧いていなかったのだろう、幽霊でも見るような目になっている。

「えーっと」

　なんて説明したらいい。ファントムの一部がザイのコアに取り憑ついて、輸送機に接続されて──悩んでいるとＡｎ‐２２５から声が降ってきた。

『初めましてバーバチカのみなさん！　私はＲＦ‐４ＥＪ‐ＡＮＭから分離された十二番目のスライス、トゥエルブです。どうぞ親しみを込めてトゥエルブちゃん！　とお呼びください！』

　ファントムが額を押える。だから嫌だったんだと言わんばかりの顔だった。

　一人八や代しろ通どおりだけが意気揚々と声を張り上げた。

「作戦は単純だ。五機のドーターでＡｎ‐２２５を護衛してゲートに突入、中心核を見つけ次第、百トン爆弾投下、これを殲せん滅めつする。なおファントムのスライスが分割されたため作戦行動時間は三十分となっている。パクファ捜索も考えると余裕はほぼゼロだ。各機、事前のシミュレーションをしっかりと行い、役割を理解しておくこと」

「こんなデカブツ連れてまともな戦闘ができるのかよ」

　ジュラーヴリクの声に不安が滲にじむ。規格外の機体を心配そうに見上げた。

「旋回しただけで空中分解しそうだぞ」

『ご心配なく！　こちらの機体、すごく操縦性がいいんですよ。空戦機動でお気遣いいただく必要はまったくありません。とにかくエンジンパワーが凄まじいんですよー。空荷なら宙返りもできそうです！』

（宙返りって）

　トゥエルブの放言にカジンスキーが溜ため息いきをつく。もはや出で鱈たら目めに驚くのも疲れ果てた様子だった。

「世界に一機しかない機体をあまり乱暴に扱ってほしくないものですね。一応この機体は我ら祖国ロジーナの栄光の象徴でもあったんですよ」

「使い捨てにする気はないさ。きっちり完動状態で連れて帰ってやる。二百四十のギネス記録を過去のものにはしないさ」

　八や代しろ通どおりは楽しげにＡｎ‐２２５を仰いだ。不敵な表情は失敗など微み塵じんも考えていない様子だ。応急策を積み上げた作戦でなぜこうも強気に出られるのか。心臓の強さが羨ましい。

（だけど）

　視線を巡らす。五人のアニマとドーター、ゲート中心核の破壊手段とその運搬方法、アンフィジカルレイヤーの浸食を防ぐ装備。

　事態を打開するためのカードは揃そろっていた。あとはゴーを出すかどうか。なるほど、単純と言えばこれほど単純な状況もない。

　ふっとアクアマリンの瞳と目が合った。ラーストチュカが「なんだ」と言うように睨にらみつけてくる。

「気は変わってないよな。少なくともこの作戦の間はお互いに利用しあうっていう」

　ふんとそっぽを向かれる。ややあって彼女は下唇を突き出した。

「──たら」

「あ？」

「この戦闘が終わったら私、ジュラに話すから。もっと頼ってくれって。外の力を借りてもいいけど一番は私わたし達たちにしてくれって。ちゃんと言う」

「……」

「負けないからな」

　ライバル心剝むき出だしに宣言される。

「好きにしろよ」と肩をすくめた。この上、アニマ同士の人間関係になど付き合っていられない。

　グリペンが不思議そうにこちらを見つめてきた。
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アルタイ共和国南部国境付近

十一月三十日午前七時　ＫＲＡＴ






『ＢＡＲＢＩＥ03より編隊各機、間もなく作戦空域に到達。データリンクをクローズドモードに移行します。全機密集隊形』

　中央アジアの空にファントムの無線が木こ霊だまする。

　激しい風がキャノピーを叩たたいていた。陽光の下を独飛・バーバチカの混成編隊が進んでいく。先頭にジュラーヴリク、右後方にラーストチュカ、そして左後方にグリペン・ファントムが続くフォーメーションだ。Ａｎ‐２２５は更にその背後に位置し、最後尾をバイパーゼロが守っていた。

　ノヴォシビルスクを出発して二十分余り、飛行警戒ラインは疾とうの昔に突破している。雲一つない天候とは裏腹にレーダーは激しいノイズに覆われていた。三百六十度、全方位からジャミングをかけられているようだ。耳みみ障ざわりな警告音がひっきりなしに上がっている。

「よくもまぁこんな得体の知れない空間に突っこんだな。どう考えてもやばい雰囲気だろ」

　呆あきれ混じりの呼びかけにジュラーヴリクが鼻を鳴らした。

『やばそうってだけでいちいち撤退してたら戦争なんかできねぇよ。まず突っこんで、問題が出たらその時考えるのがバーバチカ流だ』

「それ、ただの行き当たりばったりって言わないか？」

『何言ってんだ、臨機応変だろう。柔軟性があるってやつだ』

「いやいやいや」

　本当に臨機応変なら雲行きが怪しくなれば引き揚げるだろう。構わず突っこんで大怪け我がするのはただの馬鹿だ。

　ラーストチュカはノーコメントとばかりに押し黙っている。代わりにトゥエルブからの無線が割りこんできた。

『逆によく今まで被害ゼロで来られましたね！　感心します！』

　能天気な声が響く。

『さすが兵員輸送車代わりにタンクで歩兵突撃する国は違います！　思いついたらまずやってみる！　進取果敢の文化ですね！』

『おお、輸送機の緑は随分素直じゃねぇか。そうだろそうだろ。ほら、お兄さん。分かる奴やつには分かるんだ』

「いや、それ多分褒められてないぞ」

　別人格とは言えファントムはファントムだ。言葉の端々に毒が滲にじんでいる。フォローするべきか悩んでいると、他でもないファントム本体からたしなめられた。

『遊んでないで、そろそろ突入しますよ。シールドオン、ゲート外縁まであと二十秒、カウントダウン開始します』

　操縦桿かんを握りしめる。呼吸を整え前方を見つめた。白い空に異常は発見できない。だが本能が危険を告げていた。崖の上を突端に向かい突っ走っている気分。このまま行けば間違いなく落下する。現実の世界から足を踏み外す。

　もっとも引き返す選択肢などない。空間異常は絶賛拡大中で、ここで防がなければ世界全部が吞のみこまれかねないのだ。ならば奈落に落ちる前に奈落自体を破壊するしかない。

『10セカンズ。９、８、７──』

　秒読みが続く

　僚機の位置、速度、高度を事務的に確認してその時を待つ。呼吸を落ち着け、乾いた唇を舐なめた時だった。

　空が滲にじんだ。

　!?

　一瞬目がおかしくなったのかと思う。だがディスプレイの計器もまた異常な挙動をしていた。速度と高度がありえない値を示している。ＧＰＳがオフラインになり戦術マップが痙けい攣れん気味に震えた。

（来たか）

　かぶりを降る。顔を持ち上げ、モニター越しの景色を見据えた。

　気味悪いくらいに晴れ渡った空。雲一つない澄んだ空白、それが視界の限り続いていた。陸地も海原もない。ただ大気の青だけが広がっていた。晴天にもかかわらず、陽光が来る方向も分からない。

　耳鳴りがした。

　頭の中でちりちりと火花が散り始める。痺しびれたような違和感が指先を襲った。

（うわ）

　もう来たのか。分解現象。慌てて手の感覚を確かめているとグリペンの声が響いた。

「パラレル・マインズ起動、積層展開モード、ＥＧＧ分割・多重フォーミング開始」

　圧迫感が消えた。ガクンと機械音が響いて、全周モニターが赤味がかった色に変わる。ディスプレイに耐食壁のステータスが表示された。

　耐久度を示すパーセントが高速で減少し始める。バックミラー内のグリペンが顔を歪ゆがめた。

「おい、大丈夫か」

　小さな唇が凍えるように戦慄わなないた。

「平気、まだそんなにきつくない」

「本当かよ」

　いつの間にか五感の違和感は消えている。計器の混乱も噓うそのようになくなっていた。おそらくパラレル・マインズが外の異常を受け止めてくれているのだろう。その分グリペンにかかっている負荷が気遣われたが。

「あんまり無理はするなよ」

　今はそれ以外、言いようがない。

　スロットルを握りしめる。とにかく早く終わらせなければ。決意も新たにレーダーをのぞきこんだ。

　高度表示は九千メートル、機首方位は南南西を維持している。航路図通りなら、まもなく新しん疆きようアルタイ地区のカナス湖上空を通過するが、このあたりはどこまで信じていいのか分からない。戦術マップに即席のウェイポイントが設置され、そこからの距離・方位が更新されていった。

　周囲を見渡すと、日露のドーターは問題なく編隊を組んでいた。Ａｎ‐２２５も遅れずについてきている。

　電子音ともにファントムからの無線が入った。

『ルート情報を更新します。見た目と実相がずれ始めますから混乱しないように。特に慧けいさん、あまり視覚に頼っていると空バ間ー識テ失イ調ゴに陥りますよ』

「分かってるよ」

　混乱したら感覚よりも計器を信じろということだろう。そのあたりは普段の計器飛行ＩＦＲと同じだ。基本を守れば十分クリアできる。

『バーバチカはレーダーモードを〈個体識別〉に変更、周辺空域の走査を開始してください。パクファの反応が見つかったらランデブー経路を算出します。波長が弱まっているかもしれませんから、捜索は注意深く行ってください』

『大丈夫なんだよな』

　今更ながらジュラーヴリクが不安げな声を上げる。突入して数分の自じ分ぶん達たちでさえ浸食を受け始めているのだ。ロストして久しいパクファが健在なのか、心配になっているのだろう。

　ファントムは素直に『分かりません』と答えた。

『これだけ異常な空間の中で何かを保証することなどできません。ただ時空が混乱しているというのは現実世界と時の流れが違うということです。私わたし達たちより前に迷いこんだからといって、必ずしも分解されているとは限りません。もっと言えば一度浸食されても他からの力で引き戻すこともできます。あなたが実際に経験したように』

『……』

『というか、私が「手遅れです」と言ったら納得するんですか？　少しでも可能性があるからこんなところまで来ているんでしょう。意味のない質問はやめてください』

　ジュラーヴリクが『む』と口ごもる。つっけんどんな口調に気遣いを感じたのだろう。やりづらそうに舌打ちする。

『分かってるよ、いちいちうっせぇな』

　ファントムはこほんと咳せき払ばらいして息を吸った。

『行きますよ。ノーズダイブ──ゴー』

　針路表示が真下に変わる。オレンジ、水色、緑の機体が逆落としの降下を開始した。慌てて操縦桿かんを押しこむ。腰が浮き上がり、血液が上半身に上ってきた。眼下に永遠の空が広がっている。高度表示が急減していくが陸地はどこにも見当たらない。

（ははっ）

　引きつり笑いが漏れる。

　これは確かに異常な体験だ。空バ間ー識テ失イ調ゴどころではない。世界がまるごと九十度傾いた気分。

　スロットル開放、ピッチ角固定、エアブレーキもかけずに下降していく。速度計は超音速を示し高度警報装置が点灯していた。パラレル・マインズの耐久値が減少度合いを速める。白い雲が現れては消えていった。

　何度目かの方向転換でレーダーアラートが響いた。空の向こうで眩まばゆい銀光が生じる。

「ＥＰＣＭ、ザイ！」

　グリペンの報告に戦術マップのアップデート音が重なった。制空戦タイプが三、高速で接近してくる。

　ファントムが即座に翼を翻ひるがえした。

『前衛は散開して迎撃、〈十二番〉は後方に退避してください。バイパーゼロは輸送機を防御』

　翼端から白い煙を引き突っこんでいく。牽けん制せい砲撃が蒼そう空くうに光の線を生み出した。

『ＢＡ01、交戦開始！』

『02、交戦』

　バーバチカも右翼の敵を迎え撃っていた。炎の花が咲く中、新たなザイが上昇してくる。こちらに向けて機関砲を撃ち放ってきた。

　操縦桿かんを倒してブレイク、敵機と交こう叉さ後、反転してミサイルを撃った。

　遠ざかる排気炎と敵影が重なる。爆発。次いで割りこんでくる敵編隊二番機を照準する。Ａｎ‐２２５に向かう後ろ姿を機関砲で打ち砕いた。

　荒い息を整えて輸送機を睨にらみつける。

「トゥエルブ、もっと後ろに下がれ！　ここは危険だ」

　どう見ても前に出すぎだ。一機撃ち漏らしたが最後、即座に攻撃を食くらう。守っている側としては生きた心地がしなかった。

　だが返ってきたのは気の抜けた否定だった。

『あー、いえいえ、ちょっとこのへんが限界なんです。ていうか慧けいさん、そこ危ないですよ』

「え？」

　視線を巡らした瞬間、衝撃に見舞われた。ソニックウェーブ。爆音とともに黒い影が高速で遠ざかっていく。ガラス細工の機影、ザイ？

「な」

　どこから現れた？　レーダーには反応がなかった。見逃した？　こんな近距離で？　いや。

「グリペン、あいつは一体」

　訊たずねる間もなく砲火に襲われる。先ほどのザイが戻ってきていた。しかも背後にもう一機引き連れている。遅れて警報装置が作動。レーダーアラート。やばい、ロックオンされた。

　歯がみしてチャフを展開しかけた途端、敵影が爆発する。エメラルドグリーンの機体がすぐそばを旋回していった。

『だから言ったでしょう、視覚だけに頼らないでくださいと』

　ファントムの声が厳しくなる。

『このあたりは空間が混乱しています。パッチワークの境からいつ敵が出てきてもおかしくないんです。所定のルート以外は全て危険だと思ってください。踏破済みの空域も同じです』

「いやいやいや」

　さすがに抗議したくなった。

「きちんと計器も確認してたぞ。レーダーには全然反応がなかった。警報装置も鳴らなかったし」

『ですから見たままの情報に引きずられないでください。今の敵も、電波と熱源情報の差を求めれば大凡おおよその位置はつかめたはずです。複数の情報ソースで補正しながら計器の表示を読み解いて──』

「できるか！　そんなもん！」

　人をなんだと思ってるんだ。オーバーテクノロジーの生体コンピュータと一緒にされては困る。「というか」とグリペンを顧みた。

「おまえは敵の接近に気づいてたのか？　パッチワークの境目がどこにあるかとか」

　ぶんぶんと首を振られる。

「パラレル・マインズに処理能力を大分取られている。今は普通に飛ばすことで精一杯、追加の解析は無理」

　であれば人間風ふ情ぜいに対処できるはずがない。仏ぶつ頂ちよう面づらで押し黙っていると溜ため息いきが響いた。

『仕方ありませんね。私はトゥエルブにＥＧＧを持っていかれているから満足にフォローできませんし、バイパーゼロ、手伝ってもらえますか』

〈ＲＯＧＥＲ 03〉

　テキストメッセージに続いて大量のデータが転送されてきた。戦術マップに複雑な幾何学模様がオーバーラップされていく。

「おいおい」

　フィヨルドの入り江めいた景色が出現していた。通行可能な箇所がほとんどない。曲がりくねった峡谷を思わせる隘あい路ろが複数方向に伸びていた。

「これを進みながら敵と戦闘しろってか？」

『言い忘れましたが、空間の錯さく綜そう状況は固定ではありません。不規則に変動し組み替えられています。マップの様子には十分気を配ってください』

　呻うめき声も出ない。だが逡しゆん巡じゆんしている暇はなかった。データリンクに新たな敵編隊発見の報が流れる。三時の方向から四機、七時の方向から二機。

〈04　ＥＮＧＡＧＥ〉

　バイパーゼロが背後の敵に向かう。

　前方では複雑な航跡雲と黒煙があちこちに生じていた。バーバチカとザイの迎撃部隊が激しい戦闘を繰り広げている。

「迷っている暇はないか」

　Ａｎ‐２２５が墜とされたら作戦は終わりなのだ。無茶なミッションでもなんでもやるしかない。

「ファントム、こっちは左手の敵を叩たたく。そっちは右手を頼めるか」

『了解です』

　増速して二手に別れる。急バンクしながら敵機を目指した。慎重に相対位置を調整しつつロックオン、リリースボタンを押しかけた途端、息を吞のむ声がした。

「慧けい！　空間変動！　緊急回避！」

　反射的にスロットルを絞り操縦桿かんを切り返した。左舷の空が震え筋雲が現れる。レーダー上の自機マーカーに時空の断層が迫っていた。

「っ！」

　やりづらい。機体を平衡に戻して状況確認、呼吸を整えてもう一度敵機を追う。左目でレーダーを見つつモニター上の目標を照準した。直線距離の途中に空間の境界があるが。

「行けるか？」

「大丈夫。補正データは入力済み」

　グリペンの答えにうなずいてリリースボタンを押しこむ。右翼のミサイルが切り離されロケットモーターを点火した。断層を回りこむようにして敵機に到達。炸さく裂れつした弾頭がガラス細工の機体を切り裂く。

「スプラッシュ・ワン」

　目標破壊。

　続いて敵機の姿を探した時だった。彼方かなたで複数の爆発が上がった。

『ＢＡ02、敵機撃墜』

『ＢＡ01、五機目！』

　クロームオレンジとアクアマリンの機体が凄まじい勢いで敵を食っている。空間の混乱など気にした様子もなく縦横無尽に飛び回っていた。

　レーダーを見ていると百キロ以上離れたザイが同時に墜とされていく。バーバチカのいない空域の敵も間を置かず撃墜されていた。

「なんだありゃ、一体何をしてるんだ、連中」

　グリペンが低く呻うめいた。

「断層にミサイルを打ちこんで敵との距離をショートカットしている。わざと明後日あさつての方向に発射して相手の不意を打つ感じ」

「そんなことできるのか？」

　こちらは周囲の空間異常さえまともに把握できていないのだ。広域の錯さく綜そう具合を完全に解析してあまつさえ利用するとか、信じがたかった。

「あいつらだってパラレル・マインズに処理能力を取られてるんだろ？　条件は似たようなものじゃないのか」

「二機で演算リソースを共有している。ネットワーク越しに処理結果を送りあって重複した計算を省いているみたい」

「マジかよ」

　異次元の戦い方だった。しかも彼かの女じよ達たちは今、戦力の三分の一を欠いているのだ。果たしてフルメンバーならどうなるのか、考えるだけでもぞっとする。よくモンゴル戦では辛勝に持ちこめたものだ。

　とはいえ感心してばかりもいられない。敵は多く戦場は広大だ。いかにバーバチカが精強でも前衛の全てを任せられない。なるべくこちらも敵を墜とさなければ。

「行くぞ」

　エンジン出力を上げて前進する。

　攻撃と離脱、牽けん制せいと回避。

　最初は探り探り、やがて思い切って戦闘に参加する。ぎこちないながらも遮二無二道を切り開いていった。

　しばらくすると周囲の様子が変わってきた。空が朝焼けのように赤くなり次いで藍色と化す。たなびく雲が渦を巻き、陽光が明滅した。何もかもが早回しのように姿を変えていく。

　轟ごう音おんが響く。

　進行方向にぽつんと闇が生まれた。なんだと思った途端、それが猛スピードで視界を覆う。雲も空も何もかもが黒一色に塗り潰された。

　ＢＥＥＰと警告音が鳴った。

　スライスの耐久度が急減していく。先ほどまでとは明らかに違う異変、圧迫感。パラレル・マインズで守られているはずなのにキャノピーがギシギシと震える。ファントムが編隊リンクに警告を発した。

『限界深度に接近、時空の歪わい曲きよく率が計算不能になっています。帰還不能点まであと十分……いえ、五分』

「中心核はどこだよ！」

　レーダー上にターゲットの表示はない。これ以上進んで帰りのスライスを残せるのか。そもそも攻撃自体できるのか。徒いたずらに不安だけが募ってくる。

『確認中です。予想より空間変動が激しくて、経路演算の七割がやり直しになっています。Ａｎ‐２２５の処理能力を使えればいいんですが』

『無理無理無理ですー！』

　輸送機が巨体をバンクさせた。いかにもお手上げという様子で主張する。

『機体がとにかくでっかいんでー、守るだけで精一杯ですー』

『分かってます』

　ファントムは溜ため息いきをついた。

『ジュラーヴリク、パクファの反応はどうですか？』

『まだ探索中だ』

　苛いら立だち混じりの声。ぎりとと歯ぎしりの音がノイズに乗った。

『なぁ、少し捜索範囲を広げられないのか？　あたしとラーストチュカだけ編隊から離れて、電波の到達距離を伸ばせれば』

『だめです、今の状況でも活動時間ギリギリなんですよ。この上、寄り道などしたら間違いなく帰れなくなります』

『だけどこのままじゃ！』

〈ＭＩＳＳＩＬＥ　３Ｏ[image: Ｃ’]ＬＯＣＫ〉

　バイパーゼロの警告がディスプレイに現れた。

　弾はじかれたようにブレイクする。レーダー上にミサイル反応。チャフ・フレアを放出すると背後で激しい爆発が起こった。

「なんだ!?」

　慌てて後方を確認する。黒い靄もやが近づいてきていた。凄まじいスピードで肉薄するとフライパス。衝撃波が一瞬遅れて空気を揺らした。

「ザイ……？」

　輪郭が揺らいで姿が見えない。新型か？　機数は一機のみのようだが。

『もう一度、来るぞ！』

　ジュラーヴリクが増速した。排気炎をまたたかせながら旋回、敵の背後を取ろうとする。だが相手は鋭角的な機動で変針すると闇の底に逃れていった。

　反応ロスト。が、しばらくすると再度姿を現し接近してくる。つかず離れず。ドッグファイトは避けて一撃離脱に徹している様子だ。

『くそったれ、こんなことをしてる場合じゃないってのに』

　舌打ちが響く。

『お兄さん、例のやつ、もう一度行けるか。ベトナムでやったアレだ』

「あれ？　ああ」

　勢せ子こと射手に別れて相手を追いこむ戦法か。巻き狩り。確かにあれなら逃げ回る相手にも対応できる。

「いいぞ、指示は？　任せてもいいのか」

『おう、ラーストチュカも行けるな』

『もちろん』

「ＢＡＲＢＩＥ03……ファントム？　いいか」

　少し迷った末に答えが返ってきた。

『はい、ただ深追いは避けてください。さっきも言った通り活動時間がギリギリです。なるべく最小限の機動で片をつけるように』

「分かってるさ」

　奈落の底に落ちこんで分解されたくない。覚悟を決めてスロットルレバーを押しこんだ。

　バーバチカから戦闘データが送られてくる。膨大な情報を選より分わけてモニターに映した。敵予測位置、針路指示、味方の機動。

　射手役は──自じ分ぶん達たち。

『潰すぞ！』

　クロームオレンジの機体が敵機に突っこむ。すぐにブレイクした相手の脇腹をラーストチュカが砲撃した。火線が敵の機動をねじ曲げ右に、右にと持っていく。何度目かの牽けん制せいの末、敵の未来位置がこちらの針路に重なった。

「いいぞ」

　武装選択。親指でスロットルのスイッチをいじる。滑りこんでくる靄もやをターゲット……失敗、もう一度レーダー照射、跳ね回る照準を敵影近くに持っていく。

　ＢＥＥＰ。

　ロックオン、よし。

「だめ！」

　発射ボタンを押しかけた途端、衝撃が生じた。エアブレーキが機体の速度を殺している。とらえかけた敵影が遠ざかり射程から外れた。

「グリペン!?」

『おい、何やってんだ、お兄さん！　今のは行けるタイミングだったぞ！』

　ジュラーヴリクの怒声に反応できない。ディスプレイには〈ＡＵＴＯ　ＰＩＬＯＴ〉の文字が現れていた。

「どういうつもりだ」

　バックミラー越しにグリペンを睨にらむ。

「なんで邪魔する？　あれは敵だぞ」

「違う」

　強い口調で否定された。灰色の瞳が睨にらみ返してくる。

「あれはザイじゃない。よく見て、彼女の姿を。ジュラーヴリク、ラーストチュカも」

　彼女？

　旋回する機影に目を凝らす。

　靄もやの中に巨大な主翼が見えた。稼か動どうする二枚の垂直尾翼、ストレーキ。伏ふく臥がした女め雛びなのような姿は。

「パクファ!?」

　鋭角的な輪郭が再び闇の中に消える。だが間違いなかった。あれはパクファだ。バーバチカ隊の三番機。自じ分ぶん達たちが救いに来たアニマ。

「どうしてあいつが攻撃してくるんだよ」

　わけが分からない。混乱も露あらわにジュラーヴリクを見上げた。

「おい！　ちゃんとレーダー作動させてるのか？　この距離であいつを探知できないのかよ！」

『動かしてるさ！　けど、反応がないんだ。通信にも全然応答がない！』

　ロックオンアラートが響き渡る。黒い靄もやが接近していた。火器管制レーダーを動かし、こちらを照準している。

　迎撃もままならず散開した。火線が宙を裂く。激しい排気音が編隊の中央を駆け抜けていった。

　ごうっと空気を揺らしてエメラルドグリーンの機体が並んできた。キャノピー上のカメラアイが向き直ってくる。

『ここは私が受け持ちます。時間がありません。あなた方は先に進んでください』

「受け持つって」

　どうするつもりだよ、かすれた問いかけにファントムは即答した。

『あれを墜とします』

　！

『おい、冗談じゃねぇぞ！　ふざけるな！』

　ジュラーヴリクが怒鳴った。翼をぶつけんばかりの勢いでファントムに迫る。

『てめぇ、あたし達たちがなんのためにここまで来たと思ってるんだ！　あいつを、パクファを救うためだろう！　なのに撃墜だと!?　馬鹿も休み休みぬかせ！』

『じゃあどうするんですか！　ここで足止めを食って仲よく分解されるんですか？　ゲートの破壊も果たせず、対ザイ戦力の要であるアニマ五体をみすみす失えと？　あなたこそ正気で喋しやべっているんですか！』

　凄すさまじい剣幕に空気が凍る。荒い息遣いが編隊チャネルに響いた。

『パクファの回収はあくまで彼女が正気を保っていることが前提です。呼びかけにも応じずミッションを妨害するなら、これはもう立派な障害物です。障害は排除しなければなりません。たとえそれが元味方だったとしても』

『だめだ』

　抑揚のない声が答える。蒼そう白はくになったジュラーヴリクの顔が見えるようだった。

『なんと言われても……妹は墜とさせない』

『ジュラーヴリク！』

〈ＷＡＲＮＩＮＧ　３　ＭＩＮＵＴＥＳ　ＴＯ　ＴＨＥ　ＯＰＥＲＡＴＩＯＮＡＬ　ＬＩＭＩＴ（警告、作戦限界まで残り三分）〉

　バイパーゼロのメッセージが無慈悲に表示される。沈黙している間にもパラレル・マインズの稼か動どう時間は減っていった。気のせいか少し空気が薄くなってきたようにも思える。

　背後から迫るパクファを牽けん制せいするために、バイパーゼロが向かっていった。

『聞いてください、ジュラーヴリク』

　ファントムは諭すように言った。

『私わたし達たちの存在は想像以上に曖昧です。人の塡はめた箍たがが外れれば簡単に元の素材、ザイのパーツに戻ります。だからこそ与えられた使命には愚直に従わなければなりません。人を救い、脅威を退け、祖国を守る、そこを踏み外してなんのためのアニマですか』

『……』

『パクファは道を外れました。あれはもうあなたの妹ではありません。ガラス細工の〈敵〉です』

『でも！　だけどさ！』

　喘あえぎ声が響く。苦く悶もんするジュラーヴリクを置いてファントムが進みかけた時だった。

「待って」

　とグリペンが声を上げた。玻は璃り玉のような目で周囲のアニマを見渡す。

「ファントム、一つ可能性の確認をさせてほしい」

『なんですか』

「私わたし達たちは最初、彼女をパクファと認識できなかった。形状が曖昧でレーダーの応答もなかったから。その原因が電磁波の減衰によるものだとしたら？　彼女の変質が理由ではなく」

『何を』

　言いかけてはっと息を吞のむ。動揺が電波に乗り伝わってきた。

『位相がずれていると言うんですか』

「うん」

「おい、どういうことだよ」

　さっぱり分からない。グリペンが視線を向けてくる。

「アンフィジカルレイヤーは単一の層からできているのではない。存在の粒度が異なる複数のレイヤーが積み重なっている。仮に私わたし達たちとパクファが違う層に落ちこんでいたら、互いをきちんと認識できなくても不思議はない」

「えっと」

「私わたし達たちが彼女を正体不明の敵性飛行体と認識したように、彼女もまた私わたし達たちを敵だと思いこんでる可能性がある」

　！

「パクファが正気を保っているってことか！」

　グリペンは小さくうなずいた。

「可能性はありうる」

　鼓動が高鳴る。失いかけた希望が戻ってきた。彼女を助けられる。全員揃そろってもとの世界に戻れる。

『確かに……その可能性はゼロではありません』

　ファントムが抑えた声で言った。

『ですがだからどうだと言うんですか。私わたし達たちの残り時間は少なく、相手と対話する術はありません。正気の有無にかかわらずパクファは作戦の障害になっているんですよ。振り切るか撃退するか、それ以外にどんな方法があるんですか』

「分からない。……けど、たった一人で戦い続けていた彼女を、私は見捨てたくない」

　絶句したファントムにジュラーヴリクががなった。

『おい、クソ緑！　おまえ、頭いいんだろう！　いつも散々偉そうな口叩たたいてる癖に、こんなところでへたってんじゃねぇよ！　なんとかしてくれよ！　なぁ』

　──頼むよ、と呼びかける。哀切な響きが声に篭もった。

　ぎりっとファントムが歯ぎしりした。熱い吐息が無線に乗る。

『いいでしょう。そこまで言うなら覚悟をしてもらいますよ。一か八か、私わたし達たちの生死を賭けたギャンブルならなくはありません』

『本当か!?』

『ええ、要は先方にこちらの存在を示せればいいんです。意思疎通さえできたら攻撃をやめさせられる。互いの座標を確認して同じ位相に戻ってこられる。シンプルな話です』

「で、でも、通信はできないんだろう？　電磁波がやりとりできないってことは光信号もだめなわけで」

　横から口を挟むとファントムは「はい」と肯定した。

『ですが、私わたし達たちにはもう一つ飛ばせるものがあるはずです。対象に向けて大量の情報を送る手段』

「？」

『分かりませんか、スライスですよ。パラレル・マインズのモードを変更してパクファに投影する』

　！

　衝撃が駆け抜けた。

　確かに、アニマの精神はアンフィジカルレイヤーと近しい存在だ。時空も階層も飛び越えて相手にアプローチできるだろう。通信手段としてはうってつけの存在に思えるが。

「そ、そんなことしたら耐食壁はどうなるんだ。今俺おれ達たちのまとっているスライスは」

『なくなりますよ、当然でしょう』

　ファントムの声は冷たかった。覚悟を問うように編隊全機に呼びかける。

『もちろん、全スライスを投射したら機体が圧壊してしまいます。ですから一枚か二枚、脱出に必要な枚数を残して分割投影する必要があります。かなり難度の高いオペレーションですよ。失敗すれば即パラレル・マインズが停止、生還の可能性はなくなります』

『いいさ、それで』

　ジュラーヴリクは毅き然ぜんと言い切った。

『もとよりあたしとラーストチュカだけで帰るつもりはない。その役割はバーバチカが受け持つ。あんたらは予定通り中心を目指せばいい』

『本当に馬鹿ですね、あなたは』

　なっ、とジュラーヴリクが絶句する。ファントムは大げさに息を吐いた。

『仮にパクファと交信できたとして、そのあとの合流経路をどう計算するんですか？　バーバチカの戦闘特化な演算能力で複数階層の重ね合わせを処理できるんですか。火器管制とはわけが違うんですよ』

『……』

『あと、パクファを連れて帰るための耐食壁はどうするんですか？　彼女がどの程度原型を留とどめているか分かりませんが、間違いなく復路いっぱいはもちませんよ。誰かのスライスでくるんでやる必要がありますが、それをどこから調達するつもりですか』

『そんなこと』

『ええ、考えてないんでしょうね。分かってますよ。だから二人で行かせるわけにはいかないんです。きちんと全員で帰るためにも必要なメンバーが付いていかないと』

『必要なメンバー』

『私が行きます』

　今度こそジュラーヴリクが呆あつ気けに取とられた。ざわついた空気の中、ファントムは続けた。

『もとより私の活動時間は皆さんより短いです。であればこれ以上進むより、パクファにスライスを分け与えて帰還する方がいいでしょう。以降の誘導は〈十二番〉でもできるはずですし』

『はいはいー、お任せあれー』

　トゥエルブの口調はあくまで能天気だった。緊迫した雰囲気がわずかに和らぐ。

　ジュラーヴリクが『はっ』と笑った。

『親切すぎて気色悪いぜ。クソ緑、見返りを求めてるなら期待するなよ』

『そちらこそ間違っても恩に着ないでくださいね。しおらしく礼など言われたら鳥肌が立ちます』

　憎まれ口を叩たたき合って、会話の時間は終わった。戦術マップに空戦パラメーターが転送されてくる。

『慧けいさん、バイパーゼロ、すみませんがもう少しだけ寄り道をお願いします。パラレル・マインズの弾数が少ない以上、相手を引きつけて確実に打ちこまなければいけません。先ほど攻撃した要領でパクファを指定空域に追いこんでください。タイミングは指示します』

「お、おう」

『グリペンはバーバチカ隊とのデータリンクの仲介を頼みます。何度か経験しているから慣れていますよね？　こちらは処理能力を稼ぐためドクヒのフォーマットでデータを送ります。変換はあなたの方で』

「了解」

　短い応答を背に機体を旋回させる。ファントムの指示に従いパクファのマーカーを目指していった。

　染しみのような靄もやを目で追いながら「なぁ」と呼びかける。

「グリペン、どうしてあれがパクファかもと思ったんだ？　バーバチカの連中だって敵だと思いこんでたのに」

「声が聞こえたから」

「声？」

「仲間を──ジュラーヴリクやラーストチュカを助けなきゃって叫び続けてた。だから」

「そうか」

　幻聴か、何か別の現象によるものかは分からない。だがパクファがそう思っているであろうことは十分に納得できた。でなければこの闇の中で己を保てるわけがない。

「あいつを助けよう」

　想像以上にあっさり、その言葉は出た。自じ分ぶん達たちの目的も、周囲の状況も全て理解した上で、なすべきことだと感じる。六機のドーターと一機のスライス、みんな揃そろって外の世界に戻る。失われた絆きずなを取り戻す。

　渦巻く気流にダイブした。底なしの暗がりを逆落としで降下していく。がくがくと機体が震えた。たまに突き上げるような衝撃に見舞われるも、操縦桿かんを握る手はぶらさない。トリム調整を繰り返し、ターゲットを正面にとらえ続けた。

　右後方から接近、火器管制レーダーを浴びせると相手は急旋回で退避した。だがそちらにはバイパーゼロがいる。ラベンダーパープルとクリムゾンの圧力を交互に受けて、ターゲットは行動の自由をなくしていった。

　目標地点が近づく。戦術マップの自機にバーバチカ隊のマーカーが接近していた。

　トラップ発動まであと五秒、四、三、二、一──

「今だ！　ジュラーヴリク！」

『任せろ！』

　クロームオレンジの機体がターゲット前方に滑りこんでくる。最小半径で旋回して目標を照準した。

『戻ってこい、パクファ！』

　胴体下に据えつけられたパラレル・マインズが発光する。生じた輝きをそのまま進行方向に打ち出した。

　だが直後、激しい気流が生じた。闇の波は濤とうがターゲットを隠しパラレル・マインズの軌跡をねじ曲げる。

「外した!?」

『空間変動！　こんな時に！』

　歯がみするジュラーヴリクの前で目標が遠ざかる。再度アプローチしている余裕はない。

　だめだ、失敗した。目の前が真っ暗になりかけた時だった。

『Урааааааааа!!』

　雄お叫たけびとともにアクアマリンの光が急降下してくる。体当たりせんばかりの勢いでターゲットの直上に到達した。

「ラーストチュカ!?」

『義務を思い出せ、パクファ！　私わたし達たちは誰の剣だ！　こんなところで遊んでる場合じゃないだろ！』

　パラレル・マインズが煌きらめく。一発、二発と続け様に光輝が打ち出された。

　止めろと言う間もない。ただでさえ残り少ない命綱が容赦なく消費されていく。耐食壁の崩壊警報が鳴り響く中、ラーストチュカは最後のＥＧＧを放った。

　海色の輝きが──霞かすみの中央を射貫く。

『緑色！』

『分かってます！』

　データリンク上に膨大なデータが流れる。ファントムからの誘導波がラーストチュカのＥＧＧ経由で靄もやに送られる。一拍置いて暗色のカーテンが霧散した。闇の衣を脱ぎ捨てて扁へん平ぺいな機影が滑り出てくる。菱ひし形がたの機首、コンパクトなキャノピー、周囲を照らす玉虫色イリデツセンスの固有色。

『パクファ！』

　ジュラーヴリクの声が華やぐ。

　バーバチカ隊の三番機は戸惑ったように機首カメラを動かした。

『ボボスス……？　離脱したラーズヴエ　アナはずじゃー　ニエウシラー』

『話はあとです！　引き揚げますよ。ラーストチュカ！　先行してください、私はあなたとパクファを防護ラツプします！』

　ファントムのパラレル・マインズがパクファを撃ち抜く。玉虫色イリデツセンスの機体にエメラルドグリーンの彩いろどりが添えられた。そのままクロームオレンジの光と一緒に上昇していく。

『すまねぇ！　先に戻る！』

『死ぬなよ、イポーシュカ』

　ジュラーヴリクとラーストチュカの声が木こ霊だまする。

　四つの排気炎が遠ざかり、やがて闇に吞のみこまれた。あとには先ほどを上回る圧迫感と轟ごう音おんが残される。

　闇がうねっていた。

　もはやスライスの耐久度は一割も残っていない。圧壊までの時間が刻々と迫っていた。警告音が響く。バイパーゼロとＡｎ‐２２５が加速しつつ集ってきた。

『時間がありません。かっとばしますよ！　はぐれないように！』

　トゥエルブの声とともに巨体が暗黒を蹴散らす。淡い緑光を放ちながらＡｎ‐２２５が前進した。Ｈ型の尾翼がビリビリと震えている。

「道を任せていいのか!?」

『ここまで来たら目をつぶっても分かりますよ！　見えませんか!?　前方の歪ゆがみが！』

（歪ゆがみ）

　視線を凝らす。確かに渦の中心がある。闇の中、更に暗い漆黒の集積点。

　まだ距離はある。が、間違いなくあれだ。ゲート中枢。正十二面体の核。

　間に合うのか？　いや、間に合わせねば。ここまで来て失敗したらファントム達たちに顔向けできない。

　暴れ馬のような機体を抑えつけて針路を固定する。渦の動きが速まり上下の感覚が曖昧になった。目の奥で火花が散っている。三半規管が混乱し、全身の筋肉が悲鳴を上げた。心身ともに限界が近い。思考が混濁する。必死で歯を食いしばり意識を保ち続けた。

　ごうっと風が鳴った。

　ゲート中心点が霞かすむ。目の錯覚かと思ったが確かに周囲の闇が動いている。巨大な黒い腕のようなものが螺ら旋せん状にターゲットを覆い隠しつつあった。

「なんだ……？」

「いけない」

　グリペンの声が上ずる。

「彼ら、空間を組み替えるつもり」

「どういうことだ」

「相対距離が増大している。このままいくとロストする」

　まさか、と思った。

「連中、逃げるつもりか」

「うん」

「冗談じゃねぇぞ」

　血走った目を正面に向ける。

　そうしている間にもターゲットは遠ざかりつつあった。幾重にも連なる漆黒が中心点を覆っていく。増速、だめだ、近づけない。更に幾本もの黒い腕が空間を塗り潰そうとした時だった。

　爆発が生じた。集いかけた闇が弾はじけ、微細な断片と化す。

　ラベンダーパープルの機影が前方に躍り出た。翼下のミサイルをリリース、更に奥の暗がりを爆砕する。

〈ＳＨＯＯＴ　ＮＯＤＡＬ　ＰＯＩＮＴＳ、01〉

「ノーダル……なんだって？」

　グリペンが喘あえぎ声を上げる。

「結節点を撃てって。組み替えられた空間自体は壊せなくても、それを引き起こす力場の元は壊せるからって」

「なんだかよく分からないけど、俺おれ達たちの武器でもどうにかできるってことか」

「目標指示……来る。ＦＣＳリンケージ」

　モニター上の渦にいくつものターゲット指示器がオーバーラップされる。攻撃の優先順位に従い武装が割り当てられた。

「了解だ、04！」

　バイパーゼロに続いて前進、空対空ミサイルを撃ち放つ。爆発の度に風景が砕け渦の中心が近づいてきた。二撃、三撃、四撃。最後の防壁にありったけの武装を叩たたきこむと、奥に鮮やかな煌きらめきが現れた。ガラス細工の巨大な構造物。四方に柱を伸ばし怪しく脈打っている。

　グリペンが息を吞のむ。

「見つけた！　中心核！」

「トゥエルブ！」

『言われなくても！』

　巨体が突進する。まだ残っている空間異常を体当たりで破砕し目標との距離を詰めた。カーゴベイ開放、ボルトを弾はじき飛とばしながら積み荷を投下する。

　Ａｎ‐２２５が二つに分裂したように思えた。それくらい巨大な爆弾が虚こ空くうに躍り出る。複数のドラッグシュートで姿勢を安定させ、そのまま慣性の法則で前へと進んだ。

　最初に生じた変化は大きなものではなかった。ポツリと小さな炎が奈落の底に生じる。だが続く反応は劇的だった。太陽を思わせる発光、遅れて轟ごう音おんと衝撃波が押し寄せてくる。世界が揺れた。闇が駆逐され何もかもが白一色に塗り潰されていく。

　歪ゆがみが──修復される。

『崩壊します！　離脱してください！』

　Ａｎ‐２２５が慌てた様子で翼を翻ひるがえした。六基のエンジンをフル稼か動どうさせて上昇していく。続いてバイパーゼロもアフターバーナーの光を煌きらめかせた。

「慧けい！」

「もうやってる！」

　スロットルレバーを限界近くまで倒す。爆発的な推力が背中を押した。操縦桿かんを手前に引き、直立姿勢で空を目指す。

　背後から光球が迫ってくる。バックミラーに映る主翼が光に溶けていた。スライスの耐久値がゼロに近づく。耳みみ障ざわりな警告音がコクピットいっぱいに響き渡る。グリペンが何か喋しやべっているが聞き取れない。先行する二機の姿も見えない。飛んでいる方向が正しいか間違っているかさえ判然としなかった。

（帰るんだ）

　みんな揃そろって。

　誰一人欠けることもなく。

　奥歯を嚙かみしめて天頂を睨にらみつける。

　エンジンの咆ほう哮こうと風切り音、周囲の震動が混ざり合い、視界が光に埋め尽くされて、そして何もかもが静寂に沈んだ。
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　誰かに名前を呼ばれている。

　最初はかすかに、やがてはっきりと声が響く。耳元で『おい』『おーい』と。

『分かるか？　私のこと。視覚はもう問題ないはずだが』

　ゆっくり目を開く。見覚えのある女性の顔がのぞきこんできていた。どうやらベッドに寝かされているらしい。全身が重く、頭を動かすのも億おつ劫くうだった。

　女は白衣を着ていた。銀縁眼鏡に照明が映りこんでいる。胸ポケットの生地を煙草たばこのケースが押し上げていた。

　皮肉げな顔だ。美人だが世の全てを嘲笑しているようにも見える。メフィストフェレスの化身めいた女性。

　ああ。ああ、この人は。

『喋しやべれるか、自分の名前を言ってみろ』

　回らぬ口で言葉を紡つむぐ。『Meu nome é……』か細い声が宙に漏れた。

『ったく、また言語エンジンがデグレってるな』

　女は溜ため息いきとともに振り返った。肩越しに誰かに呼びかける。

『おい、私の端末を持ってこい。直接デバッグする』

『またですか？　いい加減、〈刷りこみ〉で対応した方がいいんじゃないですか。このままだと出発に間に合いませんよ』

『いいから、もう少し付き合え。お偉方なんざ少し待たせるくらいで丁度いいんだ』

　勘弁してくださいよ、と話相手が哀願する。

　空調と電子機器の音が響く中、意識が再び闇へと落ちこんだ。




　車の走行音が腰の下から伝わってくる。

　ドアガラスの外を流れる景色は夏の活気に満ちていた。街路樹の向こうに抜けるような青空が広がっている。入道雲が天に向かって大きく伸び上がっていた。

『外ばかり見てないで、ちゃんと資料をチェックしておけよ。端末に送ってあるはずだ』

　運転席の女が呼びかけてくる。くわえ煙草たばこのままハンドルを握っていた。

『あと十分でＳＨＩの工場だ。着いたらすぐドーターのところに行くからあまり余裕がないぞ。せめて相手のプロフィールくらい確認しておけ』

『Tá（うん）』

『言葉も直せ』

　無言でうなずいて手元の携帯端末を見る。液晶画面に写真つきの経歴書が映っていた。目つきの悪い仏ぶつ頂ちよう面づらの青年がこちらを見ている。

　姓名の欄に『蛍ほたる橋ばし』の表記がある。階級は三等空尉、あまり褒められた勤務態度でないのは考課欄を見れば分かった。

『気難しそうだろ』

　と女が口角をもたげた。眼鏡の奥の目が細くなる。

『整備部隊が気の毒がってたぞ。よりにもよってこんな問題児におまえを託すなんてと』

『Não（ううん）』

　少し考えてから答えた。じっと暗い瞳を見つめつつ。

『Eu acho que ele é genTil（優しい人だと思う）』




　目の前に火花が散った。鼻の奥に鈍痛が走るも構っていられない。

『Eu acho o segundo TenenTe infanTil!（三尉は大人げないと思う！）』

　ほとばしる感情を言葉に載せて叩たたきつけた。突然の頭突きに呆ぼう然ぜんとする男を睨にらみつける。

『Eu esTou dizendo que se Tiver algo errado, vou mudar! E mesmo assim, acho esTranho não querer ouvir a minha conversa!（悪いところがあれば改めると言っている！　なのに話も聞かないのはおかしい！　間違ってる！）』

　相手の顔が歪ゆがむ。言葉が通じずとも糾弾されているのは分かるのだろう。またたくまに顔を赤くして言い返してくる。だがこちらも負けてなるものか。なんと言われようとおかしいものはおかしいのだ。

　わーわーと罵り声が響く。相手の顔が大写しになり、二人の体温が混ざり合い、感情の境界が朧おぼろになって。

　──。

　──。

　──。




（これは……グリペンの記憶？）

　混乱から抜け出すにつれて徐々に鳴なる谷たに慧けいの自我が戻ってきた。

　どういう状況か不明だが、グリペンの過去を追体験している。しかも今の世界ではなくかつての蛍ほたる橋ばし三等空尉との思い出を。

　小こ松まつ基地きっての鼻つまみ者と整備不良のアニマ。

　欠陥だらけの両者はぶつかり、反目し、時には協力して、絆きずなを深めていった。

　そして全ての日常が崩壊しつつある中、小こ松まつの夜景を見下ろす山頂で二人は結ばれた。満天の星を背に、彼女の喜びと煩はん悶もんがダイレクトに伝わってくる。

　煩はん悶もん──そう、終わりの見えた世界で愛を育むことになんの意味があるのか、失うものを増やしてどうするのかと。

　何もかもが走そう馬ま燈とうのように目の前を行き過ぎていく。ライノとの出会い、ゴビ砂漠の決戦、そして〈球殻〉突入直前での別離。

　蘇よみがえる哀切の情に叫び出したくなる。だが感傷に浸る間もなく景色は移り変わっていった。めまぐるしく光と闇が入れ替わり耳鳴りが強くなる。押し寄せる情報の奔流に意識を流されかけた時だった。

　音が途絶えた。

　闇が薄れ、淡い照明の光が満ちてくる。

　徐々に五感が戻ってきた。まだ痺しびれの残る耳に女の声が届く。

『──というわけだ。アンフィジカルレイヤーをうまく使えば見た目上の距離をゼロにできる。レイヤーを下って上ることで現実世界の移動時間をなくせるんだ。まさに瞬間移動だな。スターゲイトが現実のものになるぞ』

　小こ松まつの技本棟だ。殺風景な執務室で知ち寄よりとグリペンが向かい合っている。背後には数式の書きつけられた白板があった。白衣の女メフィストフェレスは着席したままマーカーのキャップを閉じた。
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『理論上はこの考えを押し進めれば時間も越えられる。まだ存在しない時空、つまり未来に行くのは無理だが過去には問題なく戻れる。いわば一方通行のタイムマシーンだな』

『歴史をやり直せるの？』

　グリペンが身を乗り出した。ガラス玉のような目を見開いて訊たずねる。

『失われた人ひと達たちの命を取り戻せるの？』

『人間には無理だ。というか形ある存在には不可能と言うべきかな』

　知ち寄よりは苦笑して煙草たばこに火をつけた。

『ザイという〈実体〉は正確に言えば時を越えていない。エネルギーの塊とそこに保存されたプログラムが時間遡そ行こうして展開、その時代の資源で軍隊を作り上げただけだ。だから核で吹き飛ばしてもなんの効果もない。蜃しん気き楼ろうのように消えてまた現れるだけだ』

『……』

『そんなカラクリである以上、この仕組みを利用したところで人間は過去に行けない。肉体から何までバラバラに分解されて消滅するのがオチだ』

　紫煙が天井に上っていく。知ち寄よりはぼんやりと照明を見ていたが『……いや、待てよ』とつぶやいた。

『ザイが時間を遡れるのは、彼らがエネルギーによって構成された情報体だからだ。質量がないので既存の物理法則に縛られず速度や時間をコントロールできる。同じことはアニマにも言えるんじゃないか？　ザイのコアによって汲くみ上あげられ、概念そのものが本質であるおまえ達たちなら』

『どういうこと？』

『アニマの知識や人格だけなら過去に飛ばせるんじゃないかってことだ。たとえば〈球殻〉の時間遡そ航こうプログラムに潜りこんで、自分の情報をコピーしてしまえば……ああ』

　凶悪な笑みが口元に浮かんだ。切れ長の目が大きく開く。

『そうか、ザイを倒す必要なんてない。連中のプログラムを定期的に誤動作させれば私わたし達たちの時代からは消し去れる。数百年・千年単位の時間の牢ろう獄ごくに奴やつらを閉じこめてしまえば』

　ホワイトボードに数式を書きつけかけて、だがその手が止まった。乾いた笑い声が漏れる。

『だめだな。机上の空論だ。私としたことが、どうかしている』

『なぜ？　何か問題でも？』

『問題だらけだろう』

　知ち寄よりはマーカーを机上に放り投げた。

『仮にこのアイディアが有効だとして、一回目はいい、二回目もまぁいいだろう。だが百回、二百回目となった時、誰がそんな繰り返しに耐えられる。私わたし達たちが送りこむのは人格も感情もあるアニマだ。まともな神経を持っている限り必ずどこかで気が狂う』

　忘れてくれと言って手を振る。少し疲れた顔で席から立ち上がった。

『さて、休憩も終わりだ。そろそろ仕事に戻ろう。悪かったな、雑談に付き合わせて』

『知ち寄より』

　グリペンが声を上げた。澄んだ、感情のない顔で創造主を見つめる。

『そうすれば、みんな救われるの？』

　静かな問いかけ。

『これ以上、戦争が続かずにすむの？』

　知ち寄よりの表情が引きつる。息を吞のむ彼女の前でグリペンは続けた。

『だったら、もし本当にそんなことが可能なら、私はやりたい』

　眦まなじりを決して、桃色髪のアニマは力強く告げる。

『三尉に未来を残したい』
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『慧けいさん！　慧けいさん！』

　耳元の叫びで我に返った。視界に一面の闇が広がる。地鳴りのごとき震動と轟とどろきが身体からだを揺らしていた。全周モニターに警告が現れている。スライス耐久度、残り０・２％、崩壊まであと十秒。カウントダウンの数値が赤字に変わっている。

（ここは）

　見渡した目にフライトグローブが映る。指先はスロットルレバーと操縦桿かんをしっかりと握りしめていた。グリペンのコクピットか？　どのくらい気を失っていたのだろう。タイマーを見る限り大して時間はたっていないようだが。

『慧けいさん！　聞こえますか!?　応答してください！』

「……トゥエルブか？」

　前方右手に緑の光が煌きらめく。Ａｎ‐２２５が肯定するように巨体をバンクさせた。よく見ると隣にバイパーゼロもいる。

『よかった！　通信が途絶えたからどうしたのかと思って。大丈夫ですか？』

「ああ」と首を振る。数回まばたきして。

「ちょっと混乱してたみたいだが、問題ない。行ける」

『あと少しです！　意識をしっかり保って、スロットルを全開にしてください！』

『了解』

　姿勢を正す。バックミラーを見るとグリペンが目だけでうなずいてきた。

「ビーコンを目指して。ファントムが残してくれてる。最短経路」

　平板な声に迷いはない。ということは先の幻覚も彼女と共有したものではなかったのか。分からない。だが今は詳しく確かめている余裕もなかった。

　操縦桿かんを握りしめる。ラダーペダルで姿勢制御しながらレーダーのビーコンを指向した。機体が燃えるように発光する。最後の力を振り絞っているのか、あるいは耐食壁が崩れかかっているのか、光の欠片かけらを撒まき散ちらしながら直上に上っていった。

　タイムリミットまであと四秒、全周モニターに亀裂が走る。

　三秒、レーダーがノイズとともに沈黙する。

　二秒、フレームが音を立てて歪ゆがむ。

　一秒、ゼロ──

　……。

　光が世界を満たした。まぶしい、何もかもがホワイトアウトしている。

　だめか？　間に合わなかったのか？

　少しして風の音が聞こえてくる。光が後退し淡い青色が浮かび上がった。たなびく雲が彼方かなたにある。

（空？）

　地面は、と見下ろすと確かに白い山々が見える。峻しゆん険けんな峰に薄い霧がかかっていた。

　レーダー・ＧＰＳともにブラックアウトしているため現在位置は分からない。だが清涼な風景は確かに現実のものだった。背後を見ても空間異常の兆きざしは見当たらない。

「帰ってきたのか」

「ＥＰＣＭゼロ、光学・音響的に有意な問題は見られない。通信も復帰した模様」

　グリペンの報告に唾を飲みこむ。このあたりを覆っていた五感・電波の混乱がなくなったということは。

「ゲートが消滅したのか？」

「多分」

　力が抜ける。緊張と入れ替わりに疲労が込み上げてきた。操縦桿かんがひどく重く感じられてくる。

『お兄さん！　ピンク色！』

　クロームオレンジの輝きが彼方かなたに見えた。傍かたわらにアクアマリン、イリデッセンスの光も見える。綺き麗れいな航跡雲を引きながら接近してきていた。

『おせぇぞ、畜生！　もう少し遅かったら置いて帰ってるところだったぞ。爆弾一つくらいちゃっちゃと落として戻ってこいよ。ったく、手て際ぎわの悪い』

『とか言ってますけど、さっきまで心配のし通しで、再突入すると言って聞かなかったんですよ。帰り道を見失っているといけないから迎えに行くって。パラレル・マインズがオーバーヒートしている状態でどうするつもりだったのやら』

　ファントムが呆あきれ気味に指摘する。ジュラーヴリクは『なっ』と声を裏返した。

『てめっ！　適当なこと言ってんじゃねぇよ！　あたしはただ、作戦が成功したかどうか見極めるべきだって言っただけで──』

『はいはい、先ほどの会話は録音してありますから、ここで再生しましょうか？　聞いている方が気恥ずかしくなるような熱弁を堪たん能のうできますよ。いいじゃないですか、普通に喜べば。素直じゃないですね』

『素直じゃないのは〈一番〉も同じだと思いますけどねー！　好きな人には意地悪したくなるところがよく似てます！』

『だまりなさい〈十二番〉』

『ああ、でも確かにアエータ　デイストヴイテルナ、それはうちのパホージエ　ナナボスも同じですーシエヴア　ボサ』

『パクファー！』

　言い合いの声を背景にＡｎ‐２２５、バイパーゼロも集ってくる。日露計七機の航空機。誰一人欠けていない、完全無欠の成功。

　ほっと息をつきつつ、なんとも言えない引っかかりを覚える。今更ながらの違和感、矛盾、居心地の悪さ。

「なぁグリペン」

　と振り向いた。

「おまえ、さっきの脱出中に何か見なかったか？」

「何かって？」

「変な白昼夢とか、昔の記憶とか」

「特に……見ていない」

「そうか」

　であればも幻視の正体は探りようもない。だがそれはそれとしてどうしても確認しておきたいことがあった。

「ちょっと変なこと訊きくけどさ、おまえ、俺──蛍ほたる橋ばし三尉が渡した参考書どうしたんだ？　ベラヤの空軍基地で出撃前に持ってった奴やつ」

　かつて、彼女の宿舎で見つけた本は新しく買い直したものだった。この時間軸における鳴なる谷たに慧けいの参考書は小こ松まつの自宅にある。ではあの時、グリペンが大切そうに受け取った本はどこに行ったのか。

　桃色髪の少女は無念そうに眉尻を下げた。

「消滅した。時間遡そ行こうの時、私と同じように〈本質〉に還元されて」

「物質的な存在は時を超えられないからか？　ザイと同じように、エネルギーや概念にならないと物理法則をクリアできないから」

「うん」

　知ち寄よりの説明通りだ。いや、同じことはかつての蛍ほたる橋ばしも聞かされていた。知ち寄よりやグリペンから、ザイの時間遡そ航こうは物理的なものではない、肉体を持った人間が相乗りできる手段ではないと。

　だが。

　だったら。

「モンゴルで発見されたイーグル」

　口にした瞬間、空気が冷える。

　緊張と混乱が高まるのを感じながら慧けいは問いかけた。

「千年前の機体、コクピットの中にあった遺体、あれは一体なんなんだ？」







　あとがき




　作家になって何がよかったかと言えば、普通なら絶対絡めない人や場と繫がれることだと思います。出版・映像系はもちろん、取材先やコラボパートナーなど、作品のテーマ繫がりで思いもかけない出会いが実現したりします。

　たとえばメイド喫茶の掌編を書いた時は、秋あき葉は原ばらの某有名店を取材させていただきました。ＩＴ系の作品を執筆した時は、とあるネットワーク装置のメーカー様から工場見学のご招待に預かりました。本シリーズでも立ち上げ時の情報収集で自衛隊の広報の方とやりとりさせていただいています。あれ？　するとなんだ。日本酒の話を書いたら酒蔵に行けたりするのか？　酔すい鯨げいさんとか黒こく龍りゆうさんとか。マジかよ。次、日本酒もののプロット、出そうかな。あるいは地ビール巡りの話とか。

　誤解がないよう言っておくと、この手の出会いはかなりのレアケースです。だから本シリーズで那な覇はを描いても沖おき縄なわには行けませんし、ベトナムの屋台を出してもベトナムツアーは企画されません。ましてや軍事拠点、自衛隊や米軍の基地になど入りこめるわけもないのです。

　しかし、人生何があるかは分かりません。過日、関係各位のご協力で航空自衛隊小こ松まつ基地を訪問させていただきました。隊員食堂でランチを食べ、Ｆ‐15Ｊの発進を間近で見学して、イーグルドライバー直々に基地や任務のことを教えていただきました。まったく、デビュー前の自分に教えてやりたいです。「おまえ、十年後くらいにイーグルのパイロットから『アニマ・ベルクト、好きなんでサインください』って言われてるぜ！」と。

　おそらく「疲れてるから早く寝ろ」と返されそうですが。




　さて、そんな貴重な取材の成果を存分に活かしてガーリーのアニメ化が進行中です。上がってきたデザインやイメージを拝見するに小こ松まつの町や基地、戦闘機達を魅力的に描いた作品となりそうです。本編自体はそろそろクライマックスですがアニメの放映に向けて一緒に盛り上げていけたらと思います。お楽しみに。




　最後になりますが、前作に引き続き美麗なイラストで本を彩ってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、ポルトガル語・ロシア語の翻訳にご協力いただいた株式会社ロゼッタ様、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一八年四月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞《選考委員奨励賞》を受賞。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはBEAST IN BLACK のBlind And Frozen。ヤニス・パパドプロス（Vo）の表現の幅がとにかくすごいんですよ。
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

９巻です。６月といえば丁度梅雨の時期ですが、雨の降る日は外に出ず家の中でまったり過ごしたいですね……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。




ポルトガル語、ロシア語翻訳　株式会社ロゼッタ
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